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柴 原 宏 一

令和４年１月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長

　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの各事業者から委託を

受けて埋蔵文化財の発掘調査と整理業務を実施することを主な目的と

して，昭和 52 年に調査課が設置されて以来，数多くの遺跡の発掘調

査を実施し，その成果として発掘調査報告書を刊行してきました。

　この度，独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部による中

根・金田台特定土地区画整理整備事業に伴って実施した，つくば市金

田西遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

　今回の調査によって，奈良時代から平安時代にかけての竪穴建物跡

や掘立柱建物跡が確認されました。竪穴建物跡から「厨」と書かれた

墨書土器や巡方・丸鞆といった腰帯具等が出土しており，河内郡衙に

関わる人々の居住域であることが分かりました。今後，河内郡衙を解

明していくための貴重な資料となります。

　本書が，歴史研究の学術資料としてはもとより，郷土の歴史に対す

る理解を深め，教育・文化の向上のための資料として広く活用いただ

ければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，多大な御

協力を賜りました委託者であります独立行政法人都市再生機構東日本

都市再生本部に対して厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委

員会，つくば市教育委員会をはじめ，御指導，御協力をいただきまし

た関係各位に対し，心から感謝申し上げます。
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例 言

本書は，独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が　

平成 28 年度に発掘調査を実施した，茨城県つくば市金田字明神西 1845 番地ほかに所在する金
こん

田
だ

西
にし

遺跡の　

発掘調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　調査　平成 28 年８月１日～平成 29 年３月 31 日

　整理　令和 ３ 年４月１日～ 12 月 31 日

発掘調査は，副参事兼調査課長白田正子のもと，以下の者が担当した。

平成 28 年度

首席調査員兼班長　　駒澤　悦郎　　

次 席 調 査 員　　木村　光輝　　

次 席 調 査 員　　大武　宣隆　　平成 28 年 ８ 月１日～平成 29 年１月 31 日

次 席 調 査 員　　永井　　敦　　平成 28 年 ８ 月１日～ ９ 月 30 日

調 査 員　　皆川　貴之　　平成 29 年 ２ 月１日～ ３ 月 31 日

嘱 託 調 査 員 　根本　康弘　　平成 28 年 10 月１日～平成 29 年３月 31 日

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長小林和彦のもと，以下の者が担当した。

首 席 調 査 員　　獅子内一成　　令和 ３ 年 12 月１日～ 12 月 31 日

嘱 託 調 査 員　　荒井　保雄　　令和 ３ 年 ４ 月１日～ 12 月 31 日

　本書の執筆分担は，下記のとおりである。

　荒井　保雄　　　　　第１章～第３章第３節５・第４節

　獅子内一成　　　　　第３章第３節６

　本書の作成にあたり，漆の分析については，国立大学法人筑波大学芸術系教授松井敏也氏，同大学院生

Ana Romero 氏に御指導いただいた。

　本遺跡の出土遺物及び実測図・写真等は，茨城県埋蔵文化財センターにて保管されている。
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凡 例

１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 11,120 ｍ，Ｙ＝＋ 26,560 ｍの交点

を基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系（測地成果 2011）による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3…0

と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・遺構・遺物一覧で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　　Ｐ－ピット　PG －ピット群　SA －柱穴列　SB －掘立柱建物跡　SD －溝跡　

　　　　　　　SI －竪穴建物跡　SK －土坑　TP －陥し穴

　　土層　　　Ｋ－撹乱

　　土層解説　ローム－ロームブロック　焼土－焼土ブロック　粘土－粘土ブロック　　　　　　　　　　　

　　　　　　　黒色土－黒色土ブロック　粘－粘性　締－締まり

　　　　　　　サイズは「大・中・小・粒」で，炭化物については「材・物・粒」で表記した。

　　　　　　　含有量　A －多量　B －中量　C －少量　D －微量

　　　　　　　粘性・締まり　A －強い　B －普通　C －弱い

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土範囲・施釉・施釉断面　　　　　　　　　炉・火床面・黒色処理

　　　　竈部材・粘土範囲・炭化物範囲・燻　　　　　柱あたり・油煙

　　　　須恵器断面

●土器　　○土製品　　□石器・石製品　　△金属製品　　■瓦　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構・遺物一覧の表記は，次のとおりである。

　（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

（2）遺物番号は遺構ごとの通し番号とし，本文，挿図，遺物一覧，写真図版に記した番号と同一とした。

　（3）遺物一覧の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６　竪穴建物跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。



７　整理の段階で遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

変　更

SK159・160 → SB131B，SK156 → 第 １ 号 陥 し 穴，SK134 → 第 ２ 号 大 型 円 形 土 坑，SI446（ 貯 蔵 穴 ）

→ SK362，SK209 ～ 214 → SA10A，SK200・205 ～ 207 → SA10B，SD42 →第１号方形区画溝跡，

SD36 → SD35，SK235・PG ３ → PG ６，SK249 ～ 254 → PG ７，SK256 ～ 266 → PG ８，SK193・196・

226・233 → PG ９，SK123・125・126 → PG10

欠　番　

SK158・162・163・192・199・283・285・291・292・294・296 ～ 298・303
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金
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田
だ

西
にし

遺 跡 の概要

遺跡の位置と調査の目的

金田西遺跡は，つくば市の北東部に位置し，桜川右

岸の標高 25 ｍの台地上に立地しています。中根・金

田台特定土地区画整理事業に伴い，遺跡の内容を図

や写真に記録して保存するため，公益財団法人茨城

県教育財団が平成 28 年度に金田西遺跡の 30,308 ㎡に

ついて発掘調査を行いました。

遺跡全景

金田西遺跡の調査の内容

当遺跡の一部は，平成 12・13 年度の確認調査により，河
こう

内
ち

郡の郡
ぐん

庁
ちょう

域，郡
ぐんてら

寺域，

正
しょうそう

倉域が確認され，平成 16 年度に金
こ ん だ か ん が

田官衙遺跡として国の史跡に指定されました。

　今回の調査区はその北側にあたり，竪
たてあなたてものあと

穴建物跡 54 棟，掘
ほったてばしらたてものあと

立柱建物跡３棟，陥
おと

し

穴
あな

１基，大
おおがたえんけいどこう

型円形土坑 1 基，土坑 187 基，柱
ちゅうけつれつ

穴列２条，方
ほうけいくかくみぞあと

形区画溝跡１条，溝
みぞあと

跡

12 条，ピット群５か所を確認しました。

つくば市 ●

水戸市 ●

－ 1 －



調査の成果

　竪穴建物跡からは，「厨
くりや

」と書かれた墨
ぼ く し ょ ど き

書土器や役人が身に着けていた

腰
よ う た い ぐ

帯具（巡
じゅんぽう

方・丸
まるとも

鞆・蛇
だ び

尾等），県内６例目となる銭貨（神
じんぐうかいほう

功開寳）が出土し

ました。また，金属製品（鉄
て っ ぷ

斧・鑿
のみ

・けがき針）や漆付着小型甕
かめ

（貯蔵用・運

搬用），漆付着高
こうだいつきつき

台付坏（塗布用パレット）等の生業にかかわる道具等も出土

しています。これらの遺物は官衙に関連する遺物として注目されます。

　奈良・平安時代の竪穴建物跡は，時代が新しくなるにつれて調査区南東部か

ら北西に拡がっていったことがわかりました。また，今回の調査区は河内郡衙

推定地の北側に近接していることから，河内郡衙の役人や郡衙の維持にかかわ

った人々が暮らしていた集落の一部と考えられます。

第 420 号竪穴建物跡出土遺物

第 440 号竪穴建物跡出土墨書土器 第 425 号竪穴建物跡出土墨書土器

第 417・420 号竪穴建物跡出土漆付着土器
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　　第１節 調査に至る経緯

　つくば市では，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，21

世紀の新しい街づくりが進められている。その一環として取り組んでいるのが，2005 年に開業した「つくば

エクスプレス」の沿線開発である。中根・金田台地区については，住宅・都市整備公団つくば開発局（平成９

年 10 月から住宅・都市整備公団茨城地域支社に，平成 11 年 10 月から都市基盤整備公団茨城地域支社に，平

成 16 年７月から独立行政法人都市再生機構茨城地域支社に，平成 23 年７月から独立行政法人都市再生機構首

都圏ニュータウン本部茨城地域事業本部に，平成 31 年４月から独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本

部に名称を変更）が事業主体として，土地区画整理事業を進めている。金田西遺跡については，平成６年 11

月 18 日，住宅・都市整備公団つくば開発局長は茨城県教育委員会教育長あてに，中根・金田台特定土地区画

整理事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育

委員会は，平成７年度に現地踏査を実施した。平成 27 年 11 月 24 日及び 12 月 15 日に試掘調査を実施し，遺

跡の所在を確認した。平成 28 年２月１日，茨城県教育委員会教育長は独立行政法人都市再生機構首都圏ニュ

ータウン本部つくば・千葉常磐担当推進役あてに，事業地内に金田西遺跡が所在すること及びその取り扱いに

ついて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 28 年２月８日，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部つくば・千葉常磐担当推進役は茨

城県教育委員会教育長あてに，文化財保護法第 94 条に基づく土木工事の通知を提出した。茨城県教育委員会

教育長は，現状保存が困難であることから記録保存のための発掘調査が必要であると決定し，平成 28 年２月

10 日，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部つくば・千葉常磐担当推進役あてに，工事着工前

に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 28 年２月 16 日に，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部つくば・千葉常磐担当推進役は

茨城県教育委員会教育長あてに，中根・金田台特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施につい

て協議書を提出した。平成 28 年２月 16 日に，茨城県教育委員会教育長は独立行政法人都市再生機構首都圏ニ

ュータウン本部つくば・千葉常磐担当推進役あてに，金田西遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について

回答し，併せて調査機関として，公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は，独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部長から埋蔵文化財発掘

調査事業について委託を受け，平成 28 年８月１日から平成 29 年３月 31 日まで発掘調査を実施した。

第１章　調 査 経 緯
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　　第２節 調 査 経 過

　金田西遺跡の調査は，平成 28 年８月１日から平成 29 年３月 31 日までの８か月間にわたって実施した。以下，

その概要を表で記載する。

　平成 28 年度

期間
　　　　　　
工程

８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収
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　金田西遺跡は，茨城県つくば市金田字明神西 1845 番地ほかに所在している。

　つくば市は，茨城県の南西部に位置し，北部は筑波山塊に接し，東側約５㎞には霞ケ浦がある。市域の多く

は筑波山を北端として，その南東側に広がる標高 25 ｍほどの平坦な筑波・稲敷台地上にある。この台地は，

東を霞ケ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切られており，東から花室川，蓮沼川，

谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から南側に向かって流れている。

　筑波・稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部にかけて広がる常総台地の一部であり，地質的には海成砂層

の成田層を基盤として，その上に砂層・砂礫層の竜ケ崎層，さらに泥質粘土層の常総粘土層，関東ローム層が

連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている１）。

　当遺跡は，つくば市の北東部，桜川右岸の標高約 24 ～ 26 ｍの台地上に立地している。台地は東側の桜川，

西側の花室川に挟まれた台地上の西側に位置し，幅約 375 ｍほどで，ほぼ南北に延びている。沖積低地との比

高差は 17 ～ 21 ｍである。当遺跡の調査前の現況は，畑地・山林であったが，近年開発も進み，その状況も変

わりつつある。

　金田西遺跡周辺の桜川及び花室川流域の台地には，旧石器時代から江戸時代までの遺跡が多数分布している。

ここでは，『茨城県遺跡地図』２） に登録されている当該地域の主な遺跡を時代ごとに概観する。

旧石器時代の遺跡は，上
うえ

野
の

古
ふる

屋
や

敷
しき

遺跡３）〈15〉，中
なか

根
ね

中
なか

谷
や

津
つ

遺跡４）〈20〉，柴
しば

崎
さき

大
おお

堀
ほり

遺跡５）〈25〉，東
ひがし

岡
おか

中
なか

原
はら

遺跡６）

〈28〉で，石器集中地点が確認されている。 なかでも東岡中原遺跡では，ナイフ形石器・尖頭器・掻器・彫刻

刀形石器・楔形石器・石刀・石核などが，多層位にわたって出土している。これらは県内の旧石器時代を考え

る上で重要な資料となっている。また，花室川左岸の北
ほう

条
じょう

中
なか

台
だい

遺跡７），柴
しば

崎
さき

遺跡８）〈７〉からもナイフ形石器

や尖頭器が出土しており，当該期の人々の活動の痕跡を確認することができる。

　縄文時代の遺跡は，多数確認されており，柴崎遺跡では，早期の炉穴が確認されている。上
うえ

野
の

陣
じん

場
ば

遺跡９）

〈14〉，上野古屋敷遺跡，東岡中原遺跡では，前期の集落跡が確認されており，当該地域の人々が定住し始めた

ことを示している。中期に入ると，遺跡数も増加し，花室川下流左岸の下
しも

広
ひろ

岡
おか

遺跡 10） では，大規模な集落跡

が確認されている。後期には，周辺地域で貝塚が形成されるようになる。上
かみざかいあさひだい

境旭台貝塚 11）〈19〉や桜川下流域

に存在する国指定史跡の土浦市上
かみ

高
たか

津
つ

貝塚 12） では，後期から晩期にかけて形成された貝塚が存在する。これ

らの貝塚からは，土器のほか，動物の骨などの自然遺物も出土している。特に，上境旭台貝塚では，台地上を

居住域，斜面部を廃棄場，低地部を水場として形成され，低地部からは多数の木器の未成品や漆容器が出土し

ている。出土遺物から当地で木器を生産し，漆加工が行われていた可能性も考えられており，当該期の生業活

動を推測する上で良好な資料となっている。

弥生時代の遺跡は，上野陣場遺跡，上野古屋敷遺跡，やや桜川の上流にある玉
たま

取
とり

向
むかい

山
やま

遺跡 13） で，後期の集落

跡が確認されているが遺跡数は少ない。玉取向山遺跡では，竪穴建物跡からペグマタイト産石英片が 1,000 ｇ

第２章 位 置 と 環 境

　　第１節 位 置 と 地 形

　　第２節 歴 史 的 環 境
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以上出土しており，その使用目的については，以前より様々な見解が示されている 14）。

　古墳時代になると遺跡数が急増し，桜川周辺の微高地や台地全域に広がる。桜川右岸では，上野陣場遺跡，

上野古屋敷遺跡から前・後期，東岡中原遺跡から中期，柴崎遺跡から後期の集落跡がそれぞれ確認されている。

古墳は，全長 80 ｍで当地域最大の前方後円墳である上
うえ

野
の

天
てん

神
じん

塚
づか

古墳〈12〉や，上
うえ

野
の

定
てい

使
し

古墳群〈13〉が存在

している。その他，栗
くり

原
はら

十
とお

日
か

塚
つか

古墳〈10〉，栗
くり

原
はら

愛
あた

宕
ご

塚
つか

古墳〈11〉をはじめ，桜川右岸台地縁辺部に，円筒埴輪・

人物埴輪・動物埴輪が出土した上
かみ

境
ざかい

滝
たき

の台
だい

古墳群〈18〉，埴輪片や石棺の破片が確認された横
よこ

町
まち

古墳群〈21〉

などが知られている 15）。上
かみ

境
ざかい

作
さく

ノ
の

内
うち

古墳群〈17〉の１号墳では，発掘調査により石棺内から被葬者の骨が確認

されている 16）。これらの古墳群のうち，前期古墳である上野天神塚古墳以外の古墳群は，いずれも後期古墳で

ある。

　奈良・平安時代の当該地域は，河内郡菅田郷に属し，その後 12 世紀には田中荘に属していた。当該期の遺

跡は，桜川と花室川に挟まれた中根，金田を中心とする台地上に集中している。金
こ ん だ に し

田西坪
つぼびー

Ｂ遺跡〈３〉や金田

西遺跡については，平成 12 年から平成 13 年に確認調査が行われ，区画溝とその内部に掘立柱建物や礎石建物

で構成される倉庫群が検出され正倉域が明確になった。九
ここの

重
え

東
ひがし

岡
おか

廃寺〈２〉では，平成 13 年から平成 14 年に

主要伽藍と寺域溝の確認調査が行われて，主要伽藍となりうる建物跡は確認できなかったが，金田西坪Ｂ遺跡，

金田西遺跡とともに金田官衙遺跡群として国指定を受けた 17）。さらに，平成 27・28 年度に九重東岡廃寺と金

田西遺跡の発掘調査を行い，奈良から平安時代の郡衙や郡寺を維持する人々の集落跡が南北に延びていること

を確認した 18）。平成 29 年度に金田西坪 B 遺跡の発掘調査を行い，奈良時代の大型竪穴建物跡や四面庇付建物

跡が検出された。これらの遺構は河内郡を治めていた郡司の居宅と考えられている 19）。また，金田官衙遺跡群

の西側に位置する東岡中原遺跡からは，河内郡衙を支えた郡司層及び下級官人の居住地と考えられる大規模な

集落が確認されている 20）。このように当地域では，古代河内郡の役所，寺院，それらを支える周辺集落の様相

を明らかにすることができる全国的にも貴重な遺跡が複数存在する。

中世の遺跡も数多く確認されている。柴崎遺跡では，12 ～ 13 世紀の方形竪穴遺構を中心とした集落跡が，

上野古屋敷遺跡では，溝で区画された掘立柱建物跡を中心とする集落跡が確認されている 21）。また，金田西坪

B 遺跡では，以前の調査で 15 世紀後葉から 16 世紀中葉を中心とした屋敷跡が青・白磁などの威信財とともに

確認されており，屋敷地を区画する溝や，掘立柱建物跡，方形竪穴遺構などが確認された 22）。桜川左岸には，

小田氏の居城であった国指定史跡小田城跡があり，それに関連する城館跡も多い。桜川右岸には，柴
しば

崎
さき

片
かた

岡
おか

上
じょう

館
かん

跡〈５〉，金
こん

田
だ

城跡〈24〉，花
はな

室
むろ

城跡〈32〉，上
うえ

ノ
の

室
むろ

城跡〈37〉，古
ふる

来
く

館跡〈66〉などが位置しており，戦国時

代の当地域の緊張状態を伝えている。また，花室城跡の西には花
はな

室
むろ

寺
てら

畑
はた

廃寺 23）〈33〉が，古来館跡の北には阿
あ

弥
み

陀
だ

寺
でら

跡 24）〈62〉が知られており，いずれも中世瓦が採集されている。筑波山塊から霞ケ浦西岸に偏在する中

世瓦の分布は，特に小田氏領に顕著にみられ 25），檀越・外護者としての小田氏の影響力の強さを示している。

室町時代から江戸時代にかけての遺跡には，柴
しば

崎
さき

大
おお

堀
ほり

遺跡〈25〉があり，堀と土塁が確認され，隣接する金田

城の守りも視野に入れながら街道閉鎖に主眼を置いたものと考えられている 26）。

　江戸時代には，堀氏玉取藩の知行地となった上野・栗原地区を除き，当該地域の多くが土浦藩に属すること

になり，明治４年（1871 年）の廃藩置県に至っている。当該地域は，織田信長の側近として活躍した堀秀政

の弟である利重が大坂の陣での武功により立藩した玉取藩及び徳川家康の一族で早くから家康に仕え武功を立

てた松平信一が立藩した土浦藩，それぞれの藩の中心地とはならなかったものの，花室川のやや下流にある大
さ

角
さ

豆
ぎ

代
しろ

畑
はた

遺跡からは 17 世紀前半の瀬戸・美濃の志野鉄絵小皿が採集されている 27）。
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※　文中の〈 〉内の番号は，第１図及び第１表の当該番号と同じである。
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① 金 田 西 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 47 小 野 崎 宿 遺 跡 〇 〇
２ 九 重 東 岡 廃 寺 〇 〇 〇 48 倉 掛 天 神 塚 〇 〇
３ 金 田 西 坪 B 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 49 倉 掛 千 現 塚 〇 〇
４ 金 田 西 坪 Ａ 遺 跡 〇 50 上 境 北 ノ 内 遺 跡 〇 〇 〇
５ 柴 崎 片 岡 上 館 跡 〇 〇 〇 51 上 境 古 屋 敷 遺 跡 〇 〇 〇 〇
６ 柴 崎 南 遺 跡 〇 〇 〇 〇 52 中 根 不 葉 抜 遺 跡 〇 〇 〇 〇
７ 柴 崎 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 53 中 根 宮 ノ 前 遺 跡 〇 〇 〇
８ 栗 原 五 竜 遺 跡 〇 〇 〇 〇 54 中 根 屋 敷 附 館 跡 〇 〇 〇
９ 栗 原 大 山 西 遺 跡 〇 〇 〇 55 中 根 遺 跡 〇 〇 〇
10 栗 原 十 日 塚 古 墳 〇 56 松 塚 鷺 打 遺 跡 〇 〇 〇
11 栗 原 愛 宕 塚 古 墳 〇 57 栄 土 器 屋 遺 跡 〇 〇 〇
12 上 野 天 神 塚 古 墳 〇 58 栄 屋 敷 付 遺 跡 〇 〇 〇
13 上 野 定 使 古 墳 群 〇 59 栄 尼 塚 遺 跡 〇 〇
14 上 野 陣 場 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 60 金 田 竜 宮 橋 遺 跡 〇 〇 〇
15 上 野 古 屋 敷 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 61 大 白 畑 遺 跡 〇 〇 〇 〇
16 上 境 作 ノ 内 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 62 阿 弥 陀 寺 跡 〇 〇
17 上境作ノ内古墳群 〇 63 大 南 遺 跡 〇 〇 〇 〇
18 上 境 滝の台 古 墳 群 〇 〇 〇 〇 64 古 来 北 ノ 崎 遺 跡 〇 〇 〇
19 上 境 旭 台 貝 塚 〇 〇 65 古 来 島 ノ 前 塚 〇 〇
20 中 根 中 谷 津 遺 跡 〇 〇 〇 66 古 来 館 跡 〇 〇 〇 〇 〇
21 横 町 古 墳 群 〇 67 古 来 遺 跡 〇 〇
22 横 町 庚 申 塚 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 68 吉 瀬 清 水 台 遺 跡 〇 〇 〇
23 金 田 古 墳 〇 69 上 ノ 室 大 日 塚 古 墳 〇
24 金 田 城 跡 〇 70 上 ノ 室 大 十 塚 遺 跡 〇
25 柴 崎 大 堀 遺 跡 〇 〇 〇 〇 71 倉 掛 遺 跡 〇
26 柴 崎 稲 荷 前 古 墳 〇 72 倉 掛 明 神 の 門 遺 跡 〇 〇
27 柴 崎 大 日 塚 〇 〇 73 上 ノ 室 入 定 原 古 墳 〇
28 東 岡 中 原 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 74 花 室 遺 跡 〇 〇
29 東 岡 南 遺 跡 〇 〇 〇 75 花 室 溝 向 遺 跡 〇
30 東 岡 中 畑 遺 跡 〇 76 花 室 後 田 塚 〇 〇
31 東 岡 天 神 前 遺 跡 〇 〇 〇 77 花 室 大 日 塚 古 墳 〇
32 花 室 城 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 78 妻 木 鴻 ノ 巣 遺 跡 〇 〇
33 花 室 寺 畑 廃 寺 〇 79 柴 崎 ボ ツ ケ 遺 跡 〇
34 花 室 寺 山 前 遺 跡 〇 〇 〇 80 上 境 滝 ノ 臺 遺 跡 〇 〇
35 花 室 儀 量 台 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 81 上 野 中 塚 遺 跡 〇 〇 〇 〇
36 上 ノ 室 タ テ 坪 塚 〇 〇 82 栗 原 才 十 郎 遺 跡 〇
37 上 ノ 室 城 跡 〇 〇 〇 〇 83 栗 原 五 竜 塚 古 墳 群 〇
38 上ノ室ハマイバ遺跡 〇 〇 〇 〇 84 栗 原 大 山 遺 跡 〇 〇
39 上 ノ 室 十 枚 遺 跡 〇 〇 〇 〇 85 上境どんどん塚古墳 〇
40 上 ノ 室 野 中 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 86 中根とりおい塚古墳群 〇
41 上ノ室 薬 師 山 遺 跡 〇 〇 〇 87 松 塚 高 畑 遺 跡 〇 〇 〇
42 上ノ室 中 坪 後 遺 跡 〇 〇 〇 〇 88 中 根 中 谷 津 古 墳 〇
43 上 ノ 室 中 畑 遺 跡 〇 〇 〇 〇 89 大 寺 前 遺 跡 〇 〇 〇 〇
44 妻 木 坪 内 遺 跡 〇 〇 〇 90 金 田 本 田 遺 跡 〇 〇
45 妻 木 宮 前 遺 跡 〇 〇 〇 91 上 ノ 室 条 里 〇
46 小 野 崎 館 跡 〇 〇 92 花 室 大 根 遺 跡 〇

第１表　金田西遺跡周辺遺跡一覧表
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調査区中央部の台地上の平坦面（D２a8 区）にテストピットを設定し，基本土層 (第３図） の観察を行った。

土層は８層に分層できる。

　第１層は，表土である。粘性・締まりともに普通で，層厚は 38 ～ 47cm である。

　第２層は，暗褐色を呈するソフトローム漸移層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は 10 ～ 24cm で

ある。

　第３層は，暗褐色を呈するソフトローム層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 20 ～ 35cm である。

　第４層は，黄褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 15 ～ 29cm である。

　第５層は，ローム層から粘土層への漸移層で，灰オリーブ色を呈している。粘性・締まりともに強く，層厚

は 15 ～ 25cm である。

　第６層は，灰白色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりともに非常に強く，層厚は 28 ～ 40cm である。

　第７層は，にぶい黄色を呈するシルト層で，酸化鉄を含んでいる。粘性・締まりともに非常に強く，層厚は

12 ～ 23cm である。

　第８層は，灰白色を呈するシルト層で，酸化鉄を含んでいる。粘性・締まりともに非常に強い。下層は未掘

のため，本来の層厚は不明である。

　金田西遺跡は，つくば市の北東部に位置し，桜川の低地を望む標高 24 ～ 26 ｍの右岸台地上に立地している。

古くから河内郡衙関連施設の推定地とされてきた場所であり，平成 12・13 年度に確認調査が行われ，本調査

区の南側で郡庁院・館・居宅等に想定し得る建物群が確認されている。

　今回の調査地区は，確認調査をした場所の北部にあたる。平成 28 年度の調査面積は，30,308 ㎡である。調

査前の現況は，畑地と山林である。

　調査の結果，竪穴建物跡 54 棟（奈良時代８，平安時代 46），掘立柱建物跡３棟（平安時代），陥し穴１基

（縄文時代），大型円形土坑 1 基（平安時代），土坑 187 基 (縄文時代２， 平安時代 14，江戸時代１，時期不明

170），柱穴列２条（時期不明），方形区画溝跡１条（中世），溝跡 12 条（平安時代４，中世３，江戸時代４，

時期不明１），ピット群５か所 (時期不明） を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20 ㎝）に 53 箱出土している。主な遺物は，土師器（坏・高台付坏・

椀・高台付椀・蓋・皿・高台付皿・鉢・甕・小型甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・高台付椀・蓋・皿・高台付皿・

盤・高盤・鉢・長頸瓶・甕・甑），縄文土器（深鉢），灰釉陶器（碗・皿・長頸瓶），土師質土器（小皿），陶器

（小皿・猪口・擂鉢），磁器（小杯・皿），土製品（紡錘車・羽口），石器（石核・剝片・石鏃・打製石斧・凹石・

紡錘車・砥石），石製品（蛇尾），金属製品 (巡方 ･ 丸鞆 ･ 責金具・足金物・兵庫鎖・環状鉄製品 ･ 刀子・鉄鏃・

鎌・手鎌・斧 ･ 鍬先 ･ 紡錘車・鑿・けがき針・鍵・釘・煙管雁首），銭貨（神功開寳・寛永通寳），鍛冶関連遺

物（椀形滓），瓦（丸瓦）などである。

第３章 調 査 の 成 果

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

－ 12 －
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　遺構は，主に第２層上面で確認した。

第３図　基本土層図

－ 13 －



C
25.6m

C′

C

C′

D
25.6m

D′

D

D′

A
25
.6
m

A
′

A

A′

B
25
.6
m

B
′

B

B′

２１ ３

D５j3
  S1m
E2m

B
25.0m

B′

４

３

２１

A
25.0m

A′

B B′

A

Ｂ６j1
  S3m
  E2m

A′

　⑴　陥し穴

１　縄文時代の遺構と遺物

　第１号陥し穴（第４図　PL21）

位置　調査区南東部の D５j3 区，標高 26m ほ

どの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 1.45 ｍ，短径 0.83 ｍの楕円

形で，長径方向は N － 37°－ W である。深さ

85 ㎝で，壁は外傾している。底面は，U 字状

で中央部に深さ 24 ～ 30 ㎝の逆茂木痕のピット

２か所を確認した。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積して

いることから，自然堆積である。

所見　時期は，規模や形状から縄文時代と考え

られる。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

　⑵　土　坑

　第 286 号土坑（第５図）

位置　調査区北東部の B６j1 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 1.42 ｍ，短径 1.04 ｍの楕円形で，長径方向は N － 35°－ W である。深さ 57 ㎝で，壁は外傾

している。底面の南西壁部と南東壁部に深さ 20・45 ㎝のピット２か所を確認したが，性格は不明である。

　当時代の遺構は，陥し穴１基，土坑２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

０ （1:60） １m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:60） １m

第４図　第１号陥し穴実測図

第５図　第 286 号土坑・出土遺物実測図

土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒Ｄ，焼土粒Ｄ／粘Ｂ，締Ｂ
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ，締Ｂ
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中Ｃ・粒Ｂ／粘 A，締Ｂ

土層解説　　 　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 A，締 A
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ

－ 14 －



番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 凹石 9.7 8.2 4.5 489.35 砂岩 周縁部研磨　中央皿状に研磨　表・裏面に凹み痕 覆土中 PL35

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （6.4） － 長石・石英・赤色
粒子 褐灰 普通 口縁部にキザミ　縄文を地文に，斜行の荒い沈

線を施す 覆土中 ５％

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

286 B６j1 N － 35° － W 楕円形 1.42 × 1.04 57 外傾 平坦 人為 石器

288 B６h3 N － 19° － W 楕円形 0.66 × 0.52 10 外傾 平坦 自然 縄文土器

第２表　第 286 号土坑出土遺物一覧

第３表　第 288 号土坑出土遺物一覧

第４表　縄文時代土坑一覧

B
25.4m

B′

２

１

A
25.4m

A′

B

B′
A

A′
Ｂ６h3

  E1m

　第 288 号土坑（第６図　PL21）

位置　調査区北東部の B６h3 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.66 ｍ，短径 0.52 ｍの楕円形で，長径方向は N － 19°－ W である。深さ 10 ㎝で，壁は外

　竪穴建物跡

２　奈良時代の遺構と遺物

　第 393 号竪穴建物跡（第７・８図　PL ２）

位置 調査区南東部の D７f3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 35 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南部が第 35 号溝に掘り込まれ，東部が調査区域外に延びているため，東西軸は 3.20 ｍ，南北軸

は 2.56 ｍしか確認できなかった。主軸方向はＮ－３ﾟ－Ｗで，方形または長方形と推定できる。壁高は 33 ～

40 ㎝で，ほぼ直立している。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　石器１点（凹石）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代と考えられる。

傾している。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。含有物が少

なく，レンズ状に堆積していることか

ら，自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）

が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代

後期中葉と考えられる。

　当時代の遺構は，竪穴建物跡８棟を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。　　

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第６図　第 288 号土坑・出土遺物実測図

土層解説　　 　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ

－ 15 －
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第７図　第 393 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　 　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 D，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B

ピット土層解説　　 　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 B ／粘 B，締 B
７　５YR4/6　 赤褐　　ローム小 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
11　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
12　10YR5/1　 褐灰　　ローム小 C，炭化粒 D，粘土粒Ｂ／粘 B，締 A
13　10YR6/1　 褐灰　　ローム小 C，炭化粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 A
14　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
15　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
16　10YR6/1　 褐灰　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
17　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土小 C・粒 B ／粘 C，締 B
18　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

－ 16 －



０ （1:3） 10㎝

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 104 ㎝で，燃焼部幅は 52 ㎝である。両袖部は地山

の上に粘土ブロック・粘土粒子やロームブロックを含む第 12 ～ 16 層を積み上げて構築されている。火床部は

楕円形に地山を５㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやロームブロックを含む第 17・18 層を埋土し整地されて

いる。火床面は第 17 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 34 ㎝ほど掘り込まれ，火床

面から外傾して立ち上がっている。

ピット １か所。P １は深さ 10 ㎝で，性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。第３層は焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック等が含まれていることから，竈の覆

土が流れた層である。その他の層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 75 点（坏 18，甕類 57），須恵器片 45 点（坏 15，高台付坏１，蓋４，高盤６，鉢２，

甕類 17）が主に東部の覆土上層から出土している。１は竈右袖寄りの床面から斜位の状態で出土している。

３は竈左袖付近，４は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。これらの遺物は埋没過程で廃棄されたも

のと考えられる。竈の火床面では２を正位に据え，５を逆位に伏せ，その上に須恵器の蓋片を重ね，支脚とし

て利用している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

第８図　第 393 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第５表　第 393 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 394 号竪穴建物跡（第９・10 図　PL ２）

位置 調査区南東部の E７a1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 403 号竪穴建物，第 35・37 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第 35 号溝，南部が第 403 号竪穴建物に掘り込まれているため，南北軸は 3.55 ｍ，東西軸

は 3.22 ｍしか確認できなかった。主軸方向はＮ－５ﾟ－Ｗで，方形または長方形と推定できる。壁高は 30 ～

48 ㎝で，ほぼ直立している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.8 4.6 8.2 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 床面 80％　PL22

新治窯
２ 須恵器 高盤 － （9.8） 15.9 長石・石英・雲母 褐灰 普通 ロクロナデ　透かし孔３孔 竈火床部支脚 40％　PL22

新治窯
３ 須恵器 鉢 ［36.0］ 19.5 ［21.0］長石・石英・雲母 灰白 普通 体部外面横位の平行叩き　下半ヘラ削り　内面

ヘラナデ　当て具痕 覆土下層 20％　PL22
新治窯

４ 須恵器 鉢 － （3.6） 9.2 長石・石英・雲母 褐灰 普通 外面下半縦位のヘラ削り後ロクロナデ　底部ヘ
ラ削り 覆土下層 10％

新治窯
５ 土師器 甕 － （10.0） 7.2 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕 竈火床部支脚 10％　PL22

０ （1:60） ２m

第９図　第 394 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　 　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　 　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B   

－ 18 －
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床　平坦で，中央部から南壁にかけて踏み固められている。壁溝はほぼ全周している。

竈　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 110 ㎝で，燃焼部幅は 45 ㎝である。両袖部は地山

の上に粘土ブロック・粘土粒子やロームブロックを含む第 12 ～ 14 層を積み上げて構築されている。火床部は

楕円形に地山を７㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやローム粒子を含む第 10・11 層を埋土し整地されている。

火床面は第 10 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 15 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から

緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 33 ～ 50 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 22 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックや焼土粒子が含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 88 点（坏 16，甕類 72），須恵器片 36 点（坏 19，蓋３，盤１，甕類 13），が主に南部

の覆土中層から上層にかけて出土している。P １付近の床面からは，２，４，３の順に，その東側から１，５の

順にそれぞれ逆位に重ねられた状態で出土している。６は覆土下層から出土している。ほぼ完形の遺物が出土

していることから遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 10 図　第 394 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　　 　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化材 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 D，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR6/2　 灰黄褐　ローム粒 C，炭化物 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C，焼土小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
６　５YR4/6　 赤褐　　ローム粒 C，焼土中 B，炭化物 B，粘土粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR4/4　 褐　　　ローム中 C，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B

８　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
10　５YR3/4　 暗赤褐　焼土大 A ／粘 C，締 A
11　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 A・粒 A ／粘 B，締 B
12　５Y4/3　　暗オリーブ　ローム中 C・粒 C，粘土小 B ／粘 B，締 B
13　５Y4/3　　暗オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 B
14　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土大 A，粘土粒 C ／粘 C，締 A

－ 19 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.4 3.6 － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　口縁部内面黒色処理　
体部外面ヘラ削り　 床面 100％　PL22

２ 土師器 坏 13.8 4.3 － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　 床面 90％　PL22

３ 土師器 坏 14.1 5.0 － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　 床面 100％　PL22

４ 須恵器 坏 12.8 3.8 7.4 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り 床面 100％　PL22
新治窯

５ 須恵器 坏 13.6 4.0 8.9 長石・石英・雲母 黒褐 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り 床面 95％　PL22
新治窯

６ 須恵器 蓋 － （2.2） － 長石・石英・細礫・
黒色湧出物 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 50％

堀之内窯カ

第６表　第 394 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 400 号竪穴建物跡（第 11・12 図　PL ２）

位置 調査区南東部の E６a4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 11 図　第 400 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
２　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 A・粒 B ／粘 C，締 A
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 B・粒 B ／粘 A，締 A
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B，粘土小Ｂ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 A

－ 20 －



０ （1:3） 10㎝

重複関係　第 402 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.91 ｍ，短軸 3.82 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ﾟ－ W である。壁高は 27 ～ 32 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。第 402 号竪穴建物に上面を掘り込まれているが，規模は焚口部から煙道部

まで 70 ㎝で，燃焼部幅は 65 ㎝である。左袖部は地山の上にロームブロックや粘土ブロックを含む第４・５層

を積み上げて構築されている。右袖部は残存していない。火床部は楕円形に地山を６㎝ほど掘りくぼめ，焼土

ブロックやロームブロックを含む第１～３層を埋土し整地されている。火床面は第１層上面で，火熱を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に７㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 30 ～ 50 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 15 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックを含んでいることや不規則な堆積状況から，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 87 点（坏６，鉢１，甕類 78，甑２），須恵器片 14 点（坏７，蓋１，鉢１，甕類４，甑１）

第 12 図　第 400 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 21 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.8］ 3.6 － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内

面ナデ 覆土上層 40％

２ 須恵器 鉢 ［35.8］（9.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 黄灰 普通 体部外面横位の平行叩き　内面当て具痕　ヘラ

ナデ 覆土上層 ５％
新治窯

３ 土師器 甕 24.0 （31.0） － 長石・石英・赤色
粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面上半ヘラナデ

下半ヘラ磨き　内面ヘラナデ
床面～

覆土上層 70％　PL23

第７表　第 400 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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が主に東部の覆土上層から出土している。３は南西コーナー部付近と北東コーナー部付近の床面から覆土上層

にかけて出土した破片が接合している。１は P ３付近，２は P １付近の覆土上層からそれぞれ出土している。

これらは出土状況から埋没過程で投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

位置 調査区南東部の D７e3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 397 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　北部は第 397 号竪穴建物に掘り込まれ，東部は調査区域外に延びているため，東西軸は 2.10 ｍ，

南北軸は 1.92 ｍしか確認できなかった。主軸方向はＮ－６ﾟ－Ｗで方形または長方形と推定できる。壁高は 35

～ 43 ㎝で，ほぼ直立している。

床　確認できた範囲では平坦で，壁際を除いた部分が踏み固められている。壁溝は南西コーナー部を巡ってい

る。

ピット　２か所。P １は深さ 52 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ２は深さ 24 ㎝で，配置から出

入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックやローム粒子が含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 12 点（坏１，甕類 11），須恵器片２点（蓋，甕類）が散在した状態で出土している。

１・２は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

　第 411 号竪穴建物跡（第 13・14 図　PL ２）

０ （1:60） ２m

第 13 図　第 411 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B

－ 22 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.8］（3.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面下端手持ちヘ

ラ削り　外・内面黒色処理 覆土下層 10％

２ 須恵器 蓋 ［14.8］（2.1） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ５％
新治窯

第８表　第 411 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 415 号竪穴建物跡（第 15 ～ 17 図　PL ３）

位置 調査区南東部の D５i2 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.50 ｍ，短軸 3.36 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 22 ﾟ－ E である。壁高は 25 ～ 28 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部が踏み固められている。壁溝は，北壁と南西コーナー部を除いて巡っている。

０ （1:60） ２m

第 14 図　第 411 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 15 図　第 415 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土中 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B，炭化物 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

－ 23 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 12.5 4.2 7.7 長石・石英・黒色
湧出物 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　
床面

覆土中層
80％　PL23
新治窯
墨書「珎」

２ 須恵器 坏 ［12.9］ 4.3 6.4 長石・石英・雲母 黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後一
方向のヘラ削り　酸化焔焼成

竈覆土下層
覆土下層

70％　PL22
新治窯

３ 須恵器 坏 ［12.7］ 3.7 7.2 長石・石英・黒色
湧出物 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後

一方向の手持ちヘラ削り 覆土中層 50％　PL22
新治窯

４ 須恵器 坏 ［14.0］ 4.0 8.2 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 覆土下層 50％　PL22

新治窯

５ 須恵器 坏 － （0.7） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 底部一方向の手持ちヘラ削り　 竈覆土中
10％　PL23
新治窯
墨書「大」

６ 須恵器 高台付坏 14.0 6.0 9.0 長石・石英・赤色
粒子 灰 普通 ロクロナデ　摩滅顕著 覆土中層 80％　PL22

新治窯
７ 須恵器 盤 14.7 3.3 ［8.6］ 長石・石英・黒色

湧出物 灰黄 普通 ロクロナデ 竈覆土中層
床面

90％　PL22
新治窯

８ 須恵器 盤 21.0 3.8 11.6 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロナデ　酸化焔焼成 床面 80％　PL22
新治窯

９ 須恵器 甕 ［24.3］（11.9） － 長石・石英 褐灰 普通 体部横位の平行叩き　内面ヘラナデ 覆土中 10％
新治窯

10 土師器 甑 － （19.3） 11.4 長石・石英 橙 普通 体部ヘラナデ　下端ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 50％　PL23

第９表　第 415 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 99 ㎝で，燃焼部幅は 53 ㎝である。両袖部は

地山の上に粘土ブロック・ロームブロックを含む第 13 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地

山を６㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやロームブロックを含む第 14・15 層を埋土し整地されている。火床

面は第 15 層上面で，火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外に 64 ㎝ほど掘り込まれ，奥壁でほぼ直立して

いる。

ピット　５か所。P １は深さ 24 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２～ P ５は深さ 13

～ 29 ㎝で，性格は不明である。

覆土　８層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 107 点（坏４，甕類 102，甑１），須恵器片 66 点（坏 35，高台付坏５，蓋２，盤２，

高盤１，甕類 21），軽石１点が主に東部の覆土下層から上層にかけて出土している。１・８は北壁東側付近の

床面と覆土中層，10 は南壁から南東壁付近の床面からそれぞれ出土した破片が接合している。４は中央部東

側の覆土下層から出土している。３は竈右袖前方部から逆位の状態で，６は竈左袖前方部の覆土中層から出土

している。２は竈覆土下層と北壁東側覆土下層から出土した破片が接合している。７は竈覆土中層と竈前方部

床面から出土した破片が接合している。５は竈覆土中，９は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 16 図　第 415 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/2　灰褐　　ローム小 D・粒 C，炭化物 D ／粘 C，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 C，締 B
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化物 D ／粘 C，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 B，焼土小 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B

９　7.5YR4/3　褐　　　粘土粒 B ／粘 A，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
12　５YR3/1　 黒褐　　ローム粒 D，炭化物 D ／粘 C，締 B
13　10YR5/6　 黄褐　　ローム小 C，焼土粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 A
14　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 B・粒 C ／粘 B，締 A
15　５YR3/4　 暗赤褐　焼土中 B・粒 B ／粘 C，締 A

－ 24 －



０ （1:3） 10㎝

第 17 図　第 415 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 25 －
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　第 421 号竪穴建物跡（第 18・19 図　PL ３）

位置 調査区南東部の D７h4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 407 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　北東コーナー部は調査区域外に延びているが，長軸 3.79 ｍ，短軸 3.17 ｍの長方形で，主軸方向

はＮ－３ﾟ－ E である。壁高は 34 ～ 40 ㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を 18 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロ

ックを含んだ第 10 層を埋土して構築されている。壁溝は全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 102 ㎝で，燃焼部幅は 55 ㎝である。左袖部

は地山の上に，右袖部は地山を削り出して基部とし，その上にそれぞれ粘土ブロックを含む第 12 層を積み上

げて構築されている。火床部は楕円形に７㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 13 層を埋土し整地され

ている。火床面は第 13 層上面で，火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外に 39 ㎝ほど掘り込まれ，火床面

から外傾して立ち上がっている。

０ （1:60） ２m

第 18 図　第 421 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 D・小 C・粒 C ／粘 B，締 A
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 B ／粘 A，締 B
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 C
７　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，粘土粒 C ／粘 A，締 B
８　7.5YR3/1　黒褐　　粘土粒 C ／粘 A，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 B，黒色土小Ｂ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

－ 26 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.0 3.6 7.7 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち
ヘラ削り　酸化焔焼成 P １覆土上層

100％　PL23
新治窯
墨書「上」

２ 須恵器 蓋 ［15.0］ 3.5 － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 天井部回転ヘラ削り 竈覆土中層 70％　PL23
新治窯

第 10 表　第 421 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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０ （1:3） 10㎝

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ 11 ～ 28 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 38 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 30 ㎝で，補助柱穴と考えられる。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 138 点（坏４，甕類 134），須恵器片 49 点（坏 13，蓋７，盤３，鉢１，長頸瓶２，甕

類 23），金属製品１点（刀子）が主に北部の覆土中層から上層にかけて出土している。１は P １覆土上層から

正位の状態で，４は竈左袖前方部の床面から正位の状態で，５は P ５付近の床面，７は中央部東側の覆土中

層からそれぞれ出土している。３は竈火床面と東壁付近の覆土中層から出土した破片が接合している。２は竈

覆土中層，６は竈覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 19 図　第 421 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
５　５YR3/2　 暗赤褐　ローム小 D，焼土粒 B ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
12　7.5Y4/1　 灰　　　粘土小 A ／粘 B，締 A
13　５YR3/2　 暗赤褐　焼土小 C・粒 C ／粘 C，締 B

－ 27 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 須恵器 蓋 － （2.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 竈火床面

覆土中層
60％　PL23
新治窯

４ 須恵器 盤 15.3 3.4 9.8 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 床面 90％　PL23
新治窯

５ 須恵器 盤 ［19.1］ 3.8 ［12.0］長石・石英・雲母・
赤色粒子 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り 床面 20％

新治窯
６ 土師器 甕 ［21.8］（7.7） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ

ナデ 竈覆土中 10％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 刀子 （4.4） （1.3） 0.2 （4.55） 鉄 両端部欠損　刃部断面三角形　両関 覆土中層
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　第 422 号竪穴建物跡（第 20・21 図　PL ３・４）

位置 調査区南東部の D６f0 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 35 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.12 ｍ，短軸 4.02 ｍの方形で，主軸方向はＮ－３ﾟ－ E である。壁高は 18 ～ 28 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

０ （1:60） ２m

第 20 図　第 422 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 A
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 C，黒色土小 C

　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 C，黒色土小 B ／粘 B，締 A
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 D・粒 D ／粘 B，締 B
７　7.5YR4/4　褐　　　ローム大 C・小 C・粒 B，黒色土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 A
９　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B
10　10YR4/4　 褐　　　ローム大 A ／粘 A，締 A
11　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 A ／粘 A，締 C
12　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
13　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中 C・小 B，焼土小 D，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 28 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 蓋 ［15.0］（2.3） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 10％　
新治窯

２ 須恵器 蓋 ［15.8］（2.8） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り 床面 10％　
新治窯

３ 須恵器 甕 － （9.6） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 外面同心円叩き　下半一部磨き　内面当て具痕 床面 10％　
新治窯

第 11 表　第 422 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を 13 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロ

ックや焼土ブロックを含んだ第 13 層を埋土して構築されている。壁溝は全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100 ㎝で，燃焼部幅は 50 ㎝である。両袖部

は地山の上に粘土ブロックを含む第７層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に６㎝ほど掘りくぼ

め，焼土粒子やローム粒子を含む第８層を埋土し整地されている。火床面は第８層上面で，火熱を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に 49 ㎝ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 38 ～ 67 ㎝で，規模と配置から主柱穴である。P ５は深さ 50 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 67 点（坏６，甕類 61），須恵器片 18 点（坏７，蓋３，甕類８）が主に東部の覆土上

層から出土している。２は東壁付近，３は南壁際の床面からそれぞれ出土している。１は中央部の覆土下層か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 21 図　第 422 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B

５　５YR5/3　 にぶい赤褐　ローム小 D・粒 B，粘土粒Ｄ／粘 B，締 B
６　５YR3/2　 暗赤褐　ローム粒 A ／粘 B，締 A
７　５Y4/3　 暗オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 A
８　５YR5/4　 にぶい赤褐　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 C，締 B
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　第 423 号竪穴建物跡（第 22・23 図　PL ４）

位置 調査区南東部の D６j8 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.64m，短軸 3.58 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 13 ﾟ－ E である。壁高は 12 ～ 20 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を６～ 18 ㎝ほど掘り下げ，ローム

ブロックを含んだ第７層を埋土して構築されている。壁溝は南西コーナー部の一部を除いて巡っている。

竈 北壁東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 101 ㎝で，燃焼部幅は 64 ㎝である。左袖部

は階段状に，右袖部は台形状に地山を削り基部とし，その上に粘土粒子を含む第 11 層を積み上げて構築され

ている。火床部は楕円形に地山を９㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 12 層を埋土し整地されている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 22 図　第 423 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　粘土粒 C ／粘 B，締 B

７　10YR4/3　 にぶい黄褐　粘土粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
11　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土粒 A ／粘 B，締 A
12　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D・粒 D，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 D
４　10YR3/3　 暗褐　　焼土粒 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 A
５　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B ／粘 A，締 C
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　10YR4/4　 褐　　　ローム中 C・小 C・粒 D ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.0］ 4.4 ［6.0］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 床面 10％　

新治窯
２ 須恵器 蓋 ［14.4］（2.0） － 長石・石英・黒色

湧出物 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 竈覆土中 10％　
堀之内窯カ

３ 須恵器 高盤 － （12.7）［11.8］長石・石英・雲母・
黒色湧出物 灰 普通 ロクロナデ 竈覆土下層 50％　PL23

新治窯
４ 須恵器 甕 ［20.0］（8.0） － 長石・石英 にぶい褐 普通 体部横位の平行叩き　内面ヘラナデ　被熱 床面 ５％　

新治窯

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

393 D７f3 Ｎ－３°－ W［方形・長方形］（3.20）×（2.56）33 ～ 40 平坦 － － － １ 北壁 － 自然 土師器，須恵器 ８世紀後葉 本跡→ SD35

394 E７a1 Ｎ－５°－ W［方形・長方形］（3.55）×（3.22）30 ～ 48 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡→ SI403，

SD35・37
400 E６a4 Ｎ－２°－ W 方 形 3.91 × 3.82 27 ～ 32 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡→ SI402

411 D７e3 Ｎ－６°－ W［方形・長方形］（2.10）×（1.92）35 ～ 43 平坦（全周） １ １ － － － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡→ SI397

415 D５i2 Ｎ－ 22°－Ｅ 方 形 3.50 × 3.36 25 ～ 28 平坦 ほぼ
全周 － １ ４ 北壁 － 自然 土師器，須恵器 ８世紀後葉

421 D７h4 Ｎ－３°－Ｅ 長 方 形 3.79 × 3.17 34 ～ 40 平坦 全周 ４ １ １ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金
属製品 ８世紀後葉 本跡→ SI407

422 D６f0 Ｎ－３°－Ｅ 方 形 4.12 × 4.02 18 ～ 28 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡→ SD35

423 D６j8 Ｎ－ 13°－Ｅ 方 形 3.64 × 3.58 12 ～ 20 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 自然 土師器，須恵器 ８世紀後葉

第 12 表　第 423 号竪穴建物跡出土遺物一覧

第 13 表　奈良時代竪穴建物跡一覧

０ （1:3） 10㎝

火床面は第 12 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 38 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から

外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 18 ～ 21 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 28 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分層できる。第４層は竈の粘土等が流れ出したもので，その後第３層から第１層が自然堆積して

いる。

遺物出土状況　土師器片 122 点（坏３，蓋１，甕類 118），須恵器片 56 点（坏 22，蓋９，高盤５，甕類 19，甑１）

が主に北部の覆土中から出土している。１は竈前方部，４は竈右袖東側の床面から，３は竈覆土下層，２は竈

覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

第 23 図　第 423 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 31 －
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　第 395 号竪穴建物跡（第 24 ～ 26 図　PL ４・５）

位置 調査区南東部の D６j7 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 419 号竪穴建物跡を掘り込み，第 37 号溝に掘り込まれている。

３　平安時代の遺構と遺物

　⑴　竪穴建物跡

　当時代の遺構は，竪穴建物跡 46 棟，掘立柱建物跡３棟，大型円形土坑１基，土坑 14 基，溝跡４条を確認

した。以下，遺構及び遺物について記述する。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 24 図　第 395 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 D，粘土粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B，焼土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化材 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土中 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 B・小 B，焼土中 D，粘土中 D ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　焼土小 C，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
９　５Y4/2　 灰オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 A
10　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 B

－ 32 －



０ （1:3） 10㎝

規模と形状　長軸 3.65 ｍ，短軸 3.48 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 14 ﾟ－ E である。壁高は 22 ～ 30 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。床は地山を５～ 10 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロック・焼土ブロ

ックや粘土ブロックを含んだ第 12 層を埋土して構築されている。壁溝は南西コーナー部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 101 ㎝で，燃焼部幅は 61 ㎝である。両袖部

は地山をわずかに削り基部とし，その上に粘土ブロックを含む第９層を積み上げて構築されている。火床部は

楕円形に地山を 12 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 10 層を埋土し整地されている。火床面は第 10

層上面で，中央部が火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外に 52 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 19 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 10 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　11 層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックや炭化物等がほぼ全層に含まれることから，人為

堆積である。焼失後埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況　土師器片 204 点（坏 43，高台付坏４，高坏１，甕類 156），須恵器片 106 点（坏 27，高台付坏１，

高台付皿１，鉢１，甕類 75，甑１），灰釉陶器片１点（皿），金属製品２点（鉄鏃），瓦片１点が主に東部の覆

土中層から上層にかけて出土している。１は竈左袖前方部から正位の状態で，８は南壁際の床面から出土して

いる。３・４は東壁際から斜位の状態で，７・９は南壁際の覆土下層，２は竈右袖前方部の覆土中層からそれ

ぞれ出土している。５は竈内の覆土下層から出土している。６は覆土中から出土している。１は遺棄，３・４・

７は埋没過程で投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。覆土に焼土ブロックや炭化材等を含むことから，焼失

家屋と考えられる。

第 25 図　第 395 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 14.5 4.8 7.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部手持ちヘラ削り

後ナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理　　 床面 95％　PL24

２ 土師器 坏 13.6 4.0 7.0 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理　　 覆土中層 80％　PL24

３ 土師器 坏 15.8 4.6 7.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理　　 覆土下層 70％　PL24

４ 須恵器 坏 13.2 4.4 6.0 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ切り後一方
向の手持ちヘラ削り 覆土下層 80％　PL24

新治窯
５ 土師器 高台付坏［13.1］ 5.2 7.2 長石・石英・雲母 にぶい黄 普通 体部下端回転ヘラ削り後高台貼付　内面ヘラ磨

き　黒色処理 竈覆土下層 50％　PL24

６ 灰釉陶器 皿 ［15.0］（1.8） － 長石 灰白 良好 内面施釉 覆土中 10％　PL32

７ 須恵器 高台付皿 13.8 2.9 6.6 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端に爪形状の刻み，高台貼付時の痕跡カ 覆土下層 70％　PL24
新治窯

８ 須恵器 鉢 ［27.2］（8.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ　当て

具痕 床面 ５％
新治窯

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 鉄鏃 （12.9） 2.9 0.4 （12.80） 鉄 有茎鏃　鏃身部三角形　 覆土下層 PL34

第 14 表　第 395 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

　第 396 号竪穴建物跡（第 27・28 図　PL ５）

位置 調査区南東部の D６e7 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.45 ｍ，短軸 3.21 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 96 ﾟ－ W である。壁高は 11 ㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦で，コーナー部を除いて踏み固められている。壁溝は全周している。

竈　３か所。竈１は西壁ほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 97 ㎝で，燃焼部幅は 55 ㎝

である。両袖部は地山の上に粘土ブロックの層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を 10 ㎝ほ

ど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 11 層を埋土し整地されている。火床面は第 11 層上面で，一部が火熱を受

けて赤変している。煙道部は壁外に 30 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

竈２は北壁ほぼ中央部に付設されている。火床部の一部と煙道部のみが確認できた。火床部は地山を 11 ㎝

ほど掘りくぼめ，ロームブロックや焼土粒子を含む第６・７層を埋土し整地されている。煙道部は壁外に 35 ㎝

ほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

竈３は東壁ほぼ中央部に付設されている。火床部の一部と煙道部のみが確認できた。火床部は地山を15 ㎝ほど

掘りくぼめ，ロームブロックを含む第６層を埋土し整地されている。煙道部は壁外に 25 ㎝ほど掘り込まれ，緩やか

に立ち上がっている。竈２・３の火床部に壁溝が巡っていることから，竈２・３から竈１に作り替えられたものと考え

られる。竈２と竈３の新旧関係は不明である。

第 26 図　第 395 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR4/6　 褐　　　ローム中 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム小 B ／粘 B，締 B

竈１土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
３　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物 C ／粘 B，締 A
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　５YR4/6　 赤褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B

７　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
９　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
11　５YR3/3　 暗赤褐　焼土小 C・粒 C ／粘 C，締 B

竈２土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

５　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 C，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

竈３土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 B，炭化物 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B

４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 12.9 4.4 6.2 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ナデ　圧痕あり
被熱カ　内底面に煤付着 床面 100％　PL24

新治窯
２ 須恵器 坏 13.2 4.7 7.0 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 床面 90％　PL24
新治窯

３ 須恵器 坏 ［13.0］ 4.5 5.5 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 覆土下層 40％

新治窯
４ 土師器 鉢 22.7 11.3 ［9.5］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面上半ヘラナデ

下半ヘラ削り　内面ヘラナデ
竈２覆土下層

覆土下層 80％　PL24

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 砥石 8.0 3.3 4.3 103.40 凝灰岩 砥面４面　右側面に刃物痕あり 覆土中 PL35

第 15 表　第 396 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

ピット　４か所。P １は深さ 24 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２は竈２使用時の

出入口施設に伴うピットの可能性がある。P ３・P ４は深さ 17・10 ㎝で，性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックや焼土粒子が含まれることから人為堆積である。第５層は竈からの

流入土である。

遺物出土状況　土師器片 37 点（坏１，鉢１，甕類 35），須恵器片 34 点（坏７，蓋１，高盤１，甕類 25），土

製品１点（支脚），石器１点（砥石）が散在した状態で全域から出土している。１は南西コーナー部と竈１左

袖前方部の床面から出土した破片が接合している。２は P ２付近の床面から出土している。３は P １付近の

覆土下層から出土している。４は竈２覆土下層と竈２前方部の覆土下層から出土した破片が接合しており，竈

２内から出土していることから，投棄されたものと考えられる。５は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

第 28 図　第 396 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 397 号竪穴建物跡（第 29・30 図　PL ５・６）

位置 調査区南東部の D７d3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 411 号竪穴建物跡を掘り込み，第 130 号土坑，第 40 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東部が調査区域外に延びており，南北軸は 3.23 ｍで，東西軸は 3.10 ｍしか確認できなかった。

主軸方向はＮ－８ﾟ－ W で，方形または長方形と推定できる。壁高は 33 ～ 40 ㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦で，コーナー部を除いて踏み固められている。壁溝は南壁際から西壁際にかけて巡っている。

竈　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 132 ㎝で，燃焼部幅は 60 ㎝である。両袖部は地山

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 29 図　第 397 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 C・物 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム大 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/6　 褐　　　ローム小 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土中 D，炭化物 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR4/4　 褐　　　ローム小 D，焼土粒 D，炭化物 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，焼土中 C，炭化物 B，粘土小 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
12　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 D，粘土小 C ／粘 B，締 B

13　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
14　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土中 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
15　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
16　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
17　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
18　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B，焼土粒 C ／粘 B，締 B
19　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
20　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
21　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
22　10YR4/1　 褐灰　　粘土小 A ／粘 B，締 A
23　10YR4/2　 灰黄褐　粘土小 A ／粘 A，締 A
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０ （1:3） 10㎝

の上にロームブロックや粘土ブロックを含む第 21・22 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地

山をわずかに掘りくぼめて使用されている。火床面は火熱を受けて，赤変硬化している。煙道部は天井部が一

部残存しており，壁外に 81 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　３か所。P １・P ２は深さ 15・22 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ３は深さ 11 ㎝で，配置か

ら出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックが多く含まれる第２～７層が埋め戻された後，第１層が自然堆積し

ている。

遺物出土状況　土師器片 85 点（坏６，小型甕１，甕類 77，甑１），須恵器片 26 点（坏 11，高台付坏４，蓋３，

盤２，鉢１，甕類５），石器１点（軽石），金属製品１点（釘）が主に南部の覆土中から出土している。４は竈

右袖付近の床面から正位の状態で出土している。２・６は中央部東側の覆土下層からそれぞれ出土している。

７は中央部東側の覆土下層と南部の覆土上層から出土した土器片が接合している。１・３・５は中央部の覆土

上層から出土しており，出土状況から埋没過程で投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

第 30 図　第 397 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 12.8 3.9 7.6 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 覆土上層

90％　PL24
新治窯
墨書「福」

２ 須恵器 坏 13.4 4.1 8.0 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り　 覆土下層 90％　PL24

新治窯
３ 須恵器 坏 ［13.8］ 4.3 ［8.0］ 長石・石英 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 覆土上層 50％
新治窯

４ 須恵器 高台付坏 13.9 5.9 9.4 長石・細礫・黒色
湧出物 褐灰 普通 ロクロナデ 床面 95％　PL24

新治窯
５ 須恵器 高台付坏 13.4 5.0 9.4 長石・石英・雲母 黄灰 普通 ロクロナデ 覆土上層 80％　PL24

新治窯
６ 須恵器 盤 13.8 3.2 9.2 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　内面に煤付着　酸化焔焼成 覆土下層 70％　PL24

新治窯
７ 須恵器 鉢 25.1 11.8 14.4 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部上半縦位の平行叩き　下半ヘラ削り　内面

当て具痕　下半ヘラナデ　酸化焔焼成
覆土下層
覆土上層

90％　PL24
新治窯

第 16 表　第 397 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 398 号竪穴建物跡（第 31・32 図　PL ６）

位置 調査区南東部の D６d2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 399 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西部が撹乱を受けているため，南北軸は 2.23 ｍで，東西軸は 1.76 ｍしか確認できなかった。主

軸方向はＮ－ 26 ﾟ－ E で，方形または長方形と推定できる。壁高は５～ 12 ㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から P ２にかけて踏み固められている。

竈　北壁に付設されている。撹乱を受けているため，確認できた規模は焚口部から煙道部まで 50 ㎝で，燃焼

部幅は 56 ㎝ほどである。左袖部は撹乱，右袖部は上部削平により残存していない。火床部は楕円形に地山を

わずかに掘りくぼめ使用されている。火床面はわずかに赤変している。煙道部は壁外に 40 ㎝ほど掘り込まれ，

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 31 図　第 398 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D・小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 C

ピット土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C・粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B

５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B

－ 39 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 高台付椀 － （3.5） 6.2 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後高
台貼付 覆土上層 30％

新治窯
２ 須恵器 鉢 ［37.0］（26.5） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面擬格子目叩き　下位ヘラ削り　内面当

て具痕　酸化焔焼成 覆土上層 20％
新治窯

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 環状
鉄製品 9.0 8.4 0.7 63.13 鉄 馬具カ　１か所が途切れる　端部の形状は角錐状 竈覆土中 轡カ　PL33

第 17 表　第 398 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　２か所。P １は深さ 20 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ２は深さ８㎝で，配置から出入口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含まれている第３・４層が埋め戻された後，第１・２層が自然堆

積している。

遺物出土状況　土師器片 21 点（坏５，甕類 16），須恵器片 43 点（坏 15，高台付椀１，蓋３，鉢１，甕類

23），金属製品１点（環状鉄製品），瓦片１点（平瓦）が全域から散在して出土している。１は南壁付近，２は

竈付近と P ２付近の覆土上層から出土した破片が接合している。３は竈覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第 32 図　第 398 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 40 －
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　第 399 号竪穴建物跡（第 33・34 図　PL ６）

位置 調査区南東部の D６d3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 398 号竪穴建物，第 126 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.21 ｍ，短軸 3.81 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 36 ﾟ－ E である。壁高は８～ 21 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。西壁部から南東コーナー部にかけて撹乱を受けている。

床　平坦で，竈付近から南壁にかけて踏み固められている。

竈　北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで102㎝で，燃焼部幅は52㎝である。

両袖部は地山の側面に粘土ブロックを含む第７層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を 18 ㎝

ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含んだ第８層を埋土し整地されている。火床面は第８層上面の一部で，火熱

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 80 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　３か所。P １～ P ３は深さ 25 ～ 42 ㎝で，規模や配置から主柱穴と考えられる。

覆土　２層に分層できる。薄く堆積しているが，ロームブロックや焼土ブロックが含まれていることから，人

為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 131 点（坏 32，高台付坏１，皿１，高台付皿５，甕類 91，甑１），須恵器片 44 点（坏

13，高台付坏１，高台付皿１，甕類 28，甑１），瓦片１点が主に北東部の覆土中から出土している。２・３は

北東コーナー部，５は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。１・４は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

第 33 図　第 399 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 C
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C

－ 41 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［14.0］ 4.6 ［7.0］ 長石・石英 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち
ヘラ削り　酸化焔焼成 覆土中 40％

新治窯
２ 土師器 高台付皿 13.2 2.9 7.0 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土下層 90％　PL25

３ 土師器 高台付皿［14.4］ 3.4 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 普通 ロクロナデ 覆土下層 90％　PL25

４ 土師器 高台付皿［15.0］ 2.8 6.7 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 50％

５ 土師器 高台付皿［13.8］ 2.7 ［7.8］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ロクロナデ 覆土下層 40％　PL25

第 18 表　第 399 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 401 号竪穴建物跡（第 35 ～ 37 図　PL ６・７）

位置 調査区南東部の C６j9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 127 ～ 129・131 号土坑，第 41 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.48 ｍ，短軸 3.47 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 14 ﾟ－ W である。壁高は 30 ～ 48 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から南壁にかけての中央部が踏み固められている。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 94 ㎝で，燃焼部幅は 45 ㎝である。両袖部は

地山を削り出して基部とし，その上に粘土ブロックを含む第 12 層を積み上げて構築されている。火床部は楕

円形に地山を９㎝ほど掘りくぼめ，ローム粒子を含む第 13 層を埋土し整地されている。火床面は赤変してい

ない。煙道部は壁外に 56 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　４か所。P １は深さ 15 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２～ P ４は深さ 12

～ 36 ㎝で，性格は不明である。

０ （1:30） １m

第 34 図　第 399 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B

５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
７　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 B，締 A
８　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 B

－ 42 －
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０ （1:30） １m

第 35 図　第 401 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　 
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
５　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土粒 A，炭化粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
８　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
12　7.5Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 A，締 A
13　５YR2/3　極暗赤褐　ローム粒 C ／粘 C，締 C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.6］ 4.6 7.6
長石・石英・雲母・
赤色粒子・針状
物質

橙 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　体部内面ヘラ磨
き　黒色処理 床面 70％　PL24

墨書「下」

２ 須恵器 坏 ［13.5］ 4.1 ［6.9］ 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　酸化焔焼成 床面
５％　PL26
新治窯
墨書「□前」
内底部墨書「□」

３ 須恵器 坏 13.4 4.0 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 床面 90％　PL25
新治窯

第 19 表　第 401 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

覆土　10 層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 60 点（坏 14，高台付坏１，甕類 45），須恵器片 81 点（坏 28，高台付坏３，蓋１，高盤２，

鉢１，長頸瓶１，甕類 43，甑２），灰釉陶器片 1 点（長頸瓶）が全域から散在して出土している。１・２は中

央部南側，３は北壁付近から逆位の状態で，５は竈右袖部付近の床面からそれぞれ出土している。９は竈前方

部と南部の床面から出土した破片が接合している。４は南壁際から逆位の状態で，７は中央部南側の覆土下層

からそれぞれ出土している。８は竈の火床面に逆位に伏せ，その上に土器片が重ねられた状態で支脚として使

用されていた。土器片は被熱痕があるが，８は被熱痕が認められないため，粘土等で覆われていた可能性があ

る。６は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

第 36 図　第 401 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 須恵器 坏 12.9 4.4 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　酸化焔焼成　 覆土下層 80％　PL25
新治窯

５ 須恵器 坏 ［13.7］ 4.0 6.7 長石・石英・雲母・
細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　酸化焔焼成　 床面 70％
新治窯

６ 須恵器 坏 ［12.5］ 4.1 6.8 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土中 70％

新治窯

７ 須恵器 坏 ［13.2］ 4.1 6.0 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層

60％　PL26
新治窯
墨書「□前」

８ 須恵器 鉢 19.7 （11.4） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 ロクロナデ　支脚に転用 竈火床部支脚 80％　PL26
新治窯

９ 須恵器 甑 ［35.6］ 28.6 ［16.2］長石・石英・雲母 褐灰 普通 口縁部ロクロナデ　体部外面擬格子　下半削り
内面当て具痕　ヘラナデ 床面 30％

新治窯

０ （1:3） 10㎝

　第 402 号竪穴建物跡（第 38 ～ 40 図　PL ７）

位置 調査区南東部の D６j4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 400 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.68 ｍ，短軸 3.24 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６ﾟ－ E である。壁高は 12 ～ 26 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。床は地山を 10 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロック・粘土ブロ

ックや焼土粒子を含んだ第９層を埋土して構築されている。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 92 ㎝で，燃焼部幅は 39 ㎝である。両袖部は

地山の上にそれぞれ須恵器の鉢片を逆位に据えて芯材とし，その周りに粘土ブロックを含む層を積み上げて

構築されている。火床部は楕円形に地山を 19 ㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロックや焼土ブロックを含んだ第

12・13 層を埋土し整地されている。火床面は第 12 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に 45 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。P １は深さ 15 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２～ P ５は深さ 10

～ 18 ㎝で，性格は不明である。

第 37 図　第 401 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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第 38 図　第 402 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化材 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
９　10YR4/6　 褐　　　ローム小 D，焼土粒Ｃ，粘土小 B ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ／粘Ｂ，締Ｂ
２　10YR4/6　 褐　　　ローム粒Ｂ／粘Ｂ，締Ｂ

竈土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒Ｃ，焼土粒Ｄ，炭化物Ｄ，粘土粒Ｃ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，炭化材Ｃ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒Ｃ，焼土小Ｄ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，焼土粒Ｄ，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，焼土粒Ｄ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒Ｄ，焼土小Ｄ，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
９　５YR3/2　 暗赤褐　ローム粒Ｃ，焼土小Ｃ，炭化粒Ｃ，粘土粒Ｃ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
10　10YR3/2　 黒褐　　ローム小Ｄ，焼土粒Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
11　10YR3/2　 黒褐　　焼土小Ｄ，炭化粒Ｂ／粘 B，締 B
12　５YR3/2　 暗赤褐　焼土小Ｄ・粒Ｃ／粘Ｃ，締 B
13　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘 B，締 B
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０ （1:3） 10㎝

覆土　８層に分層できる。第３～６層が壁際から自然堆積後，ロームブロックが多く含まれる第１～２層が埋

め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 142 点（坏 36，高台付坏３，皿３，高台付皿１，鉢５，甕類 93，甑１），須恵器片

102 点（坏 21，鉢 12，甕類 69），金属製品２点（刀子，鎌）が主に西部の覆土上層から出土している。10 は

正位の状態で東壁付近の床面，11 は正位の状態で東側壁溝から出土している。２は北東コーナー部付近から

逆位の状態で，５・16 は南壁付近の覆土下層からそれぞれ出土している。３は竈左袖の補強材，14 は竈右袖

の補強材，13 は破片が両袖の補強材として使用されている。14 は被熱を受けていないことから粘土で覆われ

ていたと考えられる。15 は竈火床面奥に逆位に伏せ，その上に１を逆位に重ねた状態で支脚に転用されている。

４・６～９・12 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。竈は支脚の位置から，縦に並んだ二掛けの可能性も考えられる。

第 39 図　第 402 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.9 4.2 7.3 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理　被熱 竈火床部支脚 90％　PL25

２ 土師器 坏 13.3 4.3 6.7 長石・石英・雲母 黒褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　内面黒色処理カ

覆土下層 90％　PL25

３ 土師器 坏 ［13.4］ 4.5 6.3 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　
黒色処理 竈左袖 70％

墨書「□」
４ 土師器 坏 ［12.8］ 3.8 6.4 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　
黒色処理 覆土中 25％

墨書「□」
５ 土師器 坏 － （3.3） ［7.0］ 長石・石英 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち

ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土下層 30％　PL26
墨書「珎」

６ 土師器 坏 － （3.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　 覆土中 ５％　PL26
墨書「珎」

７ 土師器 坏 － （4.1） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　 覆土中 ５％　PL26
墨書「問」

８ 土師器 坏 － （1.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　 覆土中 ５％
墨書「□」

９ 土師器 坏 － （1.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　 覆土中 ５％

墨書「□」
10 須恵器 坏 12.8 4.8 5.8 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　内面に煤付着 床面 100％　PL25

新治窯
11 土師器 皿 ［14.0］ 2.3 ［6.7］ 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理　底部ナデ 壁溝 40％　PL26
墨書「髙□子」

12 土師器 皿 ［13.0］ 2.0 ［7.0］ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理　 覆土中 ５％
墨書「□」

13 須恵器 鉢 ［33.4］［25.9］ 15.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部ロクロナデ　体部外面擬格子目叩き　下

半ヘラ削り　内面ヘラナデ　当て具痕　被熱 竈両袖 50％　PL26
新治窯

14 須恵器 鉢 ［30.7］（16.7） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 口縁部ロクロナデ　体部外面格子目叩き　内面
ヘラナデ　当て具痕　口縁部被熱 竈右袖 40％　PL26

新治窯
15 土師器 甕 － （9.1） 6.7 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　下半ヘラナデ　内面ヘラナ

デ　底部木葉痕　被熱　支脚に転用 竈火床部支脚 30％　PL25

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

16 刀子 （6.2） 1.2 0.4 （6.38） 鉄 刃部先端・茎部欠損 覆土下層

第 20 表　第 402 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

　第 403 号竪穴建物跡（第 41 図　PL ７）

位置 調査区南東部の E７a1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 394 号竪穴建物跡を掘り込み，第 35 号溝に掘り込まれている。

第 40 図　第 402 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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規模と形状　南東部が調査区域外に延び，東部が第 35 号溝に掘り込まれているため，南北軸は 2.38 ｍ，東西

軸は 2.10 ｍしか確認できなかった。主軸方向はＮ－ 16 ﾟ－ E で，方形または長方形と推定できる。壁高は 17 ㎝

で，ほぼ直立している。

０ （1:30） １m０ （1:60） ２m

第 41 図　第 403 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化材 C，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小Ｃ，粘土粒 C ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.1 3.9 5.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　被熱
竈覆土下層
覆土下層

80％　PL25
新治窯

２ 土師器 甕 ［18.6］ 32.6 ［7.8］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕

竈覆土下層
覆土下層 40％　PL25

３ 土師器 小型甕 12.1 11.2 6.6 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内
面ヘラナデ　底部木葉痕　被熱　支脚に転用 竈火床面 90%　PL25

第 21 表　第 403 号竪穴建物跡出土遺物一覧

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 63 ㎝で，燃焼部幅は 40 ㎝しか確認できなかった。

左袖部は地山の上に焼土ブロックや粘土粒子を含む第１・２層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形

に地山を８㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやローム粒子を含む第３層を埋土し整地されている。火床面は第

３層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 31 ㎝ほど掘り込まれ，奥壁でほぼ直立している。

覆土　２層に分層できる。第２層は竈の粘土が流れ出したもので，その後ローム粒子を含む第１層が埋め戻さ

れている。

遺物出土状況　土師器片８点（坏３，小型甕１，甕類４），須恵器片４点（坏２，甕類２）が覆土中から散在

して出土している。１・２は竈と竈前方部の覆土下層から出土した破片が接合している。３は竈火床面に逆位

に据えられた状態で出土しており，支脚に転用されたものである。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

　第 404 号竪穴建物跡（第 42・43 図　PL ７）

位置 調査区南東部の D５h9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.52 ｍ，短軸 4.25 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 30 ﾟ－ E である。壁高は５～ 12 ㎝で，外

傾している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を５～ 20 ㎝ほど掘りくぼめ，ロー

ムブロックを含む第５層を埋土して構築されている。壁溝は竈２の前方部を除いて巡っている。

竈　２か所。竈１は北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 97 ㎝で，燃焼部

幅は 58 ㎝である。左袖部は地山を削り出し基部とし，右袖部は地山を若干掘りくぼめた上にそれぞれ粘土ブ

ロックを含んだ第 11 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に８㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロック

ロックを含んだ第 12・13 層を埋土し整地されている。火床面は第 12 層上面で，火熱を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に 60 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

　竈２は西壁中央部やや北寄りに付設されている。火床部の一部と煙道部のみが確認できた。火床部は楕円形

に地山を７㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロックや焼土粒子を含んだ第７・８層を埋土し整地されている。火床

面は第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 34 ㎝掘り込まれ，緩やかに立ち上がっ

ている。竈２の火床部が壁際で削られていることから，竈２から竈１に作り替えられたものと考えられる。

ピット　９か所。P １は深さ 28 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットである。P ２は深さ 20 ㎝で配置から

竈２使用時の出入口施設に伴うピットの可能性がある。P ３～ P ９は深さ６～ 52 ㎝で，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。上面は削平され厚さ８㎝ほどしか残存していないが，第１・２層は焼土ブロックや

炭化粒子・ロームブロックを含むことから，竈の崩れた土が流れ込んだ層と考えられる。

－ 50 －



A A′
26.0m

D
D

′
26

.0
m

B
　

　
B

′
26

.0
m

C
　

　
C

′
26

.0
m

E
26

.0
m

  
E

′

A

A′

D

D′

B
　

　

B
′

C
　

　
C

′

E

E′

F 
   26

.0
m

  
F′

G
26

.0
m

  
G

′

G

G′

F
F′

4

５

１

１
２

１

４５

３
１

２

３

２ ５

５

５

８

９

11

２

１

４

７

10

11

12
13 12

13

４
５ ７

３
６

D５ｈ9

Ｐ１

Ｐ５
Ｐ３

Ｐ４

Ｐ２

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ
１

Ｐ２

竈１

竈２ １
３

２
４

８
６

７

１

３
２

４

８

６

７

遺物出土状況　土師器片 147 点（坏 18，高台付坏３，高台付皿１，甕類 125），須恵器片 64 点（坏 15，甕類

49），石器２点（砥石），金属製品１点（刀子），鉄滓１点が主に北東部の覆土中から出土している。２・６は

南東コーナー部，４は竈１前方部，８は東壁際の床面からそれぞれ出土している。３は南西コーナー部の壁溝，

７は P １覆土上層から出土している。５は竈２火床面から逆位の状態で出土している。１は東壁際の掘方埋

土から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 42 図　第 404 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B

４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム中 A・小 B ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

竈１土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，炭化粒 C，粘土小 C
　　　　　　　 　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 D，
　　　　　　　　　　 粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 B，粘土粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D，
　　　　　　　　　　　粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR5/6　 黄褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C，
　　　　　　　　　　　粘土粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土中 D，炭化物 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 D，炭化粒 C，
　　　　　　　　　　　粘土小 D ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，粘土小 B ／粘 B，締 A
12　５YR3/4　 暗赤褐　焼土粒Ｃ／粘 C，締 B
13　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土中 A・小 A ／粘 C，締 A

－ 51 －
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第 43 図　第 404 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈２土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土粒 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化物 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
４　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B，粘土粒 B ／粘 B，締 B
６　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B・粒 C，粘土粒 B ／粘 A，締 A
７　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 B

－ 52 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.4］ 4.3 ［6.2］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 掘方埋土 50％
新治窯

２ 土師器 高台付坏 13.5 5.3 6..7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　

黒色処理　 床面
60％　PL26
墨書「□」
底部墨書「神」

３ 土師器 高台付皿 12.8 2.8 6.4 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理　 壁溝 50％　PL26

４ 土師器 甕 ［21.8］（16.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 床面 20％

５ 土師器 甕 15.5 （8.0） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ヘラナデ 竈２火床面 20％　PL25

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 砥石 6.3 5.0 3.2 （76.40） 凝灰岩 砥面５面　下面に刃物痕あり 床面 PL35

７ 砥石 （10.7） 9.4 5.0 （798.10）砂岩フォルフェンス 砥面２面 P １覆土上層 PL35

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

８ 刀子 （8.7） 0.9 0.2～0.3（7.46） 鉄 刃部先端欠損 床面 PL34

第 22 表　第 404 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 405 号竪穴建物跡（第 44・45 図　PL ８）

位置 調査区南東部の D６e9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

０ （1:60） ２m

第 44 図　第 405 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 D，焼土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 B ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘Ｂ，締 A
８　10YR4/4　 褐　　　ローム中 B・粒 A ／粘 A，締 A

－ 53 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.8］ 4.4 6.0 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 P ４覆土上層

70％　PL26
新治窯
墨書「七」

第 23 表　第 405 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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重複関係　第 39 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.50 ｍ，短軸 3.48 ｍの方形で，主軸方向はＮ－５ﾟ－ E である。壁高は８～ 14 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を 14 ㎝ほど掘りくぼめ，ロームブ

ロックを含む第７・８層を埋土して構築されている。壁溝は北壁東側を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 90 ㎝で，燃焼部幅は 54 ㎝である。左袖部は

削平され残存していない。右袖部は地山の上に粘土ブロックを含む層を積み上げて構築されている。火床部は

楕円形に 12 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 10・11 層を埋土し整地されている。火床面は第 11 層

上面の一部で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 36 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。

ピット　８か所。P １は深さ 17 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２～ P ８は深さ 12

～ 40 ㎝で，性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック・焼土粒子を含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 38 点（坏３，皿１，甕類 34），須恵器片 32 点（坏 12，蓋２，盤１，鉢２，甕類

15），金属製品１点（不明鉄製品）が主に南部の覆土中から出土している。２は南壁付近，３は北東コーナー

部付近，４は竈前方部の床面からそれぞれ出土している。１は P ４覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。北壁が平行でないことから，竈右側に棚を持つ可能性

がある。

０ （1:30） １m

第 45 図　第 405 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　
１　10YR2/2　 黒褐　　焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　焼土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 A
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　焼土小 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B

７　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒 D，焼土粒 D ／粘 B，締 B
８　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒 C ／粘 B，締 C
９　7.5YR3/3　暗褐　　焼土小 B・粒 B ／粘 B，締 B
10　５YR2/3　 極暗赤褐　ローム粒 B，焼土小 C・粒 B ／粘 C，締 B
11　５YR4/6　 赤褐　　焼土中 A・小 A・粒 A ／粘 C，締 A

－ 54 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 須恵器 坏 ［13.8］ 4.1 5.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち

ヘラ削り　 床面 50％
新治窯

３ 須恵器 蓋 ［12.3］ 3.2 － 長石・石英 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 床面 30％
新治窯

４ 土師器 皿 ［12.9］ 2.5 ［3.0］ 長石・石英 橙 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り 床面 50％
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　第 406 号竪穴建物跡（第 46・47 図　PL ８）

位置 調査区南東部の D６f5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.30 ｍ，短軸 3.08 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 20 ゜－ E である。壁高は５～ 16 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，コーナー部を除いて踏み固められている。壁溝はほぼ全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 79 ㎝で，燃焼部幅は 59 ㎝である。両袖部は

地山の上にロームブロックを含む第 10 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を８㎝ほど掘

りくぼめ，焼土ブロックを含む第 11 層を埋土し整地されている。火床面は第 11 層上面の一部で，火熱を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外に４㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 46 図　第 406 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B

７　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 A
10　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 A
11　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 B・粒 A ／粘 C，締 A

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 55 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.8］ 4.4 ［6.6］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 竈覆土下層 40％
新治窯

２ 須恵器 坏 － （2.2） ［6.6］ 長石・石英 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 床面 20％

新治窯

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 鎌 （4.5） （1.9） 0.2 （3.64） 鉄 両端部欠損 床面 PL34

第 24 表　第 406 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ６～ 10 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 13 ㎝で，配置

や硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。上面は削平され厚さ 14 ㎝ほどしか残存しないが，ロームブロックや炭化粒子・焼

土粒子を含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 16 点（坏６，甕類 10），須恵器片 21 点（坏 12，甕類９），金属製品１点（鎌）が主

に北東部の覆土中から出土している。２は竈前方，３は東壁付近の床面，１は竈覆土下層からそれぞれ出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

　第 407 号竪穴建物跡（第 48・49 図　PL ８）

位置 調査区南東部の D７i3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 421 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 2.74 ｍ，短軸 2.62 ｍの方形で，主軸方向はＮ－４ﾟ－ E である。壁高は 23 ～ 38 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から南壁にかけて踏み固められている。東・西・南壁際で壁溝を確認した。

竈　北壁ほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 112 ㎝で，燃焼部幅は 45 ㎝である。両

袖部は地山の上に粘土粒子を含む第 15 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に５㎝ほど掘りくぼ

め，焼土粒子を含む第 13・14 層を埋土し整地されている。火床面は第 13 層上面で，火熱を受けて赤変硬化し

ている。煙道部は壁外に 45 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ９～ 14 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 26 ㎝で，配置や

硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックを含む層が不規則に堆積していることから，人為堆

積である。

遺物出土状況　土師器片 39 点（坏 15，高台付坏１，甕類 23），須恵器片 56 点（坏 16，高台付坏２，蓋１，盤１，

第 47 図　第 406 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 56 －
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０ （1:3） 10㎝

甕類 36），金属製品１点（刀子）が全域に散在した状態で出土している。２は竈前方部から正位の状態で，５

は北東コーナー部の床面から出土している。３は南側の壁溝，４は P ２覆土上層からそれぞれ斜位の状態で

出土している。１は南壁付近の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 48 図　第 407 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
５　10YR4/2　 灰黄褐　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 B ／粘 B，締 B

９　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
11　５YR3/4　 暗赤褐　ローム中 D，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
13　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
14　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 B，締 B
15　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土粒 A ／粘 B，締 A

－ 57 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.8 4.2 6.0 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 70％　PL25

墨書「大□」
２ 須恵器 坏 13..7 4.5 5.6 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　酸化焔焼成 床面 80％　PL25
新治窯

３ 須恵器 坏 12.8 3.8 5.9 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 壁溝

80％　PL25
新治窯
墨書「珎」

４ 須恵器 盤 ［14.0］ 2.7 7.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 ロクロナデ　酸化焔焼成 P ２覆土上層

70％　PL26
新治窯
刻書「大」

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 刀子 （15.4） 1.4 0.2～0.3（13.9） 鉄 茎端部欠損　両関 床面 PL34

第 25 表　第 407 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 408 号竪穴建物跡（第 50・51 図　PL ８）

位置 調査区南東部の D６g8 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.14 ｍ，短軸 2.90 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ﾟ－ E である。壁高は７～ 12 ㎝で，ほぼ

直立している。

０ （1:60） ２m

第 49 図　第 407 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 50 図　第 408 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D，炭化粒 B，粘土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 58 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.2］ 4.3 5.2 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 覆土下層

30％　
新治窯
墨書「□□」

２ 須恵器 蓋 ［14.4］（2.5） － 長石・石英 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 10％　
新治窯

第 26 表　第 408 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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床　平坦で，竈前方部から中央部を中心に踏み固められている。床は地山を８㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロ

ックを含む第６層を埋土して構築されている。壁溝は北壁の一部を除いて巡っている。

竈　北壁やや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 98 ㎝で，燃焼部幅は 50 ㎝である。左袖

部は地山を削り出し，右袖部は地山の上にそれぞれ粘土ブロックを含む層を積み上げて構築されている。火床

部は楕円形に７㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 14 層を埋土し整地されている。火床面は第 14 層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 45 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上が

っている。

ピット　６か所。P １～ P ３は深さ 18 ～ 22 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ４は深さ 20 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ５・P ６は深さ 15・18 ㎝で，性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックや炭化物が含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 78 点（坏６，甕類 72），須恵器片 49 点（坏 21，高台付坏２，蓋２，高台付皿１，甕

類 21，長頸壺１，長頸瓶１）が主に覆土下層から散在した状態で出土している。１は東壁付近の覆土下層，

２は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 51 図　第 408 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR5/2　 灰黄褐　ローム粒 C，焼土小 C，粘土粒 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化物 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土中 B ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B

８　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 D ／粘 B，締 B
12　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
13　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
14　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 B

－ 59 －
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　第 409 号竪穴建物跡（第 52・53 図　PL ９）

位置 調査区南東部の C６i6 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.14m，短軸 2.73 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 13 ﾟ－ W である。壁高は 25 ～ 32 ㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦で，南西と東南コーナー部を除いて踏み固められている。床は地山を７㎝ほど掘りくぼめ，ロームブ

ロックを含む第８層を埋土して構築されている。壁溝は北壁を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106 ㎝で，燃焼部幅は 62 ㎝である。両袖部

は地山の上に粘土ブロックを含む第 15 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山をわずかに掘

りくぼめて使用されている。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 76 ㎝ほど掘り込まれ，

火床面から緩やかに立ち上がっている。土製支脚が火床面奥に据えられた状態で出土している。

ピット　３か所。P １は深さ 20 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ９・

10 ㎝で，性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 33 点（坏 10，高台付坏２，甕類 21），須恵器片 27 点（坏５，高台付坏１，蓋１，甕

類 19，長頸瓶１）が覆土中から散在した状態で出土している。その他に土製品１点（支脚），鉄滓１点が出土

している。１は西壁付近の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

第 52 図　第 409 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 A

－ 60 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［14.7］ 5.5 7.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　底部一方向の手持ちヘラ削り　一部磨き 覆土下層 80％　PL26
墨書「井上」

第 27 表　第 409 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 410 号竪穴建物跡（第 54・55 図　PL ９）

位置 調査区南東部の D６e2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.53m，短軸 3.45 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 20 ﾟ－ E である。壁高は８～ 12 ㎝で，ほぼ

直立している。

床　西側半部に 10 ㎝ほどのベッド状の高まりを持ち，南東コーナー部と西壁際を除いて踏み固められている。

壁溝は北東コーナー部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100 ㎝で，燃焼部幅は 55 ㎝である。右袖部

から東コーナー部にかけて棚状の高まりを持ち，地山にロームブロック・粘土ブロックを積み上げて平坦部が

構築されている。火床部は楕円形に地山を６㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロック・ロームブロックを含む第 11・

12 層を埋土し整地されている。火床面は第 11 層上面の一部で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に 40 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　３か所。P １は深さ 23 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ

20・23 ㎝で，性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，人為堆積である。

０ （1:3） ５㎝ ０ （1:30） １m

第 53 図　第 409 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土中 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
12　５YR5/6　 明赤褐　ローム粒 D，焼土中 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
13　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
14　５YR3/4　 暗赤褐　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 B
15　7.5Y4/2　  灰オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 A

－ 61 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 14.8 5.1 6.4 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部一方向の手持ちヘラ削り後一部磨き 覆土下層 90％　PL25

墨書「三」
２ 土師器 坏 － （3.0） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 ５％

墨書「□」
３ 土師器 坏 － （1.3） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部一方向の手持ちヘラ削り　 覆土中 ５％

墨書「□」
４ 土師器 坏 － （1.3） － 長石・石英 橙 普通 体部内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 ５％

墨書「□」
５ 土師器 坏 － （0.7） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き　黒色処理　底部一方向の手

持ちヘラ削り　 覆土中 ５％
墨書「□」

６ 須恵器 坏 ［12.8］ 5.0 6.4 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　 床面 70％　PL27

新治窯

第 28 表　第 410 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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遺物出土状況　土師器片 63 点（坏 26，高台付坏２，甕類 35），須恵器片 38 点（坏 10，甕類 28），土製品１点（紡

錘車）が主に東部の覆土上層から出土している。６は北壁付近の床面から逆位の状態で出土している。１は P

１付近の覆土下層から出土している。２～５・７は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。竈の右側に薄く粘土が貼られており，棚状施設を有す

る竪穴建物と考えられる。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 54 図　第 410 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム中 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　焼土中 C，炭化材 D・粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

７　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 B ／粘 B，締 B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
11　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 D・粒 C ／粘 B，締 B
12　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 A，締 A

－ 62 －



番号 器　種 径 孔径 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 紡錘車 ［7.0］ 0.8 0.8 （8.70）長石・石英・雲母 浅黄 土師器坏底部の転用　中央部穿孔 覆土中 PL32
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　第 412 号竪穴建物跡（第 56・57 図　PL ９）

位置 調査区南東部の D６h4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.44 ｍ，短軸 2.90 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４ﾟ－ E である。壁高は８～ 15 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

０ （1:60） ２m

第 55 図　第 410 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 56 図　第 412 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 63 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.6 4.8 7.8 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　酸化焔焼成 竈掘方 90％　PL27

新治窯
２ 須恵器 蓋 15.2 3.8 － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り　内面に墨痕　硯転用カ 床面 80％　PL27

新治窯
３ 須恵器 鉢 － （7.5） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 外面縦位の平行叩き　 床面 ５％　

新治窯

第 29 表　第 412 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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床　平坦で，竈前方部から南壁にかけて踏み固められている。壁溝は全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 88 ㎝で，燃焼部幅は 52 ㎝である。左袖部は

第８層の上に，右袖部は地山の上にそれぞれ粘土ブロックを含む第６層を積み上げて構築されている。火床部

は楕円形に地山を 18 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやロームブロックを含む第７・８層を埋土し整地され

ている。火床面は第７層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 46 ㎝ほど掘り込まれ，火

床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　６か所。P １は深さ 20 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットである。P ２～ P ６は深さ 12 ～ 18

㎝で，性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックが含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 29 点（坏３，甕類 26），須恵器片 19 点（坏５，高台付坏１，蓋３，鉢３，甕類７）

が主に北西部の覆土中から出土している。２・３は中央部床面，１は竈の掘方からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 57 図　第 412 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B

５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
６　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 B，締 A
７　５YR4/3　 にぶい赤褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 B
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B
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　第 413 号竪穴建物跡（第 58 ～ 60 図　PL ９・10）

位置 調査区南東部の D５f7 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.16 ｍ，短軸 4.08 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 20 ﾟ－ E である。壁高は６～ 18 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から南壁方向にかけて踏み固められている。竈前方部と中央部に火熱を受け赤変した部

分がみられる。壁溝はほぼ全周している。

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 58 図　第 413 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，粘土中 D ／粘 B，締 B
７　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 C，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土小 D，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
６　５YR3/2　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B

８　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B，焼土粒 C ／粘 B，締 B
９　５YR3/6　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
10　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B，焼土小 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
12　５YR5/2　 灰褐　　ローム粒 D，粘土小 A ／粘 B，締 A
13　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
14　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 D・粒 C ／粘 C，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 12.0 4.1 6.4 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　口縁部に油煙付着　
底部ヘラ切り後ナデ 床面 50％　

新治窯
２ 須恵器 坏 ［13.2］ 4.8 7.2 長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後

一方向の手持ちヘラ削り　 床面 60％　PL27
新治窯

３ 須恵器 高台付坏［16.3］ 6.5 ［9.0］ 長石・石英 褐灰 普通 ロクロナデ 床面 70％　PL27
新治窯

４ 須恵器 高台付坏 13.4 5.6 7.6 長石・石英・雲母 褐灰 普通 ロクロナデ 床面 80％　PL27
新治窯

５ 須恵器 鉢 ［32.4］（12.4） － 長石・石英 黄灰 普通 口縁部外・内面ナデ　体部外面縦位の平行叩き
内面当て具痕　 床面 10％　

新治窯
６ 土師器 甕 ［22.0］（23.2） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面上半ヘラナデ
下半ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 床面 20％

第 30 表　第 413 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106 ㎝で，燃焼部幅は 51 ㎝である。両袖部

は地山の上に粘土ブロックを含む第 12 層を積み上げて構築されている。火床部は不整楕円形に地山を５㎝ほ

ど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 14 層を埋土し整地されている。火床面は第 14 層上面で，火熱を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に 42 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　７か所。P １～ P ４は深さ 33 ～ 38 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットである。P ６・P ７は深さ 15・36 ㎝で性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 83 点（坏２，甕類 81），須恵器片 109 点（坏 39，高台付坏５，蓋７，鉢 24，甕類

30，甑４），金属製品２点（刀子，鎌）が主に北壁東側付近の床面から覆土下層にかけて出土している。１・２・

４・６は北東コーナー部付近，３は中央部，５は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。２は正位，

４は斜位の状態で出土している。７・８は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。床面が火熱を受け赤変していることや，覆土中に焼土

ブロック等を含むことから，焼失家屋と考えられる。

第 59 図　第 413 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 刀子 （11.0/5.8）（1.3/0.9）0.2～0.4（15.10） 鉄 ２点に分離　同一としたが接点なく別個体の可能性あり　茎部
分に木質残存 覆土中 PL34

８ 鎌 （4.9） （3.1） 0.2 （16.63） 鉄 刃部先端部・柄部欠損　刃部断面三角形 覆土中 PL34

０ （1:3） 10㎝

　第 414 号竪穴建物跡（第 61 図　PL10）

位置 調査区南東部の D５h7 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.18 ｍ，短軸 4.08 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 23 ﾟ－ E である。壁高は２～５㎝で，緩や

かに立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。竈前方部と中央南西寄りの床面直上で焼土塊がみられる。壁溝は

全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 82 ㎝で，燃焼部幅は 60 ㎝である。左袖部は

地山の上に，右袖部は第７層の上にそれぞれ粘土ブロックを含む層を積み上げて構築されている。火床部は楕

円形に地山を 10 ㎝ほど掘りくぼめ，粘土粒子と焼土粒子を含む第７層を埋土し整地されている。火床面は第

７層上面で，一部火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 31 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やか

に立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 16 ～ 22 ㎝で，配置から主柱穴である。P ５は深さ 25 ㎝で，配置から出

入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。上面が削平され，ほとんど残存していないため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 41 点（坏 14，甕類 27），須恵器片 50 点（坏 11，高台付坏１，甕類 38），金属製品１

点（丸鞆）が東部の覆土中から出土している。１は北東コーナー部の床面から出土している。出土土器は，細

片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。床面が焼けていることや，焼土塊が確認できたことか

ら，焼失家屋と考えられる。

第 60 図　第 413 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 丸鞆 2.0 2.2 0.2 2.41 銅 表面３カ所・裏面１カ所穿孔あり 床面 PL33

第 31 表　第 414 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 416 号竪穴建物跡（第 62 ～ 64 図　PL10）

位置 調査区南東部の D５c8 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.38 ｍ，短軸 3.72 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 41 ﾟ－ E である。壁高は 20 ～ 46 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。壁溝は竈周辺を除いて巡っている。

㎝４（1:2）０ ０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 61 図　第 414 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，焼土小 C，粘土粒 C ／粘 B，締 A
７　５YR4/3　 にぶい赤褐　焼土粒 C，粘土粒 C ／粘 C，締 B
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竈　北壁東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 91 ㎝で，燃焼部幅は 52 ㎝である。両袖部は

地山を若干削り出し基部とし，その上に粘土ブロック・ロームブロックを含む第 13・14 層を積み上げて構築

されている。火床部は楕円形に８㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロック・焼土粒子を含む第 15 層を埋土し整地さ

れている。火床面は第 15 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 19 ㎝ほど掘り込まれ，

火床面から外傾して立ち上がっている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 62 図　第 416 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR2/3　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D・小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，焼土中 D・小 C，炭化粒 C，粘土中 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B

炉土層解説　　 　
１　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 A・粒 A ／粘 B，締 C
２　５YR4/1　 褐灰　　焼土粒 C ／粘 C，締 C

竈土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　５Y4/2　 灰オリーブ　焼土粒 C，粘土小 A ／粘 B，締 A
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/2　 灰黄褐　焼土粒 C，粘土粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　５YR3/2　 暗赤褐　焼土粒 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B

９　10YR3/2　 黒褐　　焼土中 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
10　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土小 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
13　５Y4/2　 灰オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 A
14　５Y4/2　 灰オリーブ　ローム小 C，粘土小 A ／粘 B，締 A
15　５YR3/3　 暗赤褐　焼土小 D・粒 C ／粘 C，締 B
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０ （1:3） 10㎝

炉　中央部東寄りに付設されている。規模は径 44 ㎝の円形で，火床部は床面を円形に 11 ㎝ほど掘りくぼめら

れている。火床面は地山上面で，火熱を受け赤変している。

ピット　３か所。P １は深さ 18 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ

15・32 ㎝で，性格は不明である。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックや焼土粒子が含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 42 点（坏３，甕類 39），須恵器片 50 点（坏 15，高台付坏４，蓋１，盤１，鉢４，甕

類 23，甑２），土製品２点（紡錘車，支脚）が主に北部の覆土下層から上層にかけて出土している。１・６は

南壁付近，４は北東コーナー部，８は南東コーナー部付近の床面からそれぞれ出土している。３は東壁部，５

は南東コーナー部付近の覆土下層から出土している。７は北東コーナー部付近の覆土中層から出土している。

２は竈覆土下層から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。北壁が平行でないことから，竈東側に棚を持つ可能性

がある。炉は建物内工房の施設の一部とも考えられるが，性格は不明である。

第 63 図　第 416 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.0］ 4.0 ［7.0］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 床面 20％　

新治窯
２ 須恵器 高台付坏 14.2 6.3 9.0 長石・雲母 灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 竈覆土下層 80％　PL27

新治窯
３ 須恵器 高台付坏［16.4］ 7.4 ［11.0］長石・石英・黒色

湧出物 灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 覆土下層 50％　
新治窯

４ 須恵器 蓋 15.0 3.3 － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り　酸化焔焼成 床面 70％　PL27
新治窯

５ 須恵器 盤 ［16.3］（2.6） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 ロクロナデ　酸化焔焼成 覆土下層 50％　
新治窯

６ 須恵器 鉢 ［34.6］（8.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 黄灰 普通 体部縦位の平行叩き　内面ヘラナデ　当て具痕 床面 ５％　

新治窯
７ 須恵器 甑 － （17.9）［16.8］長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部縦位の平行叩き　下端ヘラ削り　内面当て

具痕　下端横方向のヘラ削り 覆土中層 20％　
新治窯

番号 器　種 径 孔径 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

８ 紡錘車 5.6 0.8 1.9 61.70 長石・石英 にぶい褐 黒色処理カ 床面 PL32

第 32 表　第 416 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

位置 調査区南東部の D５h1 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.32 ｍ，短軸 3.02 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 29 ﾟ－ E である。壁高は 22 ～ 36 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。床は地山を 20 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロ

ックを含んだ第８～ 10 層を埋土して構築されている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 92 ㎝で，燃焼部幅は 44 ㎝である。左袖部は

第 18 層の上に粘土ブロックやロームブロックを含む第 15・16 層を積み上げて，右袖部は地山の上に粘土ブロ

ックやロームブロックを含む第 13・14 層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を 11 ㎝ほど掘り

くぼめ，焼土粒子やロームブロックを含む第 17・18 層を埋土し整地されている。火床面は第 17 層上面で，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 32 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　４か所。P １は深さ 16 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２～ P ４は深さ 12

～ 18 ㎝で，性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックや炭化物が含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 64 点（甕類），須恵器片 51 点（坏９，高台付坏１，蓋４，盤１，高坏１，鉢１，甕

類 32，甑２），石器１点（砥石），金属製品１点（釘），瓦片１点（丸瓦）が主に南部の覆土中から出土している。

１は南壁付近，４は竈前方部付近の床面から出土している。２は中央部南側，３は北東部の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。７は北西コーナー部の覆土中層から出土している。８の破片は竈の支脚と右袖の補強材に

それぞれ使用されている。５は竈の覆土中層から出土している。６は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

　第 417 号竪穴建物跡（第 65・66 図　PL10・11）

第 64 図　第 416 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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０ （1:60） ２m
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第 65 図　第 417 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
８　7.5YR3/4　暗褐　　ローム大 B・小 B ／粘 B，締 A
９　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 A・粒 A ／粘 A，締 A
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 A・粒 A ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　炭化粒 D ／粘 B，締 B

竈土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5Y4/2　 灰オリーブ　粘土小 B ／粘 A，締 A
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
５　５Y4/2　 灰オリーブ　焼土粒 C，粘土粒 A ／粘 A，締 A
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
７　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 D，焼土小 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
８　2.5Y3/3　 暗オリーブ褐　焼土粒 C，粘土粒 B ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 B

10　2.5YR3/4　暗赤褐　焼土中 C・粒 B，粘土粒 C ／粘 C，締 B
11　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
12　５YR2/2　 黒褐　　焼土粒 D，粘土粒 D ／粘 C，締 C
13　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
14　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 B，締 A
15　2.5Y3/2　 黒褐　　ローム小 D・粒 C，炭化材 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
16　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 B，締 A
17　５YR3/4　 暗赤褐　焼土粒 B ／粘 C，締 B
18　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・粒 C ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.1 4.7 6.0 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち
ヘラ削り　 床面

95％　PL27
新治窯
墨書「東大」

２ 須恵器 坏 ［13.2］ 4.5 ［7.8］ 長石・石英・黒色
湧出物 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 覆土下層 30％
新治窯

３ 須恵器 高台付坏 － （4.0） 7.3 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　漆付着 覆土下層 40％　PL27
新治窯

４ 須恵器 盤 － （3.1） 10.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　酸化焔焼成 床面 60％　

新治窯
５ 須恵器 鉢 － （14.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ　被熱 竈覆土中層 ５％　

新治窯

第 33 表　第 417 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

第 66 図　第 417 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 釘 （7.1） （0.7） 0.4～0.8（5.16） 鉄 頭部欠損　断面四角形 覆土中層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 砥石 （4.7） 4.8 2.5 （62.80） 凝灰岩 砥面４面 覆土中

番号 種　別 器　種 瓦当幅 瓦当高 長さ 胎　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

８ 瓦 丸瓦 （7.2） 6.2 （22.8）長石・石英 橙 普通 凸面縦方向のヘラ削り　凹面布目痕 竈火床面
竈右袖内 PL32
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　第 418 号竪穴建物跡（第 67・68 図　PL11）

位置 調査区南東部の D６i5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 2.68 ｍ，短軸 2.50 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 28 ﾟ－ E である。壁高は２㎝で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。床は地山を 24 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロ

ックや焼土粒子を含んだ第４層を埋土して構築されている。壁溝は東壁の一部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 102 ㎝で，燃焼部幅は 46 ㎝である。左袖部

は地山と第 10 層の上に粘土ブロックを含む第７層，右袖部は地山と第９層の上に粘土ブロックを含む第８層

を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を 11 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土粒子やロームブロックを

含む第９・10 層を埋土し整地されている。火床面は第９層上面で，赤変していない。煙道部は壁外に 70 ㎝ほ

ど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　１か所。P １は深さ 30 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 13 点（坏１，甕類 12），須恵器片 12 点（坏２，鉢１，甕類９），金属製品１点（不

明鉄製品）が散在した状態で出土している。１は南壁付近の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器や主軸方向から９世紀後葉と考えられる。

０ （1:60） ２m

第 67 図　第 418 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR2/1　 黒　　　焼土粒 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム大 D・中 C・小 B・粒 B，焼土粒 D ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 鉢 － （8.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ 床面 ５％
新治窯

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （3.2） ［6.6］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち
ヘラ削り 覆土中 10％　

新治窯

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 （5.3） 4.8 2.1 （67.00） 凝灰岩 砥面４面　裏面の傷は新しい 掘方埋土 PL35

第 34 表　第 418 号竪穴建物跡出土遺物一覧

第 35 表　第 419 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 419 号竪穴建物跡（第 69 図　PL11）

位置 調査区南東部の E６a7 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 395 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は 3.84 ｍで，南北軸は 3.13 ｍの長方形と推定でき，主軸方向はＮ－４ﾟ－ E である。壁

高は 14 ～ 25 ㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，西壁から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を 20 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロック

を含んだ第７層を埋土して構築されている。確認できた壁溝はほぼ全周している。

ピット　５か所。P １～ P ３は深さ 16 ～ 25 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ４は深さ 22 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ５は深さ 27 ㎝で性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 38 点（坏４，蓋１，甕類 33），須恵器片 14 点（坏５，蓋２，盤１，甕類５，甑１），

石器１点（砥石）が主に北西部の覆土中から出土している。１は南東部付近の覆土中から出土している。２は

掘方埋土から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 68 図　第 418 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，焼土粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 C ／粘 B，締 B

６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
７　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 B ／粘 B，締 A
８　５Y4/2　 灰オリーブ　粘土小 B ／粘 B，締 A
９　５YR3/4　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
10　10YR4/4　 褐　　　ローム大 D・中 B・小 B・粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
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　第 420 号竪穴建物跡（第 70 ～ 74 図　PL11 ～ 13）

位置 調査区南東部の D５e3 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 5.15 ｍ，短軸 4.81 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 29 ﾟ－ E である。壁高は 23 ～ 40 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を４～ 18 ㎝ほど掘りくぼめ，ロー

ムブロック・焼土ブロックや炭化物を含む第 12・13 層を埋土して構築されている。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 135 ㎝で，燃焼部幅は 87 ㎝である。両袖部は

地山を掘り込み粘土ブロックやロームブロックを含む第 12 層を充填して構築されている。火床部は不整楕円形

に地山を 11 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第 13 層を埋土し整地されている。火床面は第 13 層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 72 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　９か所。P １～ P ４は深さ 45 ～ 64 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 32 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６～ P ９は深さ 18 ～ 22 ㎝で，補助柱穴と考えられる。

０ （1:60） ２m

第 69 図　第 419 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム大 D ／粘 B，締 B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR4/6　 褐　　　ローム中 A・小 B ／粘 B，締 A
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第 70 図　第 420 号竪穴建物跡実測図 ⑴

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C，炭化材 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
７　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C
　　　　　　　 　　　／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化材 C

　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，焼土粒 C，炭化材 C
　　　　　　　　　 　／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化材 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化物 B
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
11　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B
12　10YR4/4　 褐　　　ローム中 C・小 C・粒 C，炭化物 D
　　　　　　　　　　 ・粒 D ／粘 B，締 A
13　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D・小 B，焼土小 C，
　　　　　　　　　　　炭化物 C・粒 D ／粘 B，締 B
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覆土　11 層に分層できる。炭化物は壁溝以外の全ての層に含まれている。焼土堆積層は第１・２・５～８層，

炭化物を含む層は第８層である。また第２～９層はロームブロックやローム粒子を含むことから，焼失後に埋

め戻されたと考えられる。

遺物出土状況　土師器片 646 点（坏 28，高台付坏３，蓋１，小型甕 12，甕類 602），須恵器片 811 点（坏 265，

高台付坏７，蓋 20，皿２，盤 10，高盤４，鉢５，長頸瓶１，甕類 470，甑 27），灰釉陶器片１点（長頸瓶），

土製品１点（紡錘車），石器１点（砥石），石製品１点（蛇尾），金属製品 14 点（足金物１，刀子１，鎌３，斧

１，紡錘車１，釘２，鍵１，鑿１，けがき針１，巡方２），椀形滓１点，含鉄滓２点，鉄滓７点が全域の炭化材・

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m
第 71 図　第 420 号竪穴建物跡実測図 ⑵

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C，炭化粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B，焼土粒 D ／粘 B，締 B
６　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 C ／粘 B，締 B

８　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
９　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
10　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
11　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
12　2.5Y3/2　  黒褐   　ローム小 C・粒 C，粘土小 B ／粘 B，締 A
13　５YR2/3　 極暗赤褐　焼土小 C・粒 C ／粘 C，締 A

炭化材・炭化物堆積層土層解説（M－M'）
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化材 A ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 B

焼土塊土層解説（N－N'，O－O'）　　 
１　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化材 C・物 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化材 C・粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化材 D ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.4 3.8 6.0 長石・石英・雲母・
細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後

多方向のヘラ削り　酸化焔焼成 覆土下層 100％　PL27
新治窯

２ 須恵器 坏 13.4 3.6 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰黄褐 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　酸化焔焼成 覆土中層 95％　PL27

新治窯
３ 須恵器 坏 ［13.1］ 4.2 5.5 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち

ヘラ削り 覆土上層 60％　
新治窯

４ 須恵器 坏 ［12.9］ 3.8 6.3 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 覆土中層 60％　

新治窯
５ 須恵器 坏 ［13.6］ 4.2 6.4 長石・石英・赤色

粒子 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　酸化焔焼成 覆土上層 60％　

新治窯
６ 須恵器 坏 ［13.0］ 4.7 6.0 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後

一方向のヘラ削り　酸化焔焼成 覆土中 60％　
新治窯

７ 須恵器 坏 － （1.4） 7.0 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 掘方埋土

10％　PL27
新治窯
墨書「弓」カ

８ 土師器 高台付坏［11.9］ 5.0 6.0 長石・石英・雲母 褐灰 普通 内面ヘラ磨き　外・内面口縁部に油煙　底部回
転糸切り後高台貼付　 覆土中 60％

９ 土師器 高台付坏 13.8 （4.0） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 床面 80％　PL27

10 土師器 蓋 ［14.9］（1.6） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 床面 60％　PL27

11 須恵器 蓋 － （2.7） － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 竈覆土中層 40％　
新治窯

12 須恵器 盤 ［13.4］ 3.2 ［7.0］ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り　酸化焔焼成 覆土中層 30％　
新治窯

13 土師器 小型甕 12.8 16.7 6.7 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外面ヘラナデ
下半ヘラ削り　体内面部ヘラナデ　底部木葉痕 床面 80％　PL28

14 土師器 小型甕 ［14.3］ 16.5 6.7 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外面ヘラナデ
下半ヘラ削り　体部内面ヘラナデ　底部木葉痕 覆土下層 50％　PL28

15 土師器 小型甕 － （4.5） 7.1 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部木葉痕
内底面に漆付着物 覆土中層 20％　PL27

16 須恵器 甕 ［22.3］ 35.4 14.9 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面縦位の平行叩き　下半ヘラ削り　内面・
底部ナデ 床面 90％　PL28

新治窯
17 須恵器 甑 ［34.0］ 32.4 14.4 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面縦位の平行叩き　下端ヘラ削り　内面

ヘラナデ　底部５窓　酸化焔焼成 床面 50％　PL28
新治窯

番号 器　種 径 孔径 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

18 紡錘車 4.2 0.7 2.5 45.50 長石・石英・雲母 暗褐 上面は削りのまま　側面はナデ調整後黒色処理ヵ
表面の線刻は調整時のキズの可能性あり 覆土下層 PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

19 砥石 （6.2） 4.9 1.9 ～ 4.5（131.20） 凝灰岩 砥面４面　正面に段差あり 覆土中 PL35

20 鉈尾 6.8 4.3 0.8 41.50 貢岩 表・側面非常に丁寧な研磨　裏面に帯留めの孔３か所　１か所
に銅線残る 覆土下層 PL33

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

21 足金物 7.7 2.6 2.2 28.90 鉄 緒通し孔一か所 床面 PL33

22 鎌 （11.6） （7.4） 0.4 （65.90） 鉄 刃部先端部欠損　柄付部折り曲げ　刃部断面三角形 覆土下層 PL34

23 鎌 （6.9） 2.7 0.3 （11.00） 鉄 刃部先端部・柄部欠損　刃部断面三角形 覆土下層 PL34

24 鎌 （6.9） 1.9 0.2～0.3（11.30） 鉄 刃部先端部・柄部欠損 覆土下層 PL34

25 斧 9.6 4.1 2.0 117.50 鉄 袋状　刃一部欠損 覆土下層 PL34

26 紡錘車 （11.7/5.6） 4.7 0.2～0.5（20.30） 鉄 軸部断面方形　端部欠損 覆土下層 PL33

27 鍵 11.7 （8.9） 0.6 ～1.0（30.23） 鉄 下端部に木質残存 覆土下層 PL33

28 鑿 （21.0）1.0 ～ 2.6 1.7 （122.38） 鉄 先端部鋭角状　茎部分先端が緩やかに彎曲　木質残存 覆土下層 PL33

29 けがき針 16.2 0.9 ～1.0 0.4～0.8 19.73 鉄 両端部が錐状　柄部中央に捩り 覆土下層 PL33

30 巡方 3.2 3.1 0.6 7.35 銅 表部外面黒色塗彩　漆塗布　内面４か所鋲痕有 覆土中層 PL33

31 巡方 3.2 3.3 0.1 4.29 銅 裏部４か所鋲孔有 覆土中層 PL33

32 椀形滓 7.9 9.7 3.5 234.70 鉄 一部発泡　銹可着磁性なし 覆土上層

第 36 表　第 420 号竪穴建物跡出土遺物一覧

焼土堆積層の上面から出土している。９・13・16・17 は北西コーナー部付近，10・21 は西壁際の床面から出

土している。１は中央部付近，14 は中央部南寄り，18・22・24・26 ～ 29 は西壁際付近，20・23・25 は南壁

際の覆土下層からそれぞれ出土している。２は北西コーナー部付近，12 は北東部付近，４・15 は東壁部付近，

30 は南壁部付近，31 は南西コーナー部付近の覆土中層，３・32 は南東コーナー部付近，５は南壁部付近の覆

土上層からそれぞれ出土している。11 は竈覆土中層，６・８・19 は覆土中，７は掘方埋土から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。炭化材や焼土堆積層が見られることから，焼失家屋で

ある。遺物の大部分は炭化材や焼土堆積層上面で出土していることから，焼失後投棄されたものと考えられる。

－ 79 －



０ （1:3） 10㎝

第 72 図　第 420 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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（1:4） 10cm０

第 73 図　第 420 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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　第 424 号竪穴建物跡（第 75・76 図　PL13）

位置 調査区南東部の D５j5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　西側が削平されているため，長軸は 4.10 ｍ，短軸は 3.78 ｍしか確認できなかった。主軸方向は

Ｎ－ 21 ﾟ－ E で，方形または長方形と推定できる。壁高は３～ 10 ㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，西側がやや下がっており，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 112 ㎝で，燃焼部幅は 86 ㎝である。両袖部

は地山の上にロームブロックや粘土粒子を含む第７層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を

18 ㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロックや焼土ブロックを含む第８層を埋土し整地されている。火床面は第８

層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 30 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち

上がっている。

ピット　８か所。P １～ P ４は深さ 22 ～ 50 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 24 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６～ P ８は深さ 10 ～ 14 ㎝で性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 93 点（坏４，小型甕３，甕類 86），須恵器片 72 点（坏 42，高台付坏４，蓋５，盤１，

甕類 20），瓦片１点（平瓦）が主に北東部の覆土中から出土している。１・３・４は南壁部，２・５・７は中

央部付近，６は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。７は東壁部覆土下層から出土した破片と接

合している。１・５は逆位の状態，４は斜位の状態でそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

第 74 図　第 420 号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑶

－ 82 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.3 4.3 7.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち

ヘラ削り　酸化焔焼成 床面 90％　PL27
新治窯

２ 須恵器 坏 12.9 4.5 7.2 長石・石英・黒色
湧出物 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 床面 80％　
新治窯

３ 須恵器 坏 14.1 5.6 7.8 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 床面 70％　

新治窯

４ 須恵器 坏 13.7 5.4 7.0 長石・石英・雲母・
細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 床面
90％　PL27
新治窯
墨書「部」カ

５ 須恵器 高台付坏 13.6 6.0 9.0 長石・黒色湧出物 灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 床面 90％　PL29
新治窯

６ 須恵器 高台付坏 － （3.0） 7.6 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　酸化焔焼成 床面 20％　新治窯
墨書「□」

７ 須恵器 蓋 ［11.6］ 2.9 － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 普通 天井部回転ヘラ削り　酸化焔焼成 床面

覆土下層
70％　PL29
新治窯

第 37 表　第 424 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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第 75 図　第 424 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 A
４　7.5YR3/3　暗褐　　焼土小 C，粘土粒 C ／粘 A，締 A 

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　10YR2/3　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR2/3　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　炭化粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化物 D，粘土粒 B ／粘 B，締 A
２　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土大 A ／粘 C，締 A
３　7.5YR4/2　灰褐　　焼土粒 C，粘土粒 A ／粘 B，締 A
４　7.5YR4/3　褐　　　焼土小 C・粒 C，粘土粒 B ／粘 B，締 A

５　５YR3/1　 黒褐　　焼土粒 C，炭化粒 A ／粘 C，締 B
６　５YR4/3　 にぶい赤褐　焼土粒 A ／粘 C，締 B
７　2.5Y4/2　 暗灰黄　ローム小 D，粘土粒 A ／粘 B，締 A
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C，焼土小 D・粒 D ／粘 C，締 B
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　第 425 号竪穴建物跡（第 77・78 図　PL13）

位置 調査区南東部の D６e2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.42 ｍ，短軸 3.35 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 36 ﾟ－ E である。壁高は 19 ～ 24 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。床は地山を 11 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロ

ックや焼土ブロックを含んだ第７層を埋土して構築されている。壁溝は北東コーナー部を除いて巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 92 ㎝で，燃焼部幅は 60 ㎝である。両袖部は

地山の上に粘土ブロック・ロームブロックや焼土粒子を含む第 12・13 層を積み上げて構築されている。火床

部は楕円形に地山を６㎝ほど掘りくぼめ，焼土粒子やローム粒子を含む第 14 層を埋土し整地されている。火

床面は第 14 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 35 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外

傾して立ち上がっている。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ８～ 16 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 10 ㎝で，配置か

ら出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 14 ㎝で性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロック等を含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 89 点（坏１，高台付坏１，甕類 87），須恵器片 51 点（坏 17，高台付坏１，蓋２，盤２，

鉢１，甕類 27，甑１），石器１点（砥石）が主に西側の覆土中から出土している。１は南東コーナー部，２は

北東コーナー部付近の床面からそれぞれ出土している。１は正位の状態で出土している。３は竈火床部から出

土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

第 76 図　第 424 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 77 図　第 425 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，焼土粒Ｄ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小Ｃ，焼土粒Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小Ｃ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
７　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大 C・中 B・小Ｃ，焼土小Ｄ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小Ｃ，炭化物Ｃ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小Ｃ，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，焼土粒Ｃ，粘土粒 B ／粘 B，締 A
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小Ｃ，炭化粒 B ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B

８　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土粒Ｃ，炭化粒 B ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 B ／粘 B，締 B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
13　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土粒 B ／粘 B，締 A
14　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒Ｃ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.5 4.0 5.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　外・内面口縁部に燻

底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り　 床面 60％　PL29
墨書「東」

２ 須恵器 鉢 － （11.3） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ　当て具痕
被熱 床面 ５％　

新治窯
３ 土師器 甕 ［20.8］（13.9） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部ヘラナデ 竈火床部 10％

第 38 表　第 425 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 426 号竪穴建物跡（第 79・80 図　PL14）

位置 調査区南東部の C６i9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 132・133・150・152 号土坑，第 43 号溝に掘り込まれている。

０ （1:60） ２m

第 78 図　第 425 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 79 図　第 426 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D，粘土中 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B

ピット土層解説（P１）　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 C
３　10YR4/4　 褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 A，締 A

ピット土層解説（P２）　　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 A ／粘 A，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C・粒 A ／粘 A，締 B

－ 86 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.4 3.9 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 浅黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　外面口縁

部・内面黒色処理　底部多方向の手持ちヘラ削り 竈火床部 100％　PL29

第 39 表　第 426 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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０ （1:3） 10㎝

規模と形状　長軸 3.28 ｍ，短軸 2.91 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 16 ﾟ－ W である。壁高は 17 ～ 26 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は北壁東側の一部を除いて巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 80 ㎝で，燃焼部幅は 46 ㎝である。両袖

部は地山を掘り込み粘土ブロックを含む第７層を充填して構築されている。火床部は楕円形に地山を８㎝ほど

掘りくぼめ，焼土粒子や粘土ブロックを含む第８・９層を埋土し整地されている。火床面は第８・９層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に35㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　２か所。P １・P ２は深さ 30・35 ㎝で，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。第３層は竈の粘土等が流れ出したもので，その後ロームブロックや炭化物を含む第

１・２層が埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 54 点（坏 12，甕類 42），須恵器片 29 点（坏 13，高台付坏２，蓋１，甕類 12，甑１），

金属製品１点（不明鉄製品）が全域の覆土中から出土している。２は南西コーナー部の床面から出土している。

４は竈火床部，１は竈左袖前方部から正位の状態で出土している。５は竈覆土下層から出土している。３は覆

土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 80 図　第 426 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 D，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
７　５Y3/2　 オリーブ黒　粘土小 A ／粘 B，締 A
８　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C，炭化材 C ／粘 C，締 B
９　５YR3/2　 暗赤褐　焼土粒 C，粘土小 D ／粘 C，締 B

－ 87 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 土師器 坏 ［14.5］ 4.7 ［7.4］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部多方向の手持ちヘラ削り 床面 40％

墨書「□」
３ 土師器 坏 － （1.6） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 ５％

墨書「□」
４ 須恵器 坏 ［13.3］ 4.1 ［7.6］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部一方向の手持ちヘ

ラ削り　被熱　摩滅 竈火床部 40％　
新治窯

５ 須恵器 鉢 － （9.6） － 長石・石英・雲母 にぶい黄 普通 外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ 竈火床部 ５％　
新治窯

B
　
　

B
′

24
.8

m

C
　
　

C
′

24
.8

m

D
D
′

24
.8

m

E
　

E
′

24
.8

m

G
24

.8
m

 
G
′

A A′
24.8m

F F′
24.8m

A
A′

F

F′

C
　
　

C
′

D
D
′

E
　

E
′

G
G
′

B
　
　

B
′

２
３

１

３１

１

2

１
１

１
３

１

１

１
３

３

２
２

１

２
３

３
３

３

１ １ １ １

２ ２

１

２

Ｃ６b5

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ14

Ｐ13

Ｐ16

Ｐ15

Ｐ12

Ｐ11

Ｐ17

４
６

４

６

　第 427 号竪穴建物跡（第 81 ～ 83 図　PL14）

位置 調査区北東部の C６b4 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.30 ｍ，短軸 3.90 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 17 ﾟ－ W である。壁高は３～ 13 ㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。床は地山を 13 ㎝ほど掘り下げ，ローム

粒子や焼土粒子を含んだ第３層を埋土し構築されている。壁溝は北壁西側と南西コーナー部を除いて巡ってい

る。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 110 ㎝で，燃焼部幅は 58 ㎝である。両袖部

は地山を掘り込み第 10 層の上に粘土粒子やロームブロック・焼土ブロックを含む第６・７層を積み上げて構

築されている。火床部は楕円形に地山を 18 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやローム粒子・炭化物を含む第

０ （1:60） ２m

第 81 図　第 427 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B

－ 88 －
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８～ 10 層を埋土し整地されている。火床面は第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に 70 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。支脚は坏や甕・高台付椀を積み上げて転用

している。

ピット　17 か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 45 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 32 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P11 ～ P17 は深さ 12 ～ 39 ㎝で，配置から壁柱穴である。Ｐ

６～Ｐ 10 は深さ 10 ～ 18 ㎝で，性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。覆土の上面が削平されているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 143 点（坏 30，高台付坏１，小型甕１，甕類 111），須恵器片 61 点（坏 20，高台付坏２，

高台付椀１，鉢１，甕類 37）が主に北西部の覆土中から出土している。６は西壁部付近の床面から出土している。

４は南東コーナー部壁際の覆土下層から出土している。３は P ２の覆土中から出土している。１は竈の火床

面に逆位に据えられ，その上に８，７，５が順に重ねられ，その周囲を粘土で覆った状態で支脚として利用され

ていたと考えられる。２は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 82 図　第 427 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　　
１　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 D・粒 C ／粘 C，締 B
２　５YR4/1　 褐灰　　焼土粒 D，粘土粒 B ／粘 A，締 B
３　５YR4/3　にぶい赤褐　焼土中 D・粒 C，粘土粒 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/2　灰褐　　焼土粒 D，炭化粒 D，粘土粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 B，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B

６　10YR5/6　 黄褐　　ローム粒 C，焼土小 D，粘土粒 B ／粘 B，締 A
７　10YR3/1　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D，粘土粒 C ／粘 B，締 A
８　2.5YR3/3　暗赤褐　焼土小 C・粒 B，炭化物 D，粘土粒 C ／粘 C，締 B
９　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 C ／粘 B，締 B
10　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B

－ 89 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.6 4.5 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面黒色処理　底部多

方向の手持ちヘラ削り　被熱 竈火床部支脚 90％　PL29

２ 土師器 坏 － （3.0） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 ５％
墨書「□」

３ 土師器 坏 － （2.9） － 長石・雲母 灰黄 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 Ｐ２覆土中 ５％
墨書「□」

４ 須恵器 坏 ［13.8］ 3.9 （6.9） 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ削り　被熱 覆土下層 40％　
新治窯

５ 須恵器 高台付椀 15.6 5.7 9.0 長石・雲母 にぶい黄 普通 ロクロナデ 竈火床部支脚 80％　
新治窯

６ 須恵器 鉢 ［30.6］（6.0） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面格子目叩き　内面ヘラナデ　被熱 床面 10％　
新治窯

７ 土師器 甕 － （6.5） 8.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部下端ヘラ削り　粘土貼付　内面ヘラナデ　

底部未調整 竈火床部支脚 10％

８ 土師器 小型甕 － （6.5） 6.5 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下半ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部削り 竈火床部支脚 30％　PL29

第 40 表　第 427 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

　第 428 号竪穴建物跡（第 84・85 図　PL14）

位置 調査区北東部の C６a7 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 4.90 ｍ，短軸 4.88 ｍの方形で，主軸方向はＮ－７ﾟ－ W である。壁高は３～ 15 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を８～ 18 ㎝ほど掘り下げ，ローム

粒子や焼土粒子を含んだ第５層を埋土して構築されている。壁溝は北壁の一部と南東コーナー部を除いて巡っ

ている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 117 ㎝で，燃焼部幅は 58 ㎝である。両袖部

は地山を削り出し，その上に粘土ブロックやロームブロックを含む第 10 ～ 13 層を積み上げて構築されている。

火床部は楕円形に地山を 22 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロック・粘土ブロックやローム粒子を含む第 14 ～ 16

層を埋土し整地されている。火床面は第 14 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 72 ㎝

ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　８か所。P １～ P ４は深さ 14 ～ 22 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 33 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 50・62 ㎝で補助柱穴と考えられる。P ８は深

さ 15 ㎝で性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。南側の覆土が削平されているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 137 点（坏 28，皿１，高台付皿２，甕類 106），須恵器片 60 点（坏 20，高台付坏８，

甕類 30，甑２），土製品１点（支脚）が主に北部の覆土中から出土している。７は南西コーナー部付近の床面，

１は北東コーナー部，３は北西コーナー部壁際，10 は中央部付近の覆土下層からそれぞれ出土している。１

第 83 図　第 427 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 90 －
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０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 84 図　第 428 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/2　黒褐　　粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 B

９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化材 C ／粘 B，締 B
10　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C，粘土粒 B ／粘 B，締 A
11　10YR6/6　 明黄褐　ローム小 C，焼土小 D，粘土粒 B ／粘 B，締 A
12　10YR7/4　にぶい黄橙　ローム粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
13　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
14　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
15　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
16　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 14.8 5.3 6.1 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部回転糸切り 覆土下層 90％　PL29

２ 土師器 坏 － （3.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　　 覆土中 ５％　
墨書「□」

３ 須恵器 坏 12.6 4.5 6.0 長石・石英・赤色
粒子 灰 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　底部に線刻カ 覆土下層 80％　

新治窯

４ 須恵器 坏 ［14.0］ 4.9 6.0 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り Ｐ８覆土中

70％　
墨書「□□」
新治窯

５ 須恵器 坏 － （1.7） ［6.7］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転糸切り　被熱 覆土中

10％　
墨書「□」　
新治窯

６ 須恵器 坏 － （3.9） － 長石・石英 浅黄 普通 ロクロナデ 覆土中
５％　PL30
新治窯
墨書「珎」カ

７ 須恵器 高台付坏［14.4］ 6.1 ［8.0］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ 床面 10％　
新治窯

８ 土師器 皿 ［12.8］（2.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 竈覆土下層 30％

９ 土師器 高台付皿［14.8］（2.6） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ 覆土中 50％

10 土師器 甕 14.2 （8.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ
ナデ 覆土下層 30％

第 41 表　第 428 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

は正位の状態で出土している。４は P ８の覆土中から出土している。８は竈の覆土下層から出土している。２・

５・６・９は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

　第 429 号竪穴建物跡（第 86・87 図　PL15）

位置 調査区北東部の B６h1 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 2.94 ｍ，短軸 2.87 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 20 ﾟ－ W である。壁高は 36 ～ 50 ㎝で，ほ

第 85 図　第 428 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 86 図　第 429 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D ／粘 C，締 A
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 A
４　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小 D・粒 D ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 A
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 D・粒 C，焼土小 D・粒 D ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
８　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，粘土粒 D ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大 D・中 B・小 B，粘土小 D ／粘 B，締 C
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 B・小 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム大 D・中 C・小 A ／粘 B，締 A

竈１土層解説　　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/1　褐灰　　ローム粒 D，焼土小 D，粘土粒 C ／粘 B，締 A
３　7.5YR4/1　褐灰　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/1　褐灰　　焼土小 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR5/4　 にぶい黄褐　炭化物 D，粘土粒 A ／粘 A，締 A
６　５YR3/1　 黒褐　　焼土中 D・粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　粘土小 A ／粘 B，締 A
８　５YR2/3　 極暗赤褐　焼土小 D・粒 C，炭化材 C ／粘 C，締 B
９　５YR3/3　 暗赤褐　焼土中 C・小 C・粒 C ／粘 C，締 A

竈２土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
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０ （1:3） 10㎝

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。壁溝は西壁際を巡っている。

竈　２か所。竈１は北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 95 ㎝で，燃焼部幅は 48 ㎝で

ある。右袖部は地山の上，左袖部は地山を削り出した上に粘土ブロックを含む第７層を積み上げて構築されて

いる。火床部は楕円形に地山を 15 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックや炭化材を含む第８・９層を埋土し整地

されている。火床面は第８・９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 54 ㎝ほど掘り込

まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。支脚は火床部の中央部に土器を転用して使用されている。

　竈２は東壁南寄りに付設されている。火床部の一部と煙道部のみが確認できた。火床部は地山を９㎝ほど掘

りくぼめ，焼土粒子とロームブロック含む第５層を埋土し整地されており，火床面は第５層上面と考えられる。

火床面は火熱による赤変はしていない。煙道部は壁外に 54 ㎝ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈２から竈 1 に作り替えられたものと考えられる。

ピット　３か所。P １は深さ 14 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ 14 ㎝

で，性格は不明である。

覆土　８層に分層できる。黒褐色土を主体とする層がレンズ状に堆積することから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 69 点（坏 16，高台付坏２，高台付皿３，小型甕１，甕類 47），須恵器片 52 点（坏７，

皿１，鉢１，甕類 43）が主に北東部の覆土上層から出土している。５は南壁際の覆土下層から斜位の状態で

出土している。７は竈１左袖前方部の覆土中層から出土している。４は竈１の火床面に逆位に据えられ，その

上に３，６，８，１，２，高台付坏の脚部片の順に重ねられて竈支脚として転用されている。

所見　時期は，出土土器から９紀後葉に比定できる。

第 87 図　第 429 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.4 4.2 5.3 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り 竈火床部支脚 100％　PL29

墨書「王」
２ 土師器 坏 14.4 4.8 ［7.5］ 長石・石英・赤色

粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ切り　内面黒色処理　 竈火床部支脚 90％　PL29

３ 須恵器 坏 12.8 4.1 5.6 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　被熱 竈火床部支脚 95％　PL29
新治窯

４ 土師器 高台付坏 15.2 5.7 8.5 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　内面黒色処理　 竈火床部支脚 95％　PL29

５ 須恵器 皿 13.6 2.8 4.9 長石・石英 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ち
ヘラ削り 覆土下層 100％　PL29

新治窯
６ 土師器 高台付皿［13.2］（3.5） － 長石・石英・雲母 橙 普通 皿部下端回転ヘラ削り　内面黒色処理 竈火床部支脚 60％　PL29

７ 土師器 高台付皿［13.6］ 3.2 6.2 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部外・内面黒色処理カ 覆土中層 50％

８ 土師器 小型甕 － （5.6） 7.2 長石・石英・赤色
粒子 にぶい褐 普通 体部下半ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部木葉痕 竈火床部支脚 20％

第 42 表　第 429 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 430 号竪穴建物跡（第 88・89 図　PL15）

位置 調査区南東部の C５b4 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 228・358 号土坑に掘り込まれている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 88 図　第 430 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化物 D，粘土中 D ／粘 B，締 B
２　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化物 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，粘土小 D ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　7.5YR3/1　黒褐　　焼土小 D・粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
２　５YR3/3　 暗赤褐　焼土大 D・小 D・粒 C，粘土粒 B ／粘 A，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　焼土大 B・粒 C，粘土粒 A ／粘 A，締 B
５　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土小 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B

７　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
９　５Y4/2 灰オリーブ　粘土小 A ／粘 A，締 A
10　５YR4/3　 にぶい赤褐　焼土小 C・粒 B ／粘 C，締 B
11　５YR3/1　 黒褐　　焼土小 D・粒 C ／粘 C，締 B

－ 95 －



第 43 表　第 430 号竪穴建物跡出土遺物一覧

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 14.2 4.5 6.0 長石・石英 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 床面 95％　PL29

新治窯

２ 須恵器 坏 ［12.5］ 3.9 6.5 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り後
多方向のヘラ削り 竈覆土中

50％　PL29
新治窯カ
墨書「□」

３ 土師器 椀 ［18.0］（6.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 床面 30％

０ （1:3） 10㎝

規模と形状　長軸 3.55 ｍ，短軸 3.36 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 11 ﾟ－ E である。壁高は 10 ～ 18 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から南壁部にかけて踏み固められている。床は地山を 10 ㎝ほど掘り下げ，ローム粒子

を含んだ第８層を埋土して構築されている。壁溝は北壁を除いてほぼ巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 83 ㎝で，燃焼部幅は 39 ㎝である。両袖部は

地山の上に粘土ブロックを含む第９層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を６㎝ほど掘りく

ぼめ，焼土ブロックを含む第 10・11 層を埋土し整地されている。火床面は第 10 層上面で，火熱を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に 60 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　３か所。P １は深さ 32 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ

14・30 ㎝で性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。黒褐色土を主体とする層がレンズ状に堆積することから，自然堆積である。第２層

は竈の粘土等が流れ出したものである。

遺物出土状況　土師器片 43 点（坏 12，椀１，高台付坏１，甕類 28，甑１），須恵器片 27 点（坏５，甕類

22），鉄滓１点が散在した状態で出土している。１は東壁部付近から逆位の状態で，３は南東コーナー部の床

面からそれぞれ出土している。２は竈覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

　第 431 号竪穴建物跡（第 90・91 図　PL16）

位置 調査区北東部の C５b6 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 2.30 ｍ，短軸 2.27 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 51 ﾟ－ W である。壁高は 24 ～ 35 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を 14 ㎝ほど掘り下げ，ローム粒子

を含んだ第６層を埋土して構築されいる。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 75 ㎝で，燃焼部幅は 50 ㎝である。火床部

第 89 図　第 430 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 96 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 [20.8] （14.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ
ナデ 床面 30％

２ 須恵器 甕 － （15.0）［14.2］長石・石英 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き　下端ヘラ削り　内面
ヘラナデ　当て具痕　底部ヘラ削り 覆土下層 10％　

新治窯カ

第 44 表　第 431 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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は楕円形に地山をわずかに掘りくぼめ使用されている。火床面は火熱を受けてわずかに赤変している。煙道部

は壁外に 46 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　３か所。P １は深さ８㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ 12・

20 ㎝で，性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。南側から暗褐色土を主体とする層が流れ込み自然堆積している。竈前方部から北部

の粘土は，竈の粘土等が流れ出したものである。

遺物出土状況　土師器片３点（甕類），須恵器片６点（坏１，甕類５）が覆土中から出土している。１は竈前

方部の床面，２は西コーナー部壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀代に比定できる。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 90 図　第 431 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 D・小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒Ｂ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒Ｃ，粘土粒Ｃ／粘 B，締 B
２　10YR7/4　 にぶい黄褐　炭化粒 D，粘土小Ｂ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒Ｃ，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

５　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
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０ （1:3） 10㎝

　第 432 号竪穴建物跡（第 92・93 図　PL16）

位置 調査区南東部の D６j5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.54 ｍ，短軸 3.32 ｍの方形で，主軸方向はＮ－６ﾟ－ E である。壁高は７～ 18 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。竈前方部にわずかにくぼみがある。壁溝は全

周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 94 ㎝で，燃焼部幅は 52 ㎝である。火床部は

楕円形に地山を 13 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第９・10 層を埋土し整地されている。火床面は第

９・10 層上面で，火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外に 43 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立

ち上がっている。

ピット　７か所。P １～ P ４は深さ 12 ～ 21 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 15 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 10・12 ㎝で性格は不明である。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックが多く含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 27 点（坏５，甕類 22），須恵器片 26 点（坏 11，鉢１，甕類 14），土製品１点（支脚）

が全域の覆土中から出土している。２は竈火床部から逆位の状態で出土している。４は竈の火床面に逆位に据

えられ，その上に３の破片等が置かれ竈の支脚として転用されている。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

第 91 図　第 431 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.8］（3.7） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 10％

２ 須恵器 坏 15.6 4.8 7.6 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　被熱 竈火床部 90％　PL30
新治窯

３ 須恵器 鉢 － （15.7） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面格子目叩き　内面ヘラナデ　当て具痕
被熱 竈火床部支脚 ５％　

新治窯
４ 土師器 甕 － （10.6） 8.1 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部ナデ 竈火床部支脚 20％　PL29

第 45 表　第 432 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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第 92 図　第 432 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中 D・粒 C ／粘 C，締 A
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D，粘土粒 D，黒色土粒 C ／粘 C，締 B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 C
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 B ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 D・小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，炭化物 D，粘土小 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
７　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
９　５YR3/2　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
10　10YR4/3　 にぶい黄褐　焼土小 B・粒 B ／粘 C，締 A
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０ （1:3） 10㎝

　第 433 号竪穴建物跡（第 94 図　PL16・17）

位置 調査区北東部の C４a3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.25 ｍ，短軸 3.06 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 27 ﾟ－ W である。壁高は 10 ～ 16 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は北壁部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 83 ㎝で，燃焼部幅は 50 ㎝である。両袖部は

地山を掘り込み粘土ブロックを含む第４層を張り付けて構築されている。火床部は楕円形に地山を５㎝ほど掘

りくぼめ，焼土ブロックを含む第５層を埋土し整地されている。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤変し

ている。煙道部は壁外に 44 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　１か所。P １は深さ 20 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　７層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 49 点（坏８，高台付坏１，高台付椀１，甕類 39），須恵器片 25 点（坏 16，高台付坏１，

甕類８），椀形滓１点が主に竈覆土中と北東部覆土中から出土している。３は中央部の床面から出土している。

２は北東コーナー部の壁溝から逆位の状態で出土している。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第 93 図　第 432 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 [17.0] 4.8 ［9.4］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理
底部ヘラ削り　 覆土中 20％

２ 土師器 高台付椀［16.0］ 5.2 8.0 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理
底部回転ヘラ削り 壁溝 60％　PL30

３ 須恵器 甕 ［23.4］（16.0） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面格子目叩き　内面当て具痕　酸化焔焼成 床面 30％
新治窯

第 46 表　第 433 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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第 94 図　第 433 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
４　５Y4/3 暗オリーブ　粘土小Ｂ／粘 B，締 B
５　５YR4/4　 にぶい赤褐　焼土小Ｃ・粒Ｂ／粘 C，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
６　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
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　第 434 号竪穴建物跡（第 95・96 図　PL17）

位置 調査区北東部の B４j9 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 46 号溝に掘り込まれている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 95 図　第 434 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム大 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　炭化粒 D ／粘 B，締 B  

竈土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 B，締 B

６　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土小 B ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 D ／粘 B，締 B
８　５Y4/2 灰オリーブ　粘土小 A ／粘 B，締 A
９　５YR3/4　 暗赤褐　焼土中 B・粒 B ／粘 C，締 A
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０ （1:3） 10㎝

規模と形状　長軸 4.24 ｍ，短軸 3.94 ｍの方形で，主軸方向はＮ－４ﾟ－Ｗである。壁高は 10 ～ 30 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は地山を６～ 21 ㎝ほど掘り下げ，ローム

ブロックを含んだ第５層を埋土して構築されている。壁溝は，東壁に巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 122 ㎝で，燃焼部幅は 48 ㎝である。袖部は

右袖部のみが残存しており，地山を掘り込み粘土ブロックを含む第８層を貼り付けて構築されている。火床部

は不整楕円形に地山を 10 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含む第９層を埋土し整地されている。火床面は

第９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 77 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 23 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 12 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 10 ㎝で性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。竈から流出した第２層が堆積後，ロームブロックを含む第３層が埋め戻され，その

後黒褐色土を主体とする第１層が自然堆積している。

遺物出土状況　土師器片 51 点（坏 12，高台付椀 1，皿２，甕類 36），須恵器片 61 点（坏６，高台付坏３，甕

類 52），土製品１点（羽口），金属製品１点（不明鉄製品），鉄滓５点が主に北側の覆土中から出土している。

２は東壁際，６は竈前方部，７は北壁際の床面からそれぞれ出土している。５は竈前方部の床面と竈火床部か

ら出土した破片が接合している。１は竈前方部の覆土中層から出土している。３・４は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第 96 図　第 434 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 47 表　第 434 号竪穴建物跡出土遺物一覧

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.6］（4.1） ［7.0］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部ヘラ削り 覆土中層 40％　PL30

墨書「□福」
２ 須恵器 高台付坏 － （1.8） 7.7 長石・石英 灰黄 普通 内底面に墨痕　底部回転ヘラ削り　転用硯 床面 10％　PL30

新治窯
３ 土師器 高台付椀 14.8 5.7 8.1 長石・石英 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　底部一方向の手持ちヘラ削り 覆土中 50％　PL30

４ 土師器 皿 ［13.6］（2.1） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土中 10％　PL30
墨書「□」

５ 須恵器 甕 － （12.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面縦位の平行叩き　内面ヘラナデ　被熱 床面

竈火床部
10％
新治窯

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 不明鉄製品 （2.7） （1.2） 0.3～0.4（2.49） 鉄 両端欠損　断面長方形 床面

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 羽口 （12.5） （6.8） 3.0 （306.50）長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 径 6.5 ～ 7.0　孔径 2.5 ～ 2.7　先端部溶解ガラス化 床面 PL32

A A′
25.8m

D D′
25.8m

E E′
25.8m

A
A′

D

D′

E E′

G
　
　 25

.4
m

  
G
′

B
B
′

25
.8

m

C
C
′

25
.8

m

F
F′

25
.8

m

G
G
′

B
B
′

C

C
′

F

F′

２

１

３ ４ ５

１

１

４
３ ５

６

３ ２

５ ６

２

１ １

２

Ｂ５g5

Ｐ１

Ｐ２
Ｐ３

Ｐ４

SK191

SI 437

SK342SI 437

７
９

８
10

７

９

８

10

　第 435 号竪穴建物跡（第 97 ～ 99 図　PL17）

位置 調査区北東部の B５g5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

０ （1:60） ２m

第 97 図　第 435 号竪穴建物跡実測図 ⑴

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，粘土小Ｄ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D・小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.1 4.0 5.9 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部ヘラ削り　被熱　支脚に転用 竈覆土下層 95％　PL30

２ 土師器 坏 ［14.1］ 3.9 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処

理　底部回転ヘラ削り　被熱　支脚に転用 竈火床面 80％

第 48 表　第 435 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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重複関係　第 437 号竪穴建物跡，第 342 号土坑を掘り込み，第 190・191 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.48 ｍ，短軸 3.00 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７ﾟ－ W である。壁高は 15 ～ 28 ㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。床は地山を６～ 10 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロックを含んだ第

６層を埋土して構築されている。壁溝は確認できた範囲で，西壁部から南東コーナー部にかけて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 96 ㎝で，燃焼部幅は 65 ㎝である。両袖部は

地山を掘り込み粘土ブロックを含む第 11 層を貼り付けて構築されている。火床部は楕円形に地山を８㎝ほど

掘りくぼめ，焼土ブロックやローム粒子を含む第 12 層を埋土し整地されている。火床面は第 12 層上面で，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 52 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　４か所。P １～ P ４は深さ 26 ～ 70 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　５層に分層できる。竈から流出した第４層が堆積した後，ロームブロックを含む第１～３層が埋め戻さ

れている。

遺物出土状況　土師器片 119 点（坏 26，高台付坏１，高台付皿２，甕類 90），須恵器片 100 点（坏 30，高台

付坏２，甕類 65，甑３），金属製品１点（鍬先）が主に覆土上層から出土している。７・９は南壁際の床面か

らそれぞれ出土している。９は竈火床面から出土した破片と接合している。10 は西壁際覆土下層から出土し

ている。８は北壁西側の壁際と竈の覆土下層から出土した破片が接合している。４は竈の火床面に逆位に据え

られ，その上に２が重ねられて竈の支脚として転用されている。１は支脚から崩れた状態で竈覆土下層から出

土しているが，４，２，１の順に重ねて支脚として転用されていたものと考えられる。３・５・６は覆土中か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 98 図　第 435 号竪穴建物跡実測図 ⑵

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土中 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土小 C，粘土小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土中 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B

７　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 B，炭化物 D ／粘 B，締 B
８　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
10　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 B，締 B
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，粘土小 B ／粘 B，締 A
12　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 鍬先 11.3 9.0 1.1～1.5（59.30） 鉄 刃幅３㎝以上　耳部外反せず　刃先大きく湾曲　断面 Y 字状 覆土下層 PL34

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 土師器 坏 ［13.0］ 3.6 5.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　底部一方向の手持ちヘラ削り　 覆土中 40％

４ 須恵器 坏 13.5 4.5 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部一方向の手持ちヘ

ラ削り　被熱　支脚に転用 竈火床面 95％　PL30
新治窯

５ 須恵器 坏 14.2 4.0 ［6.9］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 覆土中 50％

新治窯
６ 須恵器 坏 － （2.6） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％　PL30

墨書「□」
７ 土師器 高台付皿 13.1 3.6 7.2 長石・石英 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り後高台貼付　内面ヘラ磨

き　黒色処理　底部回転ヘラ削り 床面 60％

８ 土師器 甕 － （6.3） ［7.8］ 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部木葉痕 覆土下層

竈覆土下層 10％

９ 須恵器 甕 － （15.8） － 長石・石英 灰黄褐 普通 櫛歯状工具による波状文 床面
竈火床面

５％　PL30
新治窯

０ （1:3） 10㎝

第 99 図　第 435 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

1 土師器 坏 ［15.8］ 4.6 7.4 長石・石英・赤色
粒子 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　底部一方向の手持ちヘラ削り 床面 40％　PL30

第 49 表　第 436 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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　第 436 号竪穴建物跡（第 100 図　PL17）

位置 調査区南東部の D７b2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　東部が調査区域外に延びているため，南北軸は 2.55 ｍで，東西軸は 1.23 ｍしか確認できなかった。

主軸方向はＮ－ 12 ﾟ－ W で，方形または長方形と推定できる。壁高は 16 ～ 24 ㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦で，全面が踏み固められている。確認できた範囲で壁溝は全周している。

竈　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 70 ㎝で，燃焼部幅は左側 17 ㎝しか確認できなかっ

た。左袖部は地山を削り残して基部とし，その上に粘土ブロックやロームブロックを含む第７～９層を積み上

げて構築されている。火床部は地山を８㎝ほど掘りくぼめ，粘土ブロックを含む第 10 層を埋土し整地されて

いる。火床面は第 10 層上面で，火熱を受けてわずかに赤変している。煙道部は壁外に 42 ㎝ほど掘り込まれ，

火床面から外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含む層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 30 点（坏９，高台付坏１，甕類 20），須恵器片９点（坏６，盤１，甕類２）が南側

の覆土中から出土している。１は西壁際の床面から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

０ （1:3） ５㎝０ （1:30） １m

第 100 図　第 436 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 D，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土中 D，炭化物 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C，粘土粒 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 B ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 A
８　2.5Y4/3 オリーブ褐　　ローム粒 C，粘土小 A ／粘 B，締 A
９　2.5Y3/3 暗オリーブ褐　　ローム小 C・粒 C，粘土小 B ／粘 B，締 A
10　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，粘土小 C ／粘 B，締 A
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　第 437 号竪穴建物跡（第 101・102 図　PL18）

位置 調査区北東部の B５g5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 435 号竪穴建物，第 190・191 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 435 号竪穴建物に掘り込まれているため，南北軸は 2.82 ｍで，東西軸は 3.22 ｍしか確認でき

なかった。主軸方向はＮ－ 75 ﾟ－ E で，長方形と推定できる。壁高は 20 ～ 32 ㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 88 ㎝で，燃焼部幅は 44 ㎝である。火床部は

楕円形に地山を９㎝ほど掘りくぼめ，焼土粒子を含む第６層を埋土し整地されている。火床面は第６層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に49㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 101 図　第 437 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土小 D・粒 D，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D，焼土小 D・粒 C，炭化材 D ／粘 C，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，粘土小 C ／粘 B，締 B

４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，焼土小 C・粒 C，炭化材 D，粘土小 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 B，炭化材 D ／粘 C，締 B
６　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 B ／粘 C，締 B

土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.8］ 4.4 6.5 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り 竈覆土下層 30％

新治窯
２ 土師器 甕 ［22.8］（6.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ

ナデ
竈煙道部
覆土下層 10％

第 50 表　第 437 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

ピット　７か所。P １～ P ４は深さ 12 ～ 27 ㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 15 ㎝で，配置

から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 18・19 ㎝で性格は不明である。

覆土　単一層である。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 22 点（坏３，甕類 19），須恵器片５点（坏４，甕類１）が覆土中から出土している。

２は竈煙道部覆土下層，１は竈覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

　第 438 号竪穴建物跡（第 103・104 図　PL18）

位置 調査区南東部の D６f1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 443 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.53 ｍ，短軸 3.34 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 30 ﾟ－ E である。壁高は５～ 19 ㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈前方部から中央部が踏み固められている。壁溝は北東コーナー部から北西コーナー部を除いて

巡っている。

竈　北壁の北東コーナー部寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 87 ㎝で，燃焼部幅は 54 ㎝ほ

どである。両袖部は確認できなかった。火床部は楕円形に地山を 10 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土粒子を含む第７

層を埋土し整地されている。火床面は第７層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 72 ㎝

ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 28 ～ 53 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 35 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分層できる。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 129 点（坏 31，高台付椀１，皿１，甕類 96），須恵器片 53 点（坏 25，高台付坏３，

甕類 25）が北西側の覆土中から出土している。１は北壁部の床面から正位の状態で出土している。４は北西

部の覆土下層から出土している。３・５は竈火床部の覆土下層から出土している。２は覆土中から出土してい

る。

第 102 図　第 437 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.3 3.9 7.0 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処
理　底部一方向の手持ちヘラ削り 床面 95％　PL30

墨書「今」
２ 土師器 坏 － （2.0） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　 覆土中 ５％
墨書「□」

３ 須恵器 坏 ［16.6］（4.0） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 ロクロナデ　 竈覆土下層 30％
新治窯

４ 土師器 高台付椀［15.2］ 5.7 7.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　外面口縁部・内面黒色処理　底

部回転ヘラ削り 覆土下層 30％

５ 土師器 甕 ［19.4］［31.0］ 8.3 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通
口縁部外・内面横位のナデ　体部外面上半ヘラ
ナデ　粘土付着　下半ヘラ削り　内面ヘラナデ
底部木葉痕

竈覆土下層 40％　PL30

第 51 表　第 438 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 103 図　第 438 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説　（各ピット共通）　
１　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　焼土小 D・粒 D，炭化材 D，粘土小 B ／粘 B，締 A
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
３　５YR3/4　 暗赤褐　焼土小 C・粒 C，粘土小 C ／粘 C，締 B
４　５YR3/1　 黒褐　　焼土粒 C，粘土小 C ／粘Ｃ，締Ｂ

５　５YR3/6　 暗赤褐　焼土小 C・粒 B，粘土小 C ／粘 C，締 B
６　５YR3/3　 暗赤褐　焼土小 D・粒 C，粘土小 C ／粘Ｃ，締Ｂ
７　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
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０ （1:3） 10㎝

　第 439 号竪穴建物跡（第 105・106 図　PL18）

位置 調査区東部の C６i6 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.63 ｍ，短軸 3.54 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 18 ﾟ－ W である。壁高は 22 ～ 27 ㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦で，竈前方部から中央部と東壁・南壁の一部にかけて踏み固められている。床は地山を 12 ㎝ほど掘

り下げ，ローム粒子を含んだ第８層を埋土して構築されている。壁溝は北壁東側を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 103 ㎝で，燃焼部幅は 57 ㎝である。両袖部

は地山を削り残して基部とし，その上に粘土を含む層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を

10 ㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックを含んだ第 10 層を埋土し整地されている。火床面は第 10 層上面で，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 40 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　３か所。P １は深さ 20 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ２・P ３は深さ

12・14 ㎝で，性格は不明である。

第 104 図　第 438 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 105 図　第 439 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，焼土粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D，炭化粒 D，粘土粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
７　7.5YR4/6　褐　　　ローム小 D・粒 B ／粘 B，締 B
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 A

ピット土層解説（各ピット共通）　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化物 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
５　５YR3/3　 暗赤褐　ローム小 C，焼土小 B，炭化物 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
６　５YR3/4　 暗赤褐　ローム小 C，焼土大 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
７　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土中 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　５YR3/2　 暗赤褐　ローム粒 D，焼土中 B，粘土中 D ／粘 B，締 B
９　５YR3/4　 暗赤褐　ローム粒 C，焼土中 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
10　５YR2/2　 黒褐　　焼土小 D・粒 C ／粘 C，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.5 5.0 5.9 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち
ヘラ削り　被熱　支脚に転用 竈火床面 95％　PL30

新治窯

第 52 表　第 439 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝０ （1:1） ２cm

覆土　７層に分層できる。第１層は黒色土の自然堆積である。竈の粘土が流出した第５層が堆積した後，第２

～４・６層が埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 108 点（坏７，甕類 101），須恵器片 131 点（坏 38，高台付坏１，蓋５，鉢１，長頸

瓶１，甕類 85），土製品１点（支脚），石器１点（砥石），金属製品２点（責金具，手鎌），銭貨１点（神功開寳）

が主に北側の覆土中から出土している。２は北東コーナー部から正位の状態で，３は西壁部，４は東壁部，７

は西壁際，８は東壁際，９は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。１は竈の火床面に逆位に据え

られた状態で出土していることから，支脚に転用されたものと考えられる。５は竈覆土下層から出土した破片

が接合している。６は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

第 106 図　第 439 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 113 －



番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 砥石 6.6 2.6 2.9 43.80 凝灰岩 砥面２面　正面に段差あり 覆土中 PL35

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 須恵器 高台付坏 15.8 6.4 9.7 長石・石英・黒色
湧出物 褐灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 床面 95％　PL30

堀之内窯カ

３ 須恵器 蓋 － （3.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 天井部回転ヘラ削り　被熱 床面 ５％　
新治窯

４ 須恵器 鉢 － （12.0） － 長石・石英 灰黄褐 普通 外面擬格子目叩き　内面ヘラナデ　当て具痕 床面 10％　
新治窯カ

５ 土師器 甕 － （15.4） 8.4 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 外面ヘラ磨き　粘土付着　内面ヘラナデ　底部
木葉痕 竈覆土下層 20％

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 神功開寳 2.41 0.51 0.19 2.19 銅 765 年 真書　無背銭 床面 PL35

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 責金具 3.5 1.8 0.3 4.51 銅 楕円状　つぎ目１か所　断面楕円形 床面 PL33

８ 手鎌 （5.5） （2.1） （0.2）（7.12） 鉄 刃部・柄部欠損　刃部断面三角形 床面 PL34
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　第 440 号竪穴建物跡（第 107 ～ 109 図　PL18）

位置 調査区北東部の B６g4 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

０ （1:60） ２m

第 107 図　第 440 号竪穴建物跡実測図 ⑴

土層解説　　
１　7.5YR2/1　黒　　　ローム粒 D ／粘 A，締 B
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D，焼土小 D・粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D ／粘 A，締 B
７　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D，焼土小 D・粒 C ／粘 B，締 B

８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 A，締 B
９　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒 C ／粘 A，締 B
10　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
12　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B
13　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 A

ピット土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

－ 114 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［14.0］ 4.3 ［6.9］ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り 覆土下層 20％
新治窯

２ 須恵器 高台付坏［13.4］ 5.4 8.4 長石・石英・黒色
湧出物 灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 覆土下層 80％

堀之内窯カ

３ 須恵器 高台付坏［14.3］ 6.3 ［7.5］ 長石・細礫 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り 覆土下層 60％
浜ノ台窯カ

４ 須恵器 蓋 ［17.8］ 4.3 － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 天井部回転ヘラ削り　酸化焔焼成 覆土中 40％　PL31
新治窯

５ 須恵器 盤 18.3 4.2 10.4 長石・石英・雲母 黒褐 普通 ロクロナデ　底部ナデ 覆土下層
95％　PL31
新治窯
墨書「厨」

６ 須恵器 鉢 ［35.5］（17.2） － 長石・石英・雲母 灰 普通 楕円形に歪む　外面擬格子目叩き　内面当て具
痕 覆土下層 30％　PL31

新治窯
７ 須恵器 長頸瓶 － （1.3） － 緻密・黒色粒子 灰白 良好 外・内面に自然釉 覆土下層 ５％

８ 土師器 甕 ［22.8］（9.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ
ナデ 覆土中 10％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 紡錘車 （9.2） （0.6） 0.3～0.5（6.86） 鉄 軸部　断面四角形 竈覆土上層 PL33

10 兵庫鎖 （4.3） （4.1） （0.8）（11.20） 鉄 裏面剥離 覆土下層 PL33

第 53 表　第 440 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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規模と形状　長軸 4.20 ｍ，短軸 4.12 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 10 ﾟ－ W である。壁高は 48 ㎝で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認できなかった。床は地山を 18 ㎝ほど掘り下げ，ロームブロックを含んだ

第 13 層を埋土して構築されいる。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 144 ㎝で，燃焼部幅は 44 ㎝である。両袖部

はほとんど残存していない。左袖部に一部粘土ブロックが残る。火床部は楕円形に地山を 23 ㎝ほど掘りくぼ

め，ロームブロックを含む第５層を埋土し整地されている。火床面は第５層上面で，赤変硬化していない。煙

道部は壁外に 53 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　１か所。P １は深さ 21 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　12 層に分層できる。黒褐色土を主体とする層がレンズ状に堆積することから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 445 点（坏 21，高台付坏２，高台付皿１，甕類 421），須恵器片 100 点（坏 28，高台

付坏４，蓋５，盤１，鉢１，長頸瓶１，甕類 59，甑１），金属製品２点（紡錘車，兵庫鎖），鉄滓１点が主に

西側の覆土下層から出土している。１は中央部南東側，２・６は中央部北西側，３は中央部東側，５は北東コ

ーナー部，７・10 は中央部付近の覆土下層からそれぞれ出土している。２は正位，５は斜位の状態で出土し

ている。９は竈覆土上層から出土している。４・８は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

０ （1:30） １m

第 108 図　第 440 号竪穴建物跡実測図 ⑵

竈土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化材 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C，炭化材 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化物Ｄ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

－ 115 －



０ （1:3） 10㎝

　第 441 号竪穴建物跡（第 110 図）

位置 調査区北東部の B６c4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　上面が削平されているため，南北軸は 4.95 ｍ，東西軸は 4.00 ｍと推定した。主軸方向はＮ－ 17 ﾟ

－ W で，長方形と推定できる。

床　床面は残存しておらず，掘方しか確認できなかった。掘方には，焼土粒子を含んだ第１層が埋土されている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 31 ～ 34 ㎝で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 30 ㎝で，

配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況　土師器片２点（坏，高台付坏）が P １と P ４の覆土中から出土している。出土土器は細片の

第 109 図　第 440 号竪穴建物跡出土遺物実測図

－ 116 －
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ため図示できない。

所見　時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

　第 442 号竪穴建物跡（第 111 図　PL19）

位置 調査区南東部の D７j3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 2.90 ｍ，短軸 2.73 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 22 ﾟ－ E である。壁高は 38 ～ 45 ㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竈前方部から中央部にかけて踏み固められている。

竈　北壁中央部に付設されている。煙道部と火床部しか残存していない。規模は焚口部から煙道部まで 40 ㎝

で，燃焼部幅は不明である。火床部は地山を楕円形に 26 ㎝ほど掘りくぼめ，ロームブロックを含んだ第３・

４層を埋土し整地されている。火床面は確認できなかった。煙道部は壁外に 24 ㎝ほど掘り込まれ，外傾して

立ち上がっている。

ピット　１か所。P １は深さ 42 ㎝で，規模と硬化面との位置関係から出入口施設に伴うピットと考えられる。

０ （1:60） ２m

第 110 図　第 441 号竪穴建物跡実測図

土層解説　　
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物Ｄ／粘 C，締 C

ピット土層解説（各ピット共通）　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 A ／粘 A，締 B
４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 B ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中 D・粒 C ／粘 B，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

－ 117 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （1.1） 6.0 長石・石英・黒色
湧出物 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り 覆土下層 10％　

堀之内窯カ

２ 須恵器 甕 － （5.2） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 外・内面ナデ　酸化焔焼成 覆土中 ５％　
新治窯

第 54 表　第 442 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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覆土　６層に分層できる。ロームブロック等を含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 10 点（坏６，甕類４），須恵器片 17 点（坏１，蓋３，甕類 13），灰釉陶器片１点（長

頸瓶）が出土している。１は中央部の覆土下層から出土している。２は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

０ （1:3） 10㎝

第 111 図　第 442 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説　
１　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 D ／粘 B，締 B

竈土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C，黒色土小 B ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム大 B・粒 B，黒色土小 B ／粘 B，締 B

－ 118 －
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　第 443 号竪穴建物跡（第 112 図）

位置 調査区南東部の D６f1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 438 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.35 ｍ，短軸 2.15 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 31 ﾟ－ E である。

床　平坦で，竈１の前方部から中央部にかけて踏み固められている。床は，地山を８㎝ほど掘り下げ，ローム

粒子を含む第３層を埋土して構築されている。

竈　竈１は北壁西寄りに付設されている。火床部の一部と煙道部のみが確認できた。撹乱を受けているため，規

模は焚口部から煙道部まで 96 ㎝しか

確認できなかった。燃焼部幅は 70 ㎝

である。火床部は楕円形に地山をわず

かに掘りくぼめて使用されている。火

床面は，火熱を受けてわずかに赤変し

ている。煙道部は壁外に 56 ㎝ほど掘

り込まれ，火床面から外傾して立ち上

がっている。

竈２は東壁中央部に付設されてい

る。火床部の一部と煙道部のみが確認

できた。火床部は楕円形に地山を 13 ㎝

ほど掘りくぼめてロームブロックを含

む第２層を埋土し整地されている。火

床面は，赤変硬化していない。煙道部

は壁外に 68 ㎝掘り込まれ，外傾して

立ち上がっている。竈１と竈２の新旧

関係は不明である。

覆土　２層に分層できる。覆土上面は

第 438 号竪穴建物に掘り込まれてお

り，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片４点（甕類），

須恵器片３点（坏２，甕類１）が出土

している。出土土器は細片のため図示

できない。

所見　時期は，重複関係から９世紀後

葉以降と考えられる。竈の位置関係か

ら第 438 号竪穴建物跡は建て替えの可

能性がある。

　第 444 号竪穴建物跡（第 113 図）

位置 調査区北東部の B５f2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

０ （1:30） １m

０ （1:60） ２m

第 112 図　第 443 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

竈 1土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　５YR5/6　 明赤褐　ローム粒 D，焼土粒 B，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物 D ／粘 B，締 B

竈２土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，焼土小 C ／粘 B，締 B

－ 119 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.8］（3.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土中 10％

２ 須恵器 皿 ［13.8］ 1.9 7.1 長石・石英・雲母 浅黄 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中 50％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 刀子 （3.8） （0.8） 0.2 （3.00） 鉄 刃部両端欠損　断面三角形 床面

第 55 表　第 444 号竪穴建物跡出土遺物一覧
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０ （1:3） 10㎝

重複関係　第 343 ～ 345 号土坑，第 48 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外に延びているため，東西軸は 3.48 ｍで，南北軸は 2.70 ｍしか確認できなかった。

主軸方向はＮ－ 24 ﾟ－ W で，方形または長方形と推定できる。壁高は 10 ～ 36 ㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　１か所。P １は深さ 22 ㎝で，配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックが含まれる層が不規則に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏 12，甕類 11），須恵器片５点（坏２，皿１，甕類２），金属製品２点（刀子）

が出土している。３は中央部東側の床面から出土している。１・２は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

第 113 図　第 444 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 B・粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C・粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 C
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 C
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B

ピット土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 C

－ 120 －
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　第 445 号竪穴建物跡（第 114・115 図　PL19）

位置 調査区北東部の C５d3 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 3.82 ｍ，短軸 3.42 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 36 ﾟ－ W である。壁高は 13 ～ 20 ㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，北壁から南壁及び東壁中央部にかけて踏み固められている。床は地山を６～ 22 ㎝ほど掘りくぼ

め，ロームブロックや焼土粒子を含む第 10 層を埋土して構築されている。壁溝は全周している。

竈　北壁ほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 122 ㎝で，燃焼部幅は 48 ㎝である。両

袖部は地山の上に粘土ブロックを含む第６層を積み上げて構築されている。火床部は楕円形に地山を７㎝ほど

掘りくぼめ，焼土粒子・焼土ブロックを含む第７・８層を埋土し整地されている。火床面は第８層上面で，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 30 ㎝ほど掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

覆土　９層に分層できる。不規則な堆積状況から，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 98 点（坏 10，高台付皿１，甕類 87），須恵器片 37 点（坏 12，鉢１，甕類 24），鉄滓

１点が主に北西部の覆土中から出土している。２・６は竈前方部の床面から出土している。１は北東コーナー

部壁際，４は北西コーナー部壁際の覆土下層から出土している。５は竈前方部の床面と北西コーナー部の覆土

下層から出土した破片が接合している。３は竈覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

第 114 図　第 445 号竪穴建物跡実測図

土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 C ／粘 B，締 A
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 A
５　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，粘土小 B ／粘 A，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D，粘土小 C ／粘 B，締 B
８　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
９　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
10　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B，焼土粒 C ／粘 B，締 A

－ 121 －



第 56 表　第 445 号竪穴建物跡出土遺物一覧

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.7］ 5.0 7.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　底部回転糸切り 覆土下層 90％　PL31

墨書「林寺」
２ 須恵器 坏 13.8 4.5 6.2 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 床面 90％　PL30
新治窯

３ 土師器 高台付皿［13.8］（1.6） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理　底部回転糸切り後ナデ 竈覆土中 40％

４ 須恵器 鉢 ［37.0］（6.3） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 外・内面ナデ 覆土下層 10％　
新治窯

５ 土師器 甕 19.2 （16.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ

ナデ
床面

覆土下層 50％

６ 土師器 甕 ［17.8］（12.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　体部外・内面ヘラ

ナデ 床面 20％
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０ （1:3） 10㎝

０ （1:30） １m

第 115 図　第 445 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C・粒 B，粘土小 C ／粘 B，締 C
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 D，焼土粒 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR2/3　 黒褐　　ローム小 D・粒 C，焼土小 C・粒 C，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
４　10YR4/1　 褐灰　　ローム小 D・粒 D，焼土中 C・小 B・粒 B，粘土小 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 C，焼土中 C・小 B ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　粘土小 A ／粘 B，締 A
７　５YR3/3　 暗赤褐　焼土粒 C ／粘 C，締 B
８　５YR4/2　 灰褐　　焼土小 C・粒 C ／粘 C，締 B

－ 122 －
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　第 446 号竪穴建物跡（第 116・117 図　PL19）

位置 調査区南東部の D５j1 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 362 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.63 ｍ，短軸 3.20 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 36 ﾟ－ E である。壁高は 24 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。竈右袖部から北東コーナー部にかけて地山を削った棚状の高ま

りが構築されている。

竈　北壁ほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 74 ㎝で，燃焼部幅は 52 ㎝である。両袖

部は第８層の一部と地山の上にロームブロックを含む第７層を積み上げ構築されている。火床部は楕円形に地

山を６㎝ほど掘りくぼめ，焼土ブロックやロームブロックを含む第８層を埋土して，床面に向かって若干傾斜

０ （1:60） ２m

０ （1:30） １m

第 116 図　第 446 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 C ／粘 A，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 B ／粘 A，締 B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 C ／粘 A，締 B

土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B・粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小 C・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム小 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 C
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B・粒 B，焼土粒 C ／粘 B，締 B

竈土層解説
１　10YR5/1　 褐灰　　ローム小 C・粒 D，焼土小 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/1　 褐灰　　ローム粒 D，焼土小 C・粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C・粒 B，焼土小 D・粒 C ／粘 B，締 B

５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C・粒 C，焼土中 C・小 B・粒 B ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D，焼土粒 D ／粘 B，締 C
７　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 A
８　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 D・粒 C，焼土小 C・粒 C ／粘 C，締 B

－ 123 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.8］（3.7） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理 覆土中 10％

２ 須恵器 坏 ［13.6］（4.0） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　 覆土中 ５％

３ 土師器 高台付皿 － （1.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土下層 20％

４ 土師器 甕 ［21.8］（20.2） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面横位のナデ　外面ヘラナデ　下
半ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　 竈覆土下層 60％

番号 器　種 径 孔径 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 紡錘車 4.1 ～ 4.2 0.9 2.4 （44.80） 凝灰岩 上・下面研磨　側面削り整形後研磨 覆土上層 PL35

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 刀子 （10.4） （2.3） 0.2 （15.60） 鉄 両端部中央部欠損 覆土中 PL34

第 57 表　第 446 号竪穴建物跡出土遺物一覧

０ （1:3） 10㎝

をつけ整地されている。火床面は第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 12 ㎝ほど

掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　２か所。P １・P ２は深さ９・17 ㎝で，性格は不明である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多く含まれることから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 74 点（坏 18，高台付皿１，甕類 55），須恵器片 71 点（坏 18，高台付坏３，甕類 50）

石製品１点（紡錘車），金属製品１点（刀子），鉄滓２点が北側の覆土中から出土している。３は竈前方部の覆

土下層，５は北東コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土している。４は竈覆土下層から出土した破片が接合

している。１・２・６は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第 117 図　第 446 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

395 D６j7 Ｎ－ 14°－Ｅ 方 形 3.65 × 3.48 22 ～ 30 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，灰

釉陶器，金属製品 ９世紀後葉 SI419 →本跡
→ SD37

396 D６e7 Ｎ－ 96°－ W 方 形 3.45 × 3.21 11 平坦 全周 － ２ ２
西壁
北壁
東壁

－ 人為 土師器，須恵器，土
製品，石器 ９世紀中葉

397 D７d3 Ｎ－８°－ W［方形・長方形］ 3.23 ×（3.10）33 ～ 40 平坦 ほぼ
全周 ２ １ － 北壁 － 人為

自然
土師器，須恵器，石
器，金属製品 ９世紀前葉 SI411 →本跡

→ SK130，SD40
398 D６d2 Ｎ－ 26°－Ｅ［方形・長方形］ 2.23 ×（1.76）５～ 12 平坦 － １ １ － 北壁 － 人為

自然
土師器，須恵器，金
属製品，瓦 ９世紀後葉 SI399 →本跡

399 D６d3 Ｎ－ 36°－Ｅ 長 方 形 4.21 × 3.81 ８～ 21 平坦 － ３ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，瓦 ９世紀中葉 本跡→ SI398，
SK126

401 C６j9 Ｎ－ 14°－ W 方 形 3.48 × 3.47 30 ～ 48 平坦 全周 － １ ３ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，灰
釉陶器 ９世紀中葉 本跡→ SK127 ～

129・131，SD41
402 D６j4 Ｎ－６°－Ｅ 長 方 形 3.68 × 3.24 12 ～ 26 平坦 全周 － １ ４ 北壁 － 自然

人為
土師器，須恵器，金
属製品 ９世紀後葉 SI400 →本跡

403 E７a1 Ｎ－ 16°－Ｅ［方形・長方形］（2.38）×（2.10） 17 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI394 →本跡
→ SD35

404 D５h9 Ｎ－ 30°－Ｅ 方 形 4.52 × 4.25 ５～ 12 平坦 ほぼ
全周 － ２ ７ 北壁

西壁 － 自然 土師器，須恵器，石
器，金属製品 ９世紀後葉

405 D６e9 Ｎ－５°－Ｅ 方 形 3.50 × 3.48 ８～ 14 平坦 ほぼ
全周 － １ ７ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金

属製品 ９世紀中葉 本跡→ SD39

406 D６f5 Ｎ－ 20°－Ｅ 方 形 3.30 × 3.08 ５～ 16 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金

属製品 ９世紀前葉

407 D７i3 Ｎ－４°－Ｅ 方 形 2.74 × 2.62 23 ～ 38 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金

属製品 ９世紀中葉 SI421 →本跡

408 D６g8 Ｎ－２°－Ｅ 方 形 3.14 × 2.90 ７～ 12 平坦 ほぼ
全周 ３ １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉

409 C６i6 Ｎ－ 13°－ W 長 方 形 3.14 × 2.73 25 ～ 32 平坦 ほぼ
全周 － １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，土

製品，鉄滓 ９世紀後葉

410 D６e2 Ｎ－ 20°－Ｅ 方 形 3.53 × 3.45 ８～ 12 平坦 ほぼ
全周 － １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，土

製品 ９世紀後葉

412 D６h4 Ｎ－４°－Ｅ 長 方 形 3.44 × 2.90 ８～ 15 平坦 全周 － １ ５ 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉

413 D５f7 Ｎ－ 20°－Ｅ 方 形 4.16 × 4.08 ６～ 18 平坦 ほぼ
全周 ４ １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金

属製品 ９世紀前葉

414 D５h7 Ｎ－ 23°－Ｅ 方 形 4.18 × 4.08 ２～５ 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 不明 土師器，須恵器，金
属製品 ９世紀前葉

416 D５c8 Ｎ－ 41°－Ｅ 方 形 3.38 × 3.72 20 ～ 46 平坦 ほぼ
全周 － １ ２ 北壁

炉１ － 人為 土師器，須恵器，土
製品 ９世紀前葉

417 D５h1 Ｎ－ 29°－Ｅ 方 形 3.32 × 3.02 22 ～ 36 平坦 － － １ ３ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，石
器，金属製品，瓦 ９世紀中葉

418 D６i5 Ｎ－ 28°－Ｅ 方 形 2.68 × 2.50 ２ 平坦 ほぼ
全周 － １ － 北壁 － 不明 土師器，須恵器，金

属製品 ９世紀後葉

419 E６a7 Ｎ－４°－Ｅ 長 方 形 3.84 × 3.13 14 ～ 25 平坦 ほぼ
全周 ３ １ １ － － 人為 土師器，須恵器，石

器 ９世紀後葉 本跡→ SI395

420 D５e3 Ｎ－ 29°－Ｅ 方 形 5.15 × 4.81 23 ～ 40 平坦 全周 ４ １ ４ 北壁 － 人為
土師器，須恵器，灰釉
陶器，土製品，石器，石
製品，金属製品，鉄滓

９世紀中葉

424 D５j5 Ｎ－ 21°－Ｅ［方形・長方形］［4.10］× 3.78 ３～ 10 平坦 － ４ １ ３ 北壁 － 不明 土師器，須恵器，瓦
片 ９世紀前葉

425 D６e2 Ｎ－ 36°－Ｅ 方 形 3.42 × 3.35 19 ～ 24 平坦 ほぼ
全周 ４ １ １ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，石

器 ９世紀中葉

426 C６i9 Ｎ－ 16°－ W 方 形 3.28 × 2.91 17 ～ 26 平坦 ほぼ
全周 － － ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉 本跡→ SK132・133・

150・152，SD43
427 C６b4 Ｎ－ 17°－ W 長 方 形 4.30 × 3.90 ３～ 13 平坦 ほぼ

全周 ４ １ 12 北壁 － 不明 土師器，須恵器 ９世紀後葉

428 C６a7 Ｎ－７°－ W 方 形 4.90 × 4.88 ３～ 15 平坦 ほぼ
全周 ４ １ ３ 北壁 － 不明 土師器，須恵器，土

製品 ９世紀後葉

429 B６h1 Ｎ－ 20°－ W 方 形 2.94 × 2.87 36 ～ 50 平坦 一部 － １ ２ 北壁
東壁 － 自然 土師器，須恵器 ９世紀後葉

430 C５b4 Ｎ－ 11°－Ｅ 方 形 3.55 × 3.36 10 ～ 18 平坦 ほぼ
全周 － １ ２ 北壁 － 自然 土師器，須恵器，鉄

滓 ９世紀後葉 本跡→ SK228・358

431 C５b6 Ｎ－ 51°－ W 方 形 2.30 × 2.27 24 ～ 35 平坦 － － １ ２ 北西壁 － 自然 土師器，須恵器 ９世紀代

432 D６j5 Ｎ－６°－Ｅ 方 形 3.54 × 3.32 ７～ 18 平坦 全周 ４ １ ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，土
製品 ９世紀前葉

433 C４a3 Ｎ－ 27°－ W 方 形 3.25 × 3.06 10 ～ 16 平坦 ほぼ
全周 － １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，椀

形滓 ９世紀後葉

434 B４j9 Ｎ－４°－ W 方 形 4.24 × 3.94 10 ～ 30 平坦 一部 ４ １ １ 北壁 － 人為
自然

土師器，須恵器，土製
品，金属製品，鉄滓 ９世紀後葉 本跡→ SD46

435 B５g5 Ｎ－７°－ W 長 方 形 3.48 × 3.00 15 ～ 28 平坦 一部 ４ － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，金
属製品 ９世紀後葉 SI437，SK342 →

本跡→ SK190・191
436 D７b2 Ｎ－ 12°－ W［方形・長方形］ 2.55 ×（1.23）16 ～ 24 平坦 全周 － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉

437 B５g5 Ｎ－ 75°－Ｅ 長 方 形（3.22）× 2.82 20 ～ 32 平坦 － ４ １ ２ 東壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉 本跡→ SI435，
SK190・191

438 D６f1 Ｎ－ 30°－Ｅ 方 形 3.53 × 3.34 ５～ 19 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 北壁 － 不明 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI443 →本跡

439 C６i6 Ｎ－ 18°－ W 方 形 3.63 × 3.54 22 ～ 27 平坦 ほぼ
全周 － １ ２ 北壁 － 人為

自然
土師器，須恵器，土製品，
石器，金属製品，銭貨 ９世紀中葉

440 B６g4 Ｎ－ 10°－ W 方 形 4.20 × 4.12 48 平坦 － － １ － 北壁 － 自然 土師器，須恵器，金
属製品，鉄滓 ９世紀中葉

441 B６c4 Ｎ－ 17°－ W［長方形］［4.95 × 4.00］ － － － ４ １ － － － － 土師器 ９世紀代

442 D７j3 Ｎ－ 22°－Ｅ 隅丸方形 2.90 × 2.73 38 ～ 45 平坦 － － １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，灰
釉陶器 ９世紀前葉

443 D６f1 Ｎ－ 31°－Ｅ 方 形 2.35 × 2.15 － 平坦 － － － － 北壁
東壁 － 不明 土師器，須恵器 ９世紀後葉 本跡→ SI438

444 B５f2 Ｎ－ 24°－ W［方形・長方形］ 3.48 ×（2.70）10 ～ 36 平坦 － － １ － － － 人為 土師器，須恵器，金
属製品 ９世紀中葉 本跡→ SK343 ～

345，SD48
445 C５d3 Ｎ－ 36°－ W 長 方 形 3.82 × 3.42 13 ～ 20 平坦 全周 － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，鉄

滓 ９世紀後葉

446 D５j1 Ｎ－ 36°－Ｅ 長 方 形 3.63 × 3.20 24 平坦 － － － ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，石
器，金属製品，鉄滓９世紀後葉 本跡→ SK362

第 58 表　平安時代竪穴建物跡一覧

－ 125 －



A A′
25.2m

E
E
′

25
.2
m

D
D
′

25
.2
m

B B′
25.2m

C C′
25.2m

E

E
′

D

D
′

A
A′

B

B′

C C′

４

１

３
２

D４h
0

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３Ｐ４

SK169

Ｐ８
Ｐ７

Ｐ６

Ｐ５
Ｐ４
SＢ131B
Ｐ４

SＢ131B
Ｐ３

SＢ131B
Ｐ２

　⑵　掘立柱建物跡

　第 131A 号掘立柱建物跡（第 118 図　PL19）

位置　調査区南東部の D４h0 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 131 Ｂ号掘立柱建物，第 169 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－ 20 ﾟ－Ｅの南北棟である。規模は，桁行 3.9 ｍ，

梁行 3.9 ｍで，面積 15.21 ㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.1 ｍ（７尺），1.8 ｍ（６尺），梁行が 1.8 ｍ（６

尺），2.1 ｍ（７尺）で，等間隔に配置され，柱筋は揃っている。P ２の底面で，柱のあたりを確認した。

柱穴　８か所。掘方の平面形は円形または楕円形で，長径 66 ～ 118 ㎝，短径 55 ～ 75 ㎝である。深さ 45 ～

70 ㎝で，掘方の断面形は逆台形状または U 字状である。第 1 ～４層は掘方への埋土である。

遺物出土状況　土師器片３点（坏２，甕類１），須恵器片５点（坏２，甕類３）がＰ４・Ｐ８の覆土中から出

土している。

所見　時期は，重複関係から９世紀中葉以前と考えられる。

０ （1:60） ２m

第 118 図　第 131A 号掘立柱建物跡実測図

土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 A，締 B
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　第 131B 号掘立柱建物跡（第 119・120 図　PL19）

位置　調査区南東部の D４h0 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 131 Ａ号掘立柱建物跡を掘り込み，第 169 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行４間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－20ﾟ－Ｅの南北棟である。規模は，桁行8.4ｍ，

梁行 3.3 ｍで，面積 27.72 ㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 3.0 ｍ（10 尺），1.8 ｍ（６尺），1.8 ｍ（６尺），

1.8 ｍ（６尺），梁行が 1.8 ｍ（６尺），1.5 ｍ（５尺）で，柱筋は揃っている。P １・P ４・P ８・P10・P11 の

０ （1:60） ２m

第 119 図　第 131B 号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中 D・粒 C ／粘 C，締 B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C，粒 B ／粘 C，締 B
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C，粒 B ／粘 C，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （2.4） ［8.0］ 長石・石英・針状
物質 灰 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ４埋土中 ５％

木葉下窯
２ 須恵器 高台付坏 － （2.4） ［8.0］ 長石・雲母 黒褐 普通 ロクロナデ P ３埋土中 ５％

新治窯
３ 須恵器 鉢 － （3.4） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 頸部に縦位の平行叩き P ３埋土中 ５％

新治窯
４ 須恵器 長頸瓶 － （3.3） － 長石・石英 黄灰 普通 ロクロナデ　体部外面自然釉 P ２覆土中 ５％

第 59 表　第 131B 号掘立柱建物跡出土遺物一覧
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０ （1:3） 10㎝

　第 132 号掘立柱建物跡（第 121・122 図　PL19）

底面で，柱のあたりを確認した。

柱穴　11 か所。掘方の平面形は円形または楕円形で，長径 63 ～ 90 ㎝，短径 55 ～ 75 ㎝である。深さ 32 ～ 55 ㎝

で，掘方の断面形は逆台形状または U 字状である。第１層は柱痕跡，第２～５層は掘方への埋土，第６～８

層は抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片 25 点（坏６，甕類 19），須恵器片 43 点（坏 11，高台付坏２，盤１，鉢１，長頸瓶１，

甕類 27），鉄滓１点が出土している。１は P ４の埋土中，２・３は P ３の埋土中，４は P ２の覆土中からそ

れぞれ出土している。

所見　本跡は，第 131A 号掘立柱建物跡の P ５～ P ７と同じ位置に本跡の P ７～ P ９を構築したと推定され

ることや，桁行方向が第 131A 号掘立柱建物跡と一致することから建て替えと考えられる。時期は，出土土器

から９世紀中葉と考えられる。

位置　調査区南東部の D５f9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 41 号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－27ﾟ－Ｅの南北棟である。規模は，桁行6.9ｍ，

梁行 4.5 ｍで，面積 31.05 ㎡である。柱間寸法は桁行が北妻から 2.4 ｍ（８尺），2.4 ｍ（８尺），2.1 ｍ（７尺），

梁行が 2.4 ｍ （８尺），2.1 ｍ（７尺）で，柱筋は揃っている。P １～ P10 の底面で，柱のあたりを確認した。

柱穴　10 か所。掘方の平面形は円形または楕円形で，長径 72 ～ 92 ㎝，短径 68 ～ 92 ㎝である。深さ 30 ～ 63 ㎝

０ （1:60） ２m

第 120 図　第 131B 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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で，掘方の断面形は逆台形状である。第 1 層は柱痕跡，第２～５層は掘方への埋土，第６・７層は抜き取り後

の覆土である。

遺物出土状況　土師器片 22 点（坏２，高台付皿１，小型甕１，甕類 18），須恵器片 31 点（坏８，高台付坏１，

鉢１，甕類 21），灰釉陶器片１点（長頸瓶），金属製品１点（不明銅製品），鉄滓１点が出土している。２は P

８の埋土中から出土した破片が接合している。３は P ２の覆土中層から出土している。１は P ９の覆土中か

ら出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀後葉に比定できる。

０ （1:60） ２m

第 121 図　第 132 号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒Ｃ，焼土小Ｄ，炭化物Ｄ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒Ｃ，炭化粒Ｄ／粘 B，締 B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム小Ｃ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒Ｃ，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム中Ｃ，炭化粒Ｃ／粘 B，締 B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小Ｃ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付皿 － （1.2） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理　 P ９覆土中 ５％

２ 灰釉陶器 長頸瓶 － （15.3） － 長石 灰白 良好 灰釉刷毛塗り P ８埋土中 20％　PL32
猿投窯カ

３ 土師器 小型甕 ［15.0］（6.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 外・内面ナデ　被熱 P ２覆土中層 10％

第 60 表　第 132 号掘立柱建物跡出土遺物一覧

第 61 表　平安時代掘立柱建物跡一覧

F F′
25.8m

G G′
25.8m

０ （1:3） 10㎝

　⑶　大型円形土坑

　第２号大型円形土坑（第 123・124 図　PL21）

位置　調査区南東部の D５b2 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 3.45 ｍ，短径 3.33 ｍの円形で，深さ 175 ㎝の擂鉢状である。壁は外傾しており，底面は径

55 ㎝の円形で，中央部に深さ 158 ㎝の掘り込みを有している。

覆土　中層までで 23 層に分層できる。ロームブロックや黒色土ブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 50 点（坏 11，高台付坏３，高盤１，鉢４，甕類 31），須恵器片 72 点（坏 23，高台

付坏５，蓋１，甕類 42，甑１），鉄滓１点が主に覆土中層から覆土上層にかけて投棄されている。６は中央部

番号 位 置 桁行方向
柱間数 規　模 面 積

（㎡）

柱間寸法 柱     穴
主な出土遺物 時　期 備　考

桁×梁（間）桁 × 梁（ｍ） 桁間（ｍ）梁間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ（㎝）

131A D４h0 Ｎ－ 20°－Ｅ ２×２ 3.9 × 3.9 15.21 1.8 ～ 2.1 1.8 ～ 2.1 側柱 ８ 円形
楕円形 45 ～ 70 土師器，須恵器 ９世紀中葉

以前
本跡→ SB131B，
SK169

131B D４h0 Ｎ－ 20°－Ｅ ４×２ 8.4 × 3.3 27.72 1.8 ～ 3.0 1.5 ～ 1.8 側柱 11 円形
楕円形 32 ～ 55 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SB131A →本跡

→ SK169
132 D５f9 Ｎ－ 27°－Ｅ ３×２ 6.9 × 4.5 31.05 2.1 ～ 2.4 2.1 ～ 2.4 側柱 10 円形

楕円形 30 ～ 63 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ９世紀後葉 本跡→ SD41

０ （1:60） ２m

第 122 図　第 132 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

－ 130 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.9 4.6 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色

処理　底部一方向の手持ちヘラ削り　被熱 覆土中層 90％　PL31

２ 土師器 坏 13.2 4.2 6.0 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色
処理　底部回転糸切り後ナデ 覆土中層 70％　PL31

３ 須恵器 坏 － （3.5） 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り 覆土中 30％
新治窯

４ 土師器 高台付坏 － （4.1） 9.2 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土上層 40％　PL31
墨書「十」

第 62 表　第２号大型円形土坑出土遺物一覧
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掘り込みの覆土下層から斜位の状態で出土している。１は東部，２は中央部の覆土中層，４は西部の覆土上層

からそれぞれ出土している。３・５は覆土中から出土している。

所見　底面に掘り込みを持つ擂鉢状の大型の土坑であり，時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

０ （1:60） ２m

第 123 図　第２号大型円形土坑実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ
２　10YR5/6　 黄褐　　ローム粒 B，黒色土小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
４　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘Ｂ，締Ｂ
５　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘Ｂ，締Ｂ
６　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ
７　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム粒 C，炭化物 D，粘土粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ
８　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘Ｂ，締Ｂ
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘Ｂ，締Ｂ
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘Ｂ，締Ｂ
12　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C，炭化物 C ／粘Ｂ，締Ｂ

13　10YR5/6　 黄褐　　ローム粒 C ／粘Ｂ，締Ｂ
14　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ
15　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，炭化物 C ／粘Ｂ，締Ｂ
16　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，黒色土小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
17　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土小 D，粘土小 D ／粘Ｂ，締Ｂ
18　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘Ｂ，締Ｂ
19　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
20　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中 C ／粘Ｂ，締Ｂ
21　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C，黒色土小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
22　10YR4/4　 褐　　　ローム中 C，黒色土小 C ／粘Ｂ，締Ｂ
23　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C，粘土小 C，黒色土小 C ／粘Ｂ，締Ｂ

－ 131 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 土師器 甕 29.5 26.4 ［15.8］長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下位ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中 70％　PL31

６ 須恵器 甕 19.5 33.4 18.4 長石・石英・雲母 浅黄 普通 体部外面縦位の平行叩き　体部下半ヘラ削り　
内面ヘラナデ 覆土下層 90%　PL31

新治窯

０ （1:3） 10㎝

第 124 図　第２号大型円形土坑出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （2.3） 5.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向の手持ち

ヘラ削り　酸化炎焼成 覆土上層 30％
新治窯

第 63 表　第 127 号土坑出土遺物一覧
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　第 127 号土坑（第 125 図）

位置　調査区南東部の C６j9 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 401 号竪穴建物跡を掘り込み，第 128 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 1.36 ｍ，短軸 0.75 ｍの隅丸長方形で，長軸方向は N － 22 ﾟ－ W である。深さ 64 ㎝で，壁

はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片６点（坏１，高台付坏１，甕類４），須恵器片４点（坏１，鉢２，甕１）が出土している。

１は西壁際の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

　第 133 号土坑（第 126 図　PL21）

位置　調査区南東部の C６i0 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 426 号竪穴建物跡を掘り込み，第 132 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.46 ｍ，短径 1.36 ｍの円形である。深さは 42 ㎝で，壁はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀後葉と考えられる。

　⑷　土　坑

０ （1:60） １m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第 125 図　第 127 号土坑・出土遺物実測図

第 126 図　第 133 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，焼土小 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 133 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.7］ 3.5 ［5.0］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　 覆土中 10％
新治窯

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.8］ 4.7 ［6.2］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　 覆土中 20％
新治窯

第 64 表　第 133 号土坑出土遺物一覧

第 65 表　第 135 号土坑出土遺物一覧
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　第 145 号土坑（第 128 図　PL21）

位置　調査区南東部の D６b6 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 1.56 ｍ，短径 1.43 ｍの円形である。深さは 46 ㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片１点（甕類），金属製品１点（不明鉄製品）が出土している。１は北東部の覆土中層

から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

　第 135 号土坑（第 127 図）

位置　調査区南東部の D５c3 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 1.12 ｍ，短径 0.84 ｍの楕円形で，長径方向は N － 19 ﾟ－Wである。深さは 25 ㎝で，壁は外

傾している。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（甕類），須恵器片２点（坏，高台付坏）が出土している。１は覆土中から出土

している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第 127 図　第 135 号土坑・出土遺物実測図

第 128 図　第 145 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 D，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 C・粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大 D・小 C・粒 D ／粘 C，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 C，締 C
４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 B・小 B・粒 B ／粘 C，締 C

－ 134 －



番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 不明鉄製品 （4.8） （1.8） 0.25 （3.97） 鉄 先端部欠損　頭部一部欠損　断面長方形 覆土中層 PL34

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 刀子 （5.6） （1.5） 0.2 （12.54） 鉄 先端部・中茎部欠損　両関　断面三角形 覆土上層

第 66 表　第 145 号土坑出土遺物一覧

第 67 表　第 147 号土坑出土遺物一覧
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　第 147 号土坑（第 129 図）

位置　調査区南東部の D５d5 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸 1.33 ｍ，短軸 0.82 ｍの長方形で，長軸方向は N － 64 ﾟ－ E ある。深さは 44 ㎝で，壁は外傾

している。底面はほぼ平坦である。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片６点（坏１，甕類５），須恵器片１点（甕類），金属製品１点（刀子）が出土している。

１は南西部の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

　第 167 号土坑（第 130 図　PL21）

位置　調査区南東部の D５d4 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.56 ｍ，短径 0.48 ｍの楕円形で，長径方向は N － 89 ﾟ－ E ある。深さは 42 ㎝で，壁は外

傾している。底面は U 字状である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

０ （1:60） １m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第 129 図　第 147 号土坑・出土遺物実測図

第 130 図　第 167 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 D ／粘 C，締 C
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B

－ 135 －



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （3.0） ［7.2］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部不定方向の手持
ちヘラ削り 覆土中 30％

新治窯

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 鉢 ［20.8］（5.6） － 長石・石英 にぶい橙 普通 ヘラナデ　被熱 覆土中 ５％

第 68 表　第 167 号土坑出土遺物一覧

第 69 表　第 228 号土坑出土遺物一覧

第 70 表　第 231 号土坑出土遺物一覧
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　第 228 号土坑（第 131 図）

位置　調査区北東部の C５b4 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 430 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径 0.62 ｍの円形である。深さは 30 ㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片３点（坏，鉢，甕類）が出土している。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

　第 231 号土坑（第 132・133 図　PL21）

位置　調査区北東部の B５i5 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　径 1.22 ｍの円形である。深さは 24 ㎝で，壁は外傾している。底面は平坦である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.2 3.9 5.8 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内面ヘラ磨き　黒色処理　底部回転糸切り
外・内面漆付着 覆土下層 70％　PL31

２ 土師器 鉢 ［23.4］（7.8） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ　内面ヘラ磨き　被熱 底面 10％

３ 須恵器 甕 ［27.5］（6.3） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ　被熱 覆土下層 ５％

覆土　２層に分層できる。レンズ状に堆積しているこ

とから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 26 点（坏 14，高台付坏１，

鉢１，甕類 10），須恵器片 17 点（坏２，甕類 13，甑２）

が出土している。１・３は南西部の覆土下層から出土

している。２は北部と中央部の底面から出土した破片

が接合している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。０ （1:60） １m

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第 131 図　第 228 号土坑・出土遺物実測図

第 132 図　第 231 号土坑実測図

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化物 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B

－ 136 －



第 71 表　第 304 号土坑出土遺物一覧
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０ （1:3） 10㎝

０ （1:60） １m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:60） １m

第 133 図　第 231 号土坑出土遺物実測図

第 134 図　第 304 号土坑・出土遺物実測図

第 135 図　第 342 号土坑実測図

土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 C

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

－ 137 －

　第 304 号土坑（第 134 図）

位置　調査区南東部の D４f0 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.40 ｍ，短径 0.28 ｍの楕円形で，長径方向は N －７ﾟ－ W である。深さは 30 ㎝で，壁は

　第 342 号土坑（第 135 図）

位置　調査区北東部の B５h5 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 高台付坏［12.4］ 5.7 7.4 長石・石英 褐灰 普通 ロクロナデ 覆土上層 60％
新治窯

直立している。底面は平坦である。

覆土　単一層であるため，堆積状

況は不明である。

遺物出土状況　須恵器片１点（高

台付坏）が覆土上層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から９世

紀前葉と考えられる。

重複関係　第 435 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長径 0.55 ｍ，短径 0.30 ｍの不整楕円形で，長径方

向は N － 78 ﾟ－ E である。深さは 36 ㎝で，壁は外傾している。

底面は平坦である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片２点（甕類）が覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係から９世紀後葉以前と考えられる。



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 小型甕 ［12.6］ 11.9 6.8 長石・石英・雲母 灰赤 普通 体部下半ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部木葉痕
被熱 覆土中層 70％

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 高台付坏 － （2.5） ［9.8］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　被熱 覆土中 30％
新治窯

第 72 表　第 359 号土坑出土遺物一覧

第 73 表　第 360 号土坑出土遺物一覧
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　第 360 号土坑（第 137 図）

位置　調査区南東部の D４g9 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　径 0.36 ｍの円形である。深さは 32 ㎝で，壁は直立している。底面は U 字状である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　須恵器片１点（高台付坏）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

０ （1:60） １m

０ （1:3） ５㎝

０ （1:3） ５㎝０ （1:60） １m

第 136 図　第 359 号土坑・出土遺物実測図

第 137 図　第 360 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

－ 138 －

　第 359 号土坑（第 136 図）

位置　調査区南東部の D９f9 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.31 ｍ，短径 0.27 ｍの楕円形で，長径方向は N － 78 ﾟ－ E である。深さは 32 ㎝で，壁は

外傾している。底面は U 字状である。

遺物出土状況　土師器片２点（小型甕，甕類）が出土している。１は覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。



番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 12.8 4.7 7.1 長石・石英・雲母 黄灰 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後ナデ　体部外
面火襷 底面 100％　PL31

新治窯

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （3.2） 7.0 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部ナデ　被熱　 覆土中層 20％

第 74 表　第 361 号土坑出土遺物一覧

第 75 表　第 362 号土坑出土遺物一覧
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　第 361 号土坑（第 138 図）

位置　調査区北東部の B５g8 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

　第 362 号土坑（第 139 図）

位置　調査区南東部の D５j1 区，標高 25m ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 446 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 1.12 ｍ，短軸 0.83 ｍの隅丸長方形で，長軸方向は N － 64 ﾟ－ W ある。深さは 55 ㎝で，壁

はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（坏，高台付坏），須恵器片９点（甕類）が出土している。１は南部の覆土中層

から出土している。

所見　時期は，重複関係から９世紀後葉以降と考えられる。

規模と形状　径 0.26 ｍの円形で

ある。深さは 15 ㎝で，壁は外傾

している。底面は U 字状である。

遺物出土状況　須恵器片１点（坏）

が中央部の底面から出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から９世

紀前葉と考えられる。

０ （1:60） １m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:60） １m
０ （1:3） ５㎝

　　　　　　　　　　　　　　　　　第 138 図　第 361 号土坑・出土遺物実測図

第 139 図　第 362 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 C・小 C ／粘 B，締 B

－ 139 －



番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

127 C６j9 Ｎ－ 22° －Ｗ 隅丸長方形 1.36 × 0.75 64 ほぼ直立 平坦 人為 土師器，須恵器 SI401→本跡→ SK128

133 C６i0 － 円形 1.46 × 1.36 42 ほぼ直立 平坦 人為 須恵器 SI426→本跡→ SK132

135 D５c3 Ｎ－ 19° －Ｗ 楕円形 1.12 × 0.84 25 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

145 D６b6 － 円形 1.56 × 1.43 46 外傾 平坦 人為 土師器，金属製品

147 D５d5 Ｎ－ 64° －Ｅ 長方形 1.33 × 0.82 44 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，金属製品

167 D５d4 Ｎ－ 89° －Ｅ 楕円形 0.56 × 0.48 42 外傾 U 字状 人為 須恵器

228 C５b4 － 円形 0.62 × 0.60 30 外傾 平坦 人為 土師器 SI430 →本跡

231 B５i5 － 円形 1.22 × 1.17 24 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

304 D４f0 Ｎ－ ７° －Ｗ 楕円形 0.40 × 0.28 30 直立 平坦 不明 須恵器

342 B５h5 Ｎ－ 78° －Ｅ 不整楕円形 （0.55）×（0.30） 36 外傾 平坦 不明 土師器 本跡→ SI435

359 Ｄ９f9 Ｎ－ 78° －Ｅ 楕円形 0.31 × 0.27 32 外傾 U 字状 － 土師器

360 D４g9 － 円形 0.36 × 0.34 32 直立 U 字状 不明 須恵器

361 B５g8 － 円形 0.26 × 0.24 15 外傾 U 字状 － 須恵器

362 D５j1 Ｎ－ 64° －Ｗ 隅丸長方形 1.12 × 0.83 55 ほぼ直立 平坦 自然 土師器，須恵器 SI446 →本跡

第 76 表　平安時代土坑一覧
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　⑸　溝　跡

　　　平面図は遺構全体図（付図）に記載する。

　第 39号溝跡（第 140 図）

位置　調査区南東部の D６e5 ～ D７e1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 405 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　D６e5区から東方向（N－80ﾟ－Ｅ）に直線状に延びている。長さは26.64ｍで，上幅0.22～0.48ｍ，

下幅 0.06 ～ 0.22 ｍ，深さ３～ 12 ㎝である。断面形は U 字状である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。 

遺物出土状況　土師器片５点（甕類）が覆土中から

出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀中葉

以降と考えられる。

　第 40号溝跡（第 141 図）

位置　調査区南東部の D７e2 ～ D７d3 区，標高 26 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 397 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　D７e2 区から東方向（N － 51 ﾟ－Ｅ）にほぼ直線状に延びている。長さは 5.04 ｍで，上幅 0.34

～ 0.84 ｍ，下幅 0.10 ～ 0.24 ｍ，深さ５～ 12 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片２点（甕類，甑），須恵器片１点

（甕類）が覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀前葉以降と

考えられる。

０ （1:60） １m

０ （1:60） １m

第 140 図　第 39 号溝跡実測図

第 141 図　第 40 号溝跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
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番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

39 D６e5 ～ D７e1 Ｎ－ 80°－Ｅ 直線状 26.64 0.22～ 0.48 0.06 ～ 0.22 ３～ 12 U 字状 外傾
緩斜 不明 土師器 SI405 →本跡

40 D７e2 ～ D７d3 Ｎ－ 51°－Ｅ 直線状 5.04 0.34 ～ 0.84 0.10 ～ 0.24 ５～ 12 浅い
U 字状 緩斜 不明 土師器，須恵器 SI397 →本跡

43 C６i0 ～ C６g9 Ｎ－ 20°－ W 直線状 9.60 0.52 ～ 0.63 0.16 ～ 0.23 ８～９ 浅い
U 字状

外傾
緩斜 不明 土師器，須恵器 SI426 →本跡

44 E４b6 ～ D４i8 Ｎ－ 35°－Ｅ 直線状 12.80 0.35 ～ 0.50 0.20 ～ 0.29 21 ～ 28 U 字状 外傾 自然 土師器，須恵器

第 77 表　平安時代溝跡一覧

１
2１

3

A　　
25.8m  

A′ B
25.8m  

B′ C
25.8m   

C′

B
24.8m    

B′A　　
24.8m  

A′ C
24.8m   

C′

１2
１

2

　第 43 号溝跡（第 142 図）

位置　調査区南東部の C６i0 ～ C６g9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 426 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　C６i0 区から北西方向（N － 20 ﾟ－ W）に直線状に延びている。長さは 9.60 ｍで，上幅 0.52 ～

0.63 ｍ，下幅 0.16 ～ 0.23 ｍ，深さ８～９㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　３層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

　第 44号溝跡（第 143 図）

位置　調査区南東部のＥ４b6 ～ D４i8 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　Ｅ４b6 区から北東方向（N － 35 ﾟ－Ｅ）に直線状に延びている。長さは 12.80 ｍで，上幅 0.35 ～

0.50 ｍ，下幅 0.20 ～ 0.29 ｍ，深さ 21 ～ 28 ㎝である。断面形は U 字状である。

覆土　２層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片５点（坏２，甕類３），

須恵器片３点（坏１，甕類２）が覆土中から出土

している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀後

葉以降と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２点（坏，甕類），

須恵器片２点（坏，甕類）が覆土中から

出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀代と

考えられる。

　⑴　方形区画溝跡

第１号方形区画溝跡（第 144 図　PL20）

位置　調査区北西部の B１～Ｄ１・Ｂ２～Ｄ３区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 46 号溝に掘り込まれている。

４　中世の遺構と遺物

　当時代の遺構は，方形区画溝跡１条，溝跡３条を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。平面

図は遺構全体図（付図）に記載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 142 図　第 43 号溝跡実測図

第 143 図　第 44 号溝跡実測図

０ （1:60） １m

０ （1:60） １m

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
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A　　
25.4m  

A′ B
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規模と形状　溝は正方形に巡り，全長は 286.56 ｍ，方形区画内の面積は約 5544 ㎡である。方形区画溝の北辺

は 63.80 ｍ，西辺は 78.08 ｍ，南辺は南西隅部が調査区域外になるため 69.76 ｍ，東辺は北東隅が撹乱のため

約 75.88 ｍしか確認できなかった。北辺の上幅は 104 ～ 144 ㎝，下幅は 72 ～ 80 ㎝，深さは 23 ～ 62 ㎝，西辺

の上幅は 112 ～ 168 ㎝，下幅は 80 ～ 104 ㎝，深さは 15 ～ 51 ㎝である。南辺の上幅は 100 ～ 176 ㎝，下幅は

68 ～ 100 ㎝，深さは 30 ～ 50 ㎝，東辺の上幅は 100 ～ 192 ㎝，下幅は 66 ～ 132 ㎝，深さは 44 ～ 47 ㎝，断面

形は逆台形状である。溝の南辺中央部が４ｍほど途切れ，開口している。また溝の北東隅も途切れており，開

口している。溝の北辺中央部に径 29 ～ 42 ㎝，深さ 18 ～ 27 ㎝のピットが４か所確認されており，木橋が存在

していたと考えられる。

覆土　15 層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 21 点（甕類），須恵器片４点（鉢１，甕類３），鉄滓１点，馬歯が覆土中から出土し

ている。

所見　本跡の周囲には柵列も土塁も確認されていない。本跡の南辺中央部に存在する開口部は南門と考えられ

る。区画内には土坑８基が確認されたが，溝に伴なわない遺構である。時期は，方形区画溝という遺構の形態

から中世と考えられるが性格は不明である。

　第 35号溝跡（第 145 図　PL19）

位置　調査区南東部の E７a1 ～ D７g4 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 393・394・403・422 号竪穴建物跡，第 234 号土坑，第 38 号溝跡を掘り込み，第 37 号溝に掘り

　⑵　溝　跡

０ （1:60） ２m

第 144 図　第１号方形区画溝跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 C，炭化粒 D，粘土粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B
７　10YR2/1　 極暗褐　ローム小 D，炭化粒 C ／粘 B，締 B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，焼土粒 D，黒色土小 D ／粘 B，締 B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
11　7.5YR4/2　灰褐　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 A
12　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
13　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 A
14　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 A
15　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 Bピット土層解説（各ピット共通）　　

１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 C
２　10YR4/1　 褐灰　　ローム小 B・粒 C ／粘 B，締 C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 磁器 皿 － （1.1） － 緻密・白 唐草文 染付・透明 景徳鎮窯 覆土中 10％　PL32

第 78 表　第 35 号溝跡出土遺物一覧
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　第 38号溝跡（第 146 図）

位置　調査区南東部の D ７e2 ～ D ７f2 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 35 号溝に掘り込まれている。　

規模と形状　D７e2 区から南方向（N － 177 ﾟ－ E）に延びた溝の一方は第 35 号溝に掘り込まれ，他方は D

７f2 区で分岐し，南西方向（N － 148°－ W）に曲線状に延びて第 35 号溝に掘り込まれている。確認できた長

さは 5.58 ｍで，上幅 0.64 ～ 1.32 ｍ，下幅 0.24 ～ 0.56 ｍ，深さ 18 ～ 22 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　３層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

所見　時期は，重複関係から 16 世紀以前と考えられる。

込まれている。

規模と形状　調査区域外の E７a1 区から北方向（N －４ﾟ－ E）に直線状に延び，D７f1 区で東方向（N － 98°

－ E）に屈曲して直線状に調査区域外に延びている。確認できた長さは 30.12 ｍで，上幅 0.76 ～ 1.62 ｍ，下幅

0.12 ～ 0.50 ｍ，深さ 20 ～ 35 ㎝である。断面形は U 字状である。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況から，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 31 点（坏３，甕類 28），須恵器片 31 点（坏２，蓋２，甕類 27），陶器片２点（皿，

常滑皿），磁器片３点（碗，青磁器，皿），金属製品２点（刀子，釘）が出土している。１は覆土中から出土し

ている。

所見　時期は，重複関係や出土土器から 16 世紀代に比定できる。溝跡はほぼ直角に屈曲することから方形区

画溝跡の可能性がある。

０ （1:60） ２m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:60） ２m

第 145 図　第 35 号溝跡・出土遺物実測図

第 146 図　第 38 号溝跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 小皿 ［8.8］ 2.1 ［6.8］ 長石 橙 普通 ロクロ成形　口縁部に油煙 覆土中 10％

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

35 E７a1 ～ D７g4 Ｎ－ ４°－Ｅ
Ｎ－ 98°－Ｅ 逆 L 字状 （30.12） 0.76 ～ 1.62 0.12 ～ 0.50 20 ～ 35 U 字状 外傾

緩斜 人為 土師器，須恵器，陶器，
磁器，金属製品

SI393・394・403・422，
SK234，SD38 →本跡
→ SD37

38 D７e2 ～ D７f2 Ｎ－ 177°－Ｅ
Ｎ－148°－ W 逆 Y 字状 （5.58） 0.64 ～ 1.32 0.24 ～ 0.56 18 ～ 22 浅い

U 字状 緩斜 不明 本跡→ SD35

47 B５g8 ～ B６e3 Ｎ－ 67°－Ｅ 直線状 21.60 0.90 ～ 1.20 0.32 ～ 0.64 ５～ 17 浅い
U 字状 外傾 不明 土師器，土師質土器

第 79 表　第 47 号溝跡出土遺物一覧

第 80 表　中世の溝跡一覧
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　第 47号溝跡（第 147 図）

位置　調査区北東部の B５g8 ～ B６e3 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　B５g8 区から北東方向（N － 67 ﾟ－Ｅ）に直線状に延びている。長さは 21.60 ｍで，上幅 0.90 ～

1.20 ｍ，下幅 0.32 ～ 0.64 ｍ，深さ５～ 17 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片４点（甕類），土師質土器片１点（小皿）が出土している。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から 16 世紀代に比定できる。

　第 146 号土坑（第 148 図　PL21）

位置　調査区東部の D６a5 区，標高 26m ほどの平坦な台地上に位置している。

５　江戸時代の遺構と遺物

　⑴　土　坑

　当時代の遺構は，土坑 1 基，溝跡４条を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。溝跡４条の平

面図については遺構全体図（付図）に記載する。

０ （1:60） ２m ０ （1:3） ５㎝

０ （1:60） ２m ０ （1:3） ５㎝

第 147 図　第 47 号溝跡・出土遺物実測図

第 148 図　第 146 号土坑・出土遺物実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化物 D ／粘 C，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・粒 C，炭化材 C ／粘 B，締 C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 猪口 － (1.1） ［5.0］ 長石・灰白 底部回転糸切り　外・内面施釉 灰釉 瀬戸美濃 覆土中 ５％　PL32

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 磁器 皿 － （1.2） － 緻密・明青灰 － 青磁 肥前系 覆土中 ５％　PL32

第 81 表　第 146 号土坑出土遺物一覧

第 82 表　第 37 号溝跡出土遺物一覧

A
26.2m

A′

B
26.2m  

B′

１

１

１

　⑵　溝　跡

　第 37号溝跡（第 149 図）

位置　調査区南東部の E６c5 ～ E７a1 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 394・395 号竪穴建物跡，第 35 号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区域外の E６c5 区から北方向（N －５ﾟ－Ｅ）に直線状に２条が延び，E６a6 で屈曲して東

方向（N － 90°－Ｅ）に直線状に延びて第 35 号溝跡と重複する。長さは総延長 29.70 ｍで，上幅 0.24 ～ 0.48 ｍ，

規模と形状　径 1.19 ｍの円形である。深さは 59 ㎝で，壁はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

遺物出土状況　陶器片３点（猪口１，器種不明２），瓦片１点（平瓦）が出土している。１は覆土中から出土

している。

所見　時期は，出土土器から江戸時代に比定できる。

下幅 0.06 ～ 0.22 ｍ，深さ５～ 12 ㎝である。断面形は U

字状である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片６点（甕類），須恵器片３点（坏

２，甕類１），磁器片１点（皿），金属製品１点（釘），

鉄滓１点が出土している。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から江戸時代に比定

できる。

　第 41号溝跡（第 150 図）

位置　調査区南東部の D５g5 ～ C６j9 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 401 号竪穴建物跡，第 132 号掘立柱建物跡，第 295・301・320 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　D５g6 区から北東方向（N － 59 ﾟ－Ｅ）に直線状に延びている。長さは 64.18 ｍで，上幅 0.34 ～

1.44 ｍ，下幅 0.14 ～ 0.90 ｍ，深さ５～ 20 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片８点（甕類），須恵器片 23 点（坏２，高台付坏１，盤１，高盤１，甕類 18），土師質

土器片１点（皿），陶器片３点（碗，小皿，擂鉢），磁器片１点（小杯），石器１点（砥石），金属製品３点（釘

２，不明銅製品１），瓦片４点（平瓦）が出土している。１～６は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から江戸時代に比定できる。

０ （1:3） ５㎝

第 149 図　第 37 号溝跡・出土遺物実測図

０ （1:60） １m

土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 小皿 ［10.8］（2.4） ［6.0］ 緻密・灰 － 白釉 志野 覆土中 10％　PL32

２ 磁器 小杯 － （1.8） － 緻密・灰白 － 染付・透明 肥前系 覆土中 ５％　PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 砥石 （4.8） 3.7 （1.6）（35.10） 粘板岩 砥面３面　両端欠損 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 釘 （13.0） （1.0） 0.5 （23.06） 鉄 先端部・頭部欠損　断面四角形 覆土中

５ 釘 （6.6） （0.5） 0.3 （5.60） 鉄 先端部・頭部欠損　断面四角形 覆土中

６ 不明銅製品 （3.8） （3.0） （0.4）（13.09） 銅 表面凹凸　裏面平坦　 覆土中

第 83 表　第 41 号溝跡出土遺物一覧

B
25.2m    

B′A　　
25.2m  

A′ C C′
25.2m  

D
25.2m  

D′ E
25.2m  

E′

2
2 １

３ ４ 2１ ３３

１

１
１

１
１

１
2

K22

A　　
26.0m  

A′ B
26.0m  

B′ C
26.0m  

C′

０ （1:3） 10㎝

　第 46号溝跡（第 151・152 図）

位置　調査区北部の C３i1 ～ C４a0 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 434 号竪穴建物跡，第 1 号方形区画溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　C３i1区から北東方向（N－55 ﾟ－E）に直線状に延び，C３e5 区で屈曲して南東方向（N－121°－ E）

に直線状に延び，C３g8 区で屈曲して北東方向（N － 62 ﾟ－ E）に直線状に延びている。長さは 91.00 ｍで，

上幅 0.50 ～ 1.28 ｍ，下幅 0.11 ～ 0.38 ｍ，深さ 13 ～ 25 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　４層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　須恵器片１点（甕類），陶器片１点（茶碗），金属製品１点（煙管雁首），銭貨１点（寛永通寳）

が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から江戸時代に比定できる。

０ （1:60） ２m

０ （1:60） ２m

第 150 図　第 41 号溝跡・出土遺物実測図

第 151 図　第 46 号溝跡実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 A

３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 D ／粘 A，締 B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B
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番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

37 E６c5 ～ E７a1 Ｎ－５°－Ｅ
Ｎ－ 90°－Ｅ 逆 L 字状 （29.70） 0.24 ～ 0.48 0.06 ～ 0.22 ５～ 12 U 字状 外傾 不明 土師器，須恵器，磁器 SI394・395，SD35

→本跡
41 D５g5 ～ C６j9 Ｎ－ 59°－Ｅ 直線状 64.18 0.34 ～ 1.44 0.14 ～ 0.90 ５～ 20 浅い

U 字状 緩斜 不明 土師器，須恵器，陶器，
磁器，石器，金属製品

SI401，SB132，SK295・
301・320 →本跡

46 C３i1 ～ C４a0 Ｎ－ 55°－Ｅ
Ｎ－121°－Ｅ クランク状 91.00 0.50 ～ 1.28 0.11 ～ 0.38 13 ～ 25 浅い

U 字状 外傾 不明 金属製品，銭貨 SI434，第 1 号方形
区画溝跡→本跡

48 B４g9 ～ B５d5 Ｎ－ 68°－Ｅ 直線状 26.34 0.34 ～ 1.04 0.08 ～ 0.65 14 ～ 25 浅い
U 字状 外傾 人為 土師器，須恵器，陶器，

金属製品
SI444 →本跡→
SK340・341・344・346

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 擂鉢 － （3.9） － 緻密・黒褐 見込櫛目 鉄釉 瀬戸・美濃系 覆土中 10％　PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 煙管雁首 （5.7） 1.1 1.5 （11.90） 銅 接合部内径 0.8 覆土中 PL35

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 寛永通寳 2.5 0.55 0.12 2.85 鉄 延宝元 新寛永　無背文 覆土中 PL35

第 84 表　第 46 号溝跡出土遺物一覧

第 85 表　第 48 号溝跡出土遺物一覧

第 86 表　江戸時代の溝跡一覧

B
26.0m  

B′A　　
26.0m  

A′ C
26.0m  

C′

2
１

０ （1:1） ２cm０ （1:3） ５㎝

　第 48号溝跡（第 153 図）

位置　調査区北東部のＢ４g9 ～Ｂ５d5 区，標高 26 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第 444 号竪穴建物跡を掘り込み，第 340・341・344・346 号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　Ｂ４g9 区から北東方向（N － 68 ﾟ－ E）に直線状に延び，Ｂ５f2 で２度屈曲して，元の北東方向

（N － 65 ﾟ－ E）に直線状に延びている。長さは 26.34 ｍで，上幅 0.34 ～ 1.04 ｍ，下幅 0.08 ～ 0.65 ｍ，深さ

14 ～ 25 ㎝である。断面形は浅い U 字状である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックやローム粒子を含むことから，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（甕類），須恵器片１点（甕類），陶器片２点（擂鉢），金属製品１点（刀子）が

出土している。１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から江戸時代に比定できる。

０ （1:60） ２m ０ （1:3） ５㎝

第 152 図　第 46 号溝跡出土遺物実測図

第 153 図　第 48 号溝跡・出土遺物実測図

土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B
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６　その他の遺構と遺物

　今回の調査では，時期や性格が明確にできなかった土坑 170 基，柱穴列２条，溝跡１条，ピット群５か所

を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　土　坑

土坑 170 基は，実測図（第 154 ～ 167 図）及び一覧（第 87 表）を記載する。

０ （1:60） ２m
第 154 図　その他の土坑実測図 ⑴

SK124 土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 B，黒色土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，炭化材 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，黒色土粒 C ／粘 B，締 B SK129 土層解説

１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B

SK130 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK131 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK132 土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 C
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B SK136 土層解説

１　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 C，炭化材 C
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 C，焼土粒 C ／粘 B，締 B

SK139 土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 A，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 A，締 A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 A ／粘 A，締 A

SK140 土層解説
１　7.5YR2/1　黒　　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 B ／粘 A，締 A

SK141 土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 A，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 A，締 A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 A ／粘 A，締 A
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０ （1:60） ２m
第 155 図　その他の土坑実測図 ⑵

SK137 土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化材 C
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
SK138 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK149 土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 C，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 B
　　　　　　　　　　 ／粘 C，締 B

SK142 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR2/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，炭化材 D ／粘 B，締 B

SK148 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・粒 B ／粘 B，締 B

SK143 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK144 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化物 D
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化材 D ／粘 B，締 B

SK150 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
SK151 土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
SK152 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 B・粒 C ／粘 B，締 B

SK153 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 A ／粘 A，締 B
SK154 土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 A，締 B
SK155 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 A，締 B

SK164 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
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第 156 図　その他の土坑実測図 ⑶

SK165 土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C・粒 B
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B

SK166 土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B

SK168 層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK169 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中 D・粒 D ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 A
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・粒 B ／粘 A，締 A

SK170 土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘 B，締 B

SK161 土層解説
１　10YR3/1　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 C
２　10YR4/1　 褐灰　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
３　10YR4/1　 褐灰　　ローム小 D・粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
５　10YR4/6　 褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B

SK157 土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK171 土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 B，焼土粒Ｄ
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒Ｄ／粘 C，締 B
３　7.5YR4/4　褐　 　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

SK173 土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒Ｄ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小Ｄ・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐 　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
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第 157 図　その他の土坑実測図 ⑷

SK172 土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム大Ｄ・粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐 　　ローム大 A・粒 C ／粘 A，締 A

SK174 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　 ローム粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　 　ローム小 B・粒 A ／粘 B，締 B SK175 土層解説　　

１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B，
　　　　　　　　　　 黒色土粒 D ／粘 B，締 B

SK176 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム粒 A ／粘 A，締 B
SK177 土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 A ／粘 B，締 C

SK178 土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 D・粒 C ／粘 B，締 C

SK179 土層解説　　
１　7.5YR3/3　褐 　　ローム中Ｄ・小 C・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/3　褐 　　ローム小 C・粒 B ／粘 C，締 C
３　7.5YR4/4　褐 　　ローム中 C・小 C・粒 B ／粘 B，締 C

SK180 土層解説　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中Ｄ・小 C・粒 C
　　　　　　　　　 ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C
　　　　　　　　　　 ／粘 C，締 B

SK181 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D，
　　　　　　　　　　 炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
SK182 土層解説　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，焼土粒 D，炭化粒 D
　　　　　　　　　　 ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 A，締 B

SK184 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 D・粒 C ／粘 C，締 C

SK186 土層解説　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
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第 158 図　その他の土坑実測図 ⑸

SK188 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

SK189 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C・小 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，焼土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK203 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D ／粘 B，締 B

SK195 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小 B ／粘 B，締 B

SK194 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

SK190 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小Ｃ・粒 C ／粘Ｃ，締Ａ
SK191 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小Ｃ・粒Ｃ，黒色土小 D ／粘Ｃ，締Ｃ
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒Ｄ／粘Ｃ，締Ｃ
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘Ｃ，締Ｃ

SK201 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土小 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK202 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK183 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 D・小 C・粒 C
　　　　　　　　　　 ／粘 C，締 B

SK185 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B SK187 土層解説　　

１　7.5YR2/1　黒　　　ローム粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 A
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第 159 図　その他の土坑実測図 ⑹

SK197 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中Ｄ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
SK198 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B

SK208 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK204 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK215 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK300 土層解説　　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 B
SK336 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B

SK216 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B

SK217 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK219 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK222 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B

SK221 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　焼土小 C ／粘 B，締 B
２　10YR4/6　 褐　　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

SK270 土層解説　　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 A

SK269 土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 A

SK218 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

－ 153 －



SK220

B
25
.6
m

B
′

２

１

A
25
.6
m

A
′

B

B′

A

A′

B５h4
S2m
E1m

SK223

B
25
.6
m

B
′

２
１

A
25.6m

A′

B
B

′

A
A′

B５i1
E1m

SK224

B
25
.6
m

B
′

２
１

A
25.6m

A′

B

B′

A

A′

B５h1
S3m
E1m

SK225

B
25.6m

B′

２
１

A
25
.6
m

A
′

B

B′

A

A′

B５i1
S1m
E3m

SK227

B
25
.2
m

B
′

２

１

A
25.2m

A′

B

B′
A

A′

B５j1
  S3m
E1m

SK230

SK229

SK229・230

C
25
.4
m

C
′

B
25
.4
m

B
′

１
１

A
25.4m

A′

C

C
′

B

B′

A

A′

B５i3
E1m

SK232

B
25
.6
m

B
′

３

２

１

A 25.6m A′

B

B′

A

A′

B４j7
S1m
E2m

SD35

SK234

B
26
.4
m

B
′

６
５４
３２

１

A
26.4m

A′

B

B
′

A
A′

D７j1

SK236
B
25
.4
m

B
′

２１

A
25
.4
m

A
′

A

A′

C６g5
S1m

B

B′

SK237

B
24.8m

B′

３２１

A
24
.8
m

A
′

B

B′

A

A′

C５a0
S2m

SK238

B
24
.8
m

B
′

２１

A
24
.8
m

A
′

B

B′

A

A′

C５c0
E2m

SK239

B
24
.8
m

B
′

３
２
１

A
24.8m

A′

B

B′

A

A′

C６a2
S1m

０ （1:60） ２m

第 160 図　その他の土坑実測図 ⑺

SK223 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

SK229 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B

SK232 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK225 土層解説　　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化物 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK227 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK230 土層解説　　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK234 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 C，炭化材 D ／粘 B，締 B

SK220 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B

SK238 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK239 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK237 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK236 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　炭化粒 D，焼土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 C ／粘 B，締 B

SK224 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
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第 161 図　その他の土坑実測図 ⑻

SK240 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム中 D・小 C・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 A

SK244 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR4/2　灰褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 B・粒 B ／粘 A，締 B

SK245 土層解説　
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B

SK267 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 A，締 B

SK243 土層解説　
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B

SK242 土層解説　
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

SK247 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 A

SK248 土層解説　
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 A，締 A
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 A，締 B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

SK255 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK241 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK268 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C・粒 B
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム中 A・粒 A
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B

SK246 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 A，締 A

SK272 土層解説　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘 A，締 B
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム中 D・粒 C ／粘 A，締 B
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第 162 図　その他の土坑実測図 ⑼

SK271 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒Ｄ，焼土粒Ｄ／粘Ｂ，締Ｂ
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ，締 A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘 A，締Ｂ

SK275 土層解説　
１　7.5YR2/1　黒　　　ローム粒 D ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B

SK276 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK281 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 A ／粘 A，締 B

SK274 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 C ／粘 A，締 A

SK273 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 B ／粘 A，締 B

SK278 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

SK279 土層解説　
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 C

SK280 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 A
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B

SK282 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒Ｄ／粘Ｃ，締Ｃ

SK277 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 A

SK287 土層解説　
１　５Y4/1　 灰　　　ローム小Ｄ・粒Ｃ，粘土小Ｃ／粘 B，締 B
２　５Y6/3　 オリーブ黄　粘土大 A ／粘 A，締 B
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒Ｃ，粘土小Ｄ／粘 B，締 B

SK284 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 B ／粘 C，締 B
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第 163 図　その他の土坑実測図 ⑽

SK289 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 D・粒 C ／粘 A，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B

SK293 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D，焼土粒Ｃ，炭化粒Ｄ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒Ｃ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒Ｃ，焼土小Ｄ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒Ｃ／粘 B，締 B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小Ｃ，焼土粒Ｄ，炭化粒Ｄ
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK295 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK299 土層解説　　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B，炭化粒 D，粘土小 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，炭化物 D ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D，炭化物 D ／粘 B，締 B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B

SK302 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 C

SK305 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒 C ／粘 C，締 B

SK306 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B

SK301 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

SK307 土層解説　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 B ／粘 B，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B

SK308 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B

SK311 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 C
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第 164 図　その他の土坑実測図 ⑾

SK312 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B
SK313 土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 C・小 C・粒 B
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

SK314 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 B・粒 B
　　　　　　　　　　　／粘 A，締 B

SK315 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 A

SK316 土層解説　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 A，締 B
SK317 土層解説　
１　7.5YR4/6　褐　　　ローム中 C・粒 C ／粘 A，締 B

SK318 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 D ／粘 B，締 B

SK319 土層解説　
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B

SK320 土層解説　　
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 D・粒 B ／粘 A，締 B

SK321 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
SK322 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B

SK324 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B

SK309 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 C，締 C
SK310 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中 D・粒 C ／粘 C，締 B

SK330 土層解説　
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 C ／粘 B，締 A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム大 A・中 A・粒 B ／粘 A，締 A
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第 165 図　その他の土坑実測図 ⑿

SK323 土層解説　
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘Ｃ，締 C

SK327 土層解説　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒Ｄ／粘Ｃ，締Ｃ
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘Ａ，締Ｂ
SK328 土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中Ｄ・小Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ，締Ｂ
SK329 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ，締Ｂ
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ，締Ｂ
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム大Ｄ・中Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ，締Ａ

SK331 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 C ／粘 C，締 B

SK333 土層解説　
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小 C・粒 C，炭化材 D
　　　　　　　　　　　／粘 C，締 B
SK334 土層解説　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中 C・粒 D ／粘 B，締 B
SK335 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C，炭化材 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B

SK332 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 D・粒 C，炭化粒 D ／粘 C，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 C，締 B

SK338 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒 C ／粘Ｃ，締Ｃ

SK341 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C

SK325 土層解説　　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中 B・粒 B ／粘 B，締 A

SK339 土層解説　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中 C・粒 C ／粘 C，締 C

SK340 土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小Ｂ・粒Ｂ，焼土粒Ｄ／粘 B，締 C
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中Ｄ・小Ｂ／粘 B，締Ｂ
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第 166 図　その他の土坑実測図 ⒀

SK343 土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C・小 B ／粘 B，締 C
２　10YR4/4　 褐　　　ローム中 B・小 B・粒 C ／粘 B，締 C
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 C
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 B・小 C ／粘 B，締 C

SK346 土層解説　　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 C・小 B・粒 B ／粘 B，締 C
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中 C・小 B ／粘 B，締 B

SK344 土層解説　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B

SK347 土層解説　
１　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 D・小 B ／粘 B，締 B

SK348 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 B，焼土粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中 D・小 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 A・粒 B ／粘 B，締 B
４　10YR4/2　 灰黄褐　ローム中 C・小 B ／粘 B，締 B
５　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C

SK350 土層解説　
１　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B

SK345 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中 B・小 B ／粘 B，締 C
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C ／粘 B，締 B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 B ／粘 B，締 B

SK351 土層解説　
１　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B

SK352 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒Ｄ／粘 B，締 C
２　10YR4/2　 灰黄褐　ローム粒 C ／粘 B，締 B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 B
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SK349 土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D ／粘 B，締 C
２　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/2　 灰黄褐　ローム中 C・小 B ／粘 B，締 B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C

SK353 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中 C・小 B・粒 B ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B

SK354 土層解説　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 D・粒 C，焼土粒 D ／粘 B，締 B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中 C・小 B ／粘 B，締 B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 C，焼土粒 D ／粘 B，締 C
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム中 D・小 B ／粘 B，締 B
６　10YR4/4　 褐　　　ローム中 D・小 B ／粘 B，締 B
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム小 B・粒 B ／粘 B，締 C

SK355 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C，炭化材 D
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 D ／粘 B，締 C
４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 C
　　　　　　　　　　　／粘 B，締 C
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C

SK356 土層解説　　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 D・粒 C ／粘 B，締 C
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 D・粒 C，炭化材 D ／粘 B，締 C
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 C

SK357 土層解説　
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中 C・小 C・粒 B ／粘 C，締 C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小 C・粒 C ／粘 B，締 C
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒 C ／粘 B，締 C
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小 C・粒 B ／粘 B，締 B

SK358 土層解説　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒 C，炭化粒 D ／粘 B，締 B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小 C，粘土小 D ／粘 B，締 B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒 B ／粘 B，締 B
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

124 D７i2 Ｎ－ ７° －Ｅ 長方形 2.28 × 0.82 85 ほぼ直立 平坦 人為 土師器，陶器，瓦

128 C６j9 Ｎ－ 38° －Ｅ 楕円形 0.78 × 0.72 58 外傾 平坦 人為 土師器 SI401，SK127 →
本跡

129 C６j8 Ｎ－ 26° －Ｗ 長方形 （1.16）× 0.60 57 外傾 平坦 人為 SI401 →本跡
→ SK131

130 D７d3 Ｎ－ 78° －Ｅ 楕円形 0.86 × 0.76 45 外傾 U 字状 人為 須恵器 SI397 →本跡

131 C６j8 － 円形 0.93 × 0.92 67 外傾 U 字状 不明 SI401，SK129 →
本跡

132 C６i0 － 円形 1.04 × 0.96 40 外傾 平坦 人為 SI426，SK133 →
本跡

136 D５c2 － 円形 1.15 × 1.07 19 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

137 D５b4 Ｎ－ 23° －Ｅ 楕円形 0.62 × 0.48 31 外傾 平坦 人為 土師器

138 D５c4 － 円形 0.55 × 0.53 33 外傾 平坦 人為

139 E４b7 － 円形 0.98 × 0.95 24 外傾 平坦 人為

140 E４d6 － 円形 0.53 × 0.52 18 外傾 U 字状 人為

141 E４d7 － 円形 0.39 × 0.37 28 外傾 U 字状 人為

142 D６a6 － 円形 0.93 × 0.92 44 ほぼ直立 凹凸 人為

143 D６a5 － 円形 1.11 × 1.07 44 外傾
ほぼ直立 平坦 人為

144 D６a4 － 円形 1.06 × 1.03 51 ほぼ直立 平坦 人為

148 D５d5 － 円形 0.88 × 0.84 19 外傾 平坦 人為

149 E５a3 Ｎ－ 69° －Ｅ 長方形 1.20 × 0.81 26 外傾 平坦 人為 須恵器

150 C６j9 Ｎ－ ４° －W ［楕円形］ 1.36 ×（1.00） 65 外傾 平坦 人為 SI426，SK152 →
本跡→ SK151

151 C６j9 Ｎ－ 20° －W 長方形 1.50 × 0.68 92 ほぼ直立 平坦 人為 SI426，SK150・
152 →本跡

152 C６i9 － ［円形］ （0.84）×（0.84） 44 外傾 平坦 人為 SI426 →本跡
→ SK150・151

153 E４b9 － 円形 0.97 × 0.89 20 外傾 U 字状 人為 SK154 →本跡

154 E４b9 Ｎ－ 55° －Ｅ ［楕円形］ （0.80）× 0.71 35 外傾 U 字状
ピット１ 人為 本跡→ SK153

155 E４b9 Ｎ－ 74° －Ｅ 楕円形 0.94 × 0.55 15 外傾 U 字状 人為

157 D５d3 Ｎ－ 40° －Ｅ 不整楕円形 1.56 × 0.87 39 外傾 平坦 人為

161 E４b8 Ｎ－ 24° －Ｅ 楕円形 2.08 × 1.72 62 外傾 U 字状 人為

164 D５d6 Ｎ－ 62° －Ｅ 楕円形 0.61 × 0.50 40 外傾 U 字状 人為 土師器，須恵器

165 D５i3 － 円形 1.85 × 1.69 22 外傾 平坦 人為

166 D５h3 － 隅丸方形 0.89 × 0.87 31 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

168 D５b8 Ｎ－ 60° －Ｅ 長方形 1.14 × 0.70 35 外傾 平坦 人為

169 D４h9 Ｎ－ 89° －Ｅ 不整楕円形 2.88 × 1.31 86 外傾 凹凸 人為 土師器 SB131A・B →本跡

170 D６a1 － 円形 1.22 × 1.21 71 ほぼ直立 平坦 人為

171 E４a8 Ｎ－ 55° －W 楕円形 0.95 × 0.73 58 外傾 U 字状 人為 須恵器

172 C６j1 Ｎ－ 12° －W 楕円形 0.95 × 0.83 36 ほぼ直立 平坦 人為

173 C６h4 － 円形 0.57 × 0.46 27 外傾 U 字状 人為

174 C６j7 － 円形 1.11 × 1.02 56 外傾 U 字状 人為 陶器

175 D５a7 Ｎ－ 30° －W 楕円形 1.04 × 0.82 74 外傾 U 字状
ピット１ 人為

176 D５d4 － 円形 0.37 × 0.34 20 外傾 U 字状 人為

177 D５d4 Ｎ－ 35° －Ｅ 楕円形 0.63 × 0.45 36 外傾 U 字状 人為

178 D５c5 Ｎ－ 45° －Ｅ 楕円形 0.70 × 0.58 24 外傾 U 字状 人為

179 D６d4 － 円形 0.92 × 0.86 54 ほぼ直立 平坦 人為 須恵器

180 D５a0 Ｎ－ 17° －W 楕円形 0.91 × 0.69 34 ほぼ直立 平坦 人為

181 D４f0 － 円形 0.70 × 0.65 33 外傾 U 字状 人為 土師器

182 D４f0 Ｎ－ 27° －E 楕円形 0.66 × 0.54 18 外傾 U 字状 人為 須恵器

183 C６f8 － 円形 1.29 × 1.18 24 ほぼ直立 平坦 人為 土師器，須恵器

184 C６f7 － 円形 0.86 × 0.80 60 ほぼ直立 平坦 人為 土師器，須恵器

185 C６i1 Ｎ－ ７° －W 楕円形 0.49 × 0.33 62 外傾
内彎 U 字状 人為

186 C６j1 Ｎ－ 62° －Ｅ 楕円形 0.93 × 0.71 11 外傾 平坦 人為

第 87 表　その他の土坑一覧表
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

187 C５g9 Ｎ－ 14° －W 楕円形 1.17 × 1.05 28 外傾 平坦 人為 土師器

188 D６i2 Ｎ－ 16° －Ｅ 楕円形 2.14 × 1.38 72 外傾 平坦 人為

189 C６j7 － 円形 0.95 × 0.92 28 外傾 U 字状 人為 須恵器

190 B５g5 － 円形 0.90 × 0.86 15 外傾 平坦 不明 須恵器 SI435，SK191 →
本跡

191 B５g5 Ｎ－ 22° －W 長方形 1.47 × 0.80 82 外傾
ほぼ直立 平坦 人為 須恵器，土師質土器 SI435・437 →本跡

→ SK190
194 C６g6 － 円形 1.00 × 0.97 50 ほぼ直立 平坦 人為 土師器

195 C６g5 － 円形 0.67 × 0.62 18 外傾 平坦 人為

197 C６f8 － 円形 1.31 × 1.22 56 ほぼ直立 平坦 人為 須恵器 SK198・300・336
→本跡

198 C６f8 － 円形 0.94 × 0.93 23 外傾 平坦 人為 須恵器，陶磁器 本跡→ SK197

201 B５i3 － 円形 0.60 × 0.58 10 外傾 平坦 人為 土師器

202 B５i3 Ｎ－ 22° －W 隅丸長方形 1.01 × 0.58 21 ほぼ直立 平坦 人為

203 B５h4 Ｎ－ 20° －W 隅丸長方形 1.22 × 0.78 15 外傾 平坦 人為

204 B５i2 Ｎ－ 64° －Ｅ 隅丸長方形 0.94 × 0.83 18 ほぼ直立 平坦 不明 土師器

208 C６f5 Ｎ－ 21° －W 楕円形 0.76 × 0.67 23 外傾 平坦 人為

215 C４b0 Ｎ－ 63° －Ｅ 楕円形 1.22 × 0.51 ９ 外傾 平坦 人為

216 B５j1 Ｎ－ ８° －W 長方形 1.08 × 0.68 22 外傾 平坦 人為

217 C４i1 － 円形 0.65 × 0.61 26 外傾 U 字状 人為 SK269 →本跡

218 B５j1 Ｎ－ 25° －W 長方形 0.76 × 0.62 25 外傾 平坦 人為 瓦

219 B５h3 Ｎ－ 38° －Ｅ 楕円形 1.02 × 0.85 31 ほぼ直立 平坦 人為

220 B５h4 Ｎ－ 33° －W 楕円形 0.72 × 0.64 18 外傾 平坦 人為

221 C５a1 Ｎ－ 60° －Ｅ 楕円形 1.17 × 0.62 30 外傾 平坦 人為

222 C５a1 Ｎ－ 76° －Ｅ 隅丸長方形 1.30 × 0.81 54 外傾 平坦
ピット１ 人為 土師質土器

223 B５i1 Ｎ－ 70° －Ｅ 楕円形 0.76 × 0.42 50 ほぼ直立 U 字状 人為

224 B５h1 Ｎ－ 72° －W 楕円形 0.49 × 0.35 28 外傾 U 字状 人為

225 B５h1 Ｎ－ 30° －W 不整長方形 1.81 × 0.61 18 ほぼ直立 平坦 人為

227 B５j1 － 円形 0.73 × 0.73 16 外傾 平坦 不明

229 B５i3 Ｎ－ 66° －Ｅ 長方形 1.26 × 0.63 10 外傾 平坦 不明 SK230 →本跡

230 B５i3 Ｎ－ 28° －W 楕円形 1.71 × 0.49 18 外傾
ほぼ直立 平坦 不明 陶器 本跡→ SK229

232 B４j7 Ｎ－ 11° －W 楕円形 2.23 × 1.34 80 外傾 U 字状 人為

234 D７j1 Ｎ－ ７° －Ｅ 長方形 1.71 ×（1.00） 65 ほぼ直立 平坦 人為 土師器 本跡→ SD35

236 C６g5 Ｎ－ 51° －Ｅ 楕円形 0.50 × 0.41 15 外傾 U 字状 人為

237 C５a9 － 円形 0.96 × 0.96 40 外傾 U 字状 人為

238 C５b0 Ｎ－ 54° －Ｅ 楕円形 0.43 × 0.28 28 外傾 U 字状 人為

239 C６a1 Ｎ－ 68° －W 楕円形 0.77 × 0.68 44 外傾 U 字状 人為

240 C６a2 Ｎ－ 37° －W 楕円形 0.73 × 0.64 30 外傾 U 字状 人為 土師器

241 B６i4 － 円形 0.75 × 0.74 27 外傾 平坦 人為

242 B６j6 － 円形 0.49 × 0.49 30 外傾 U 字状 人為

243 B６i6 － 円形 0.58 × 0.56 38 外傾 U 字状 人為

244 B６i6 － 円形 0.56 × 0.54 42 外傾 U 字状 人為

245 B６i6 Ｎ－ 19° －W 楕円形 0.60 × 0.53 38 外傾 U 字状 人為

246 B６i6 Ｎ－ 54° －W 楕円形 0.68 × 0.47 52 外傾 U 字状 人為

247 B６i6 － 円形 0.54 × 0.52 36 ほぼ直立 平坦 人為

248 B６j6 Ｎ－ 86° －Ｅ 楕円形 0.64 × 0.57 35 外傾 U 字状 人為

255 C６a6 Ｎ－ 56° －Ｅ 不整楕円形 2.04 × 1.47 78 外傾 U 字状 人為

267 B６i5 Ｎ－ 23° －W 楕円形 0.62 × 0.58 55 外傾 U 字状
ピット１ 人為

268 B５g1 － 円形 0.86 × 0.83 81 ほぼ直立 平坦
ピット１ 人為

269 C４i1 － ［楕円形］ 0.72 ×（0.42） 28 外傾 平坦 人為 本跡→ SK217・
270

270 C４i1 － 円形 0.62 × 0.60 20 外傾 平坦 人為 SK269 →本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

271 B６d5 Ｎ－ 70° －Ｅ 楕円形 1.15 × 0.98 49 外傾 U 字状 人為

272 B５i6 Ｎ－ 87° －W 不整楕円形 1.07 × 0.78 24 外傾 平坦 人為

273 B６j4 Ｎ－ ９° －W 楕円形 1.57 × 1.01 28 外傾 平坦 人為

274 B５j0 － 円形 1.24 × 1.22 22 外傾 平坦 人為

275 B６j2 － 円形 0.49 × 0.46 27 外傾 U 字状 人為

276 B６j3 － 円形 0.67 × 0.63 37 外傾 U 字状 人為

277 B６f3 － 円形 0.28 × 0.26 22 ほぼ直立 U 字状 人為

278 B６f2 Ｎ－ 81° －Ｅ 楕円形 0.42 × 0.35 29 ほぼ直立 U 字状 人為

279 B６e2 Ｎ－ 81° －Ｅ 楕円形 0.87 × 0.78 16 外傾 平坦 人為 縄文土器，土師器

280 B６d3 － 円形 0.77 × 0.72 12 外傾 平坦 人為

281 B６e3 － 円形 0.72 × 0.66 ９ 外傾 平坦 人為

282 B６f3 － 円形 0.46 × 0.43 28 外傾
ほぼ直立 U 字状 自然

284 B６j6 Ｎ－ 61° －W 楕円形 0.74 × 0.62 19 外傾 U 字状 人為

287 C６a6 Ｎ－ 47° －Ｅ 楕円形 1.21 × 0.95 54 外傾 平坦 人為

289 B６b3 Ｎ－ 20° －W 楕円形 1.25 × 0.85 21 外傾 平坦 人為 縄文土器，須恵器

290 B６d6 Ｎ－ 35° －W 楕円形 0.47 × 0.35 45 ほぼ直立 U 字状 人為

293 C６b6 Ｎ－ 73° －W 楕円形 1.58 × 0.94 34 外傾 U 字状 人為

295 D６a7 Ｎ－ 15° －Ｅ ［楕円形］ （0.78）×（0.68） 22 外傾 U 字状 人為 本跡→ SD41

299 E５d0 Ｎ－ 78° －W 隅丸長方形 1.83 × 1.02 107 ほぼ直立 平坦 人為

300 C６f8 － ［円形］ 0.96 ×（0.33） 34 外傾 不明 人為 SK336 →本跡
→ SK197

301 D６b4 Ｎ－ ８° －Ｅ ［楕円形］ （0.70）×（0.54） （27） 外傾 U 字状 人為 本跡→ SD41

302 D６a0 － 円形 0.99 × 0.98 66 ほぼ直立 平坦 人為

305 D５d1 － 円形 0.74 × 0.70 36 外傾 U 字状 不明

306 D５c5 － 円形 0.54 × 0.54 32 外傾 U 字状 不明

307 D５c6 － 円形 0.68 × 0.66 42 外傾 U 字状 人為

308 D５b5 Ｎ－ 41° －Ｅ 楕円形 0.52 × 0.36 76 外傾
内彎 U 字状 不明

309 D５d0 － 円形 0.73 × 0.72 37 外傾 平坦 人為 SK310 →本跡

310 D５d0 Ｎ－ 78° －Ｅ 楕円形 1.00 × 0.80 42 外傾 平坦 人為 本跡→ SK309

311 D６a2 Ｎ－ 68° －Ｅ 楕円形 0.46 × 0.37 81 ほぼ直立 U 字状 人為

312 D５d5 － 円形 0.44 × 0.42 40 外傾 U 字状 人為 SK313 →本跡

313 D５d5 Ｎ－ 52° －W ［楕円形］ （0.70）× 0.46 39 外傾 U 字状 人為 本跡→ SK312

314 C６j2 Ｎ－ 44° －W 楕円形 0.86 × 0.77 16 外傾 U 字状 人為

315 D６a4 Ｎ－ 39° －W 楕円形 0.62 × 0.55 17 外傾 平坦 人為

316 C６j3 － 円形 0.83 × 0.76 13 外傾 U 字状 人為 SK317 →本跡

317 C６j3 Ｎ－ 31° －W ［楕円形］ （0.52）× 0.51 21 外傾 平坦 人為 本跡→ SK316

318 C６g5 Ｎ－ 18° －W 楕円形 1.17 × 0.75 18 外傾 平坦 不明

319 C６g5 Ｎ－ 30° －W 楕円形 0.72 × 0.58 13 外傾 平坦 人為

320 D６b4 Ｎ－ 15° －W ［楕円形］ （0.47）×（0.41） （48） 外傾 U 字状 人為 本跡→ SD41

321 C６e9 － 円形 0.50 × 0.49 14 外傾 平坦 不明

322 C６f9 Ｎ－ 21° －W 楕円形 0.91 × 0.81 12 外傾 平坦 不明

323 C６f9 Ｎ－ 22° －W 楕円形 1.06 × 0.60 35 ほぼ直立 平坦 不明 SK339 →本跡

324 C６f7 － 円形 0.67 × 0.67 23 外傾 U 字状 人為

325 C６f9 － 円形 0.70 × 0.69 33 ほぼ直立 平坦 人為 SK338・339 →
本跡

326 C６e9 － 円形 0.30 × 0.30 43 ほぼ直立 U 字状 不明 SK337 と重複

327 C６f9 Ｎ－ 42° －Ｅ 楕円形 0.55 × 0.41 14 外傾 平坦 人為 SK329 →本跡

328 C６f9 － 円形 0.83 × 0.77 38 外傾 平坦 人為 SK329 →本跡

329 C６f9 Ｎ－ 40° －Ｅ ［楕円形］ 0.67 ×（0.44） 35 ほぼ直立 平坦 人為 本跡→ SK327・
328

330 C６j0 Ｎ－ 74° －Ｅ 楕円形 1.48 × 0.90 55 ほぼ直立 平坦 人為
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

331 C７i1 － 円形 0.80 × 0.75 16 外傾 平坦 人為

332 C７i1 － 円形 1.10 × 1.07 37 外傾 平坦 人為 骨粉

333 C６i0 Ｎ－ 31° －Ｅ 楕円形 1.05 × 0.89 20 外傾 平坦 人為 SK334・335 →
本跡

334 C６i0 Ｎ－ 28° －Ｅ ［楕円形］ 0.73 ×（0.50） 18 外傾 平坦 人為 SK335 →本跡
→ SK333

335 C６i0 Ｎ－ ３° －Ｅ ［楕円形］ 0.75 ×（0.72） 11 外傾 平坦 不明 本跡→ SK333・
334

336 C６f8 Ｎ－ 52° －W ［楕円形］ （1.15）×（1.07） 20 外傾 平坦 人為 本跡→ SK197・
300

337 C６e9 Ｎ－ 48° －W 楕円形 0.30 × 0.24 28 ほぼ直立 U 字状 人為 SK326 と重複

338 C６f8 － 円形 1.13 × 1.03 18 外傾 平坦 不明 骨粉 本跡→ SK325・
339

339 C６f9 Ｎ－ 52° －Ｅ ［楕円形］ （0.78）× 0.75 15 外傾 平坦 不明 SK338 →本跡
→ SK323・325

340 B５f1 Ｎ－ 66° －Ｅ 隅丸長方形 1.04 × 0.87 38 外傾 平坦 人為 SD48 →本跡

341 B５d5 Ｎ－ 32° －W 楕円形 0.81 × 0.69 35 外傾 平坦 人為 SD48 →本跡

343 B５f2 Ｎ－ 67° －Ｅ ［長方形］ （1.02）×（0.74） 40 外傾 平坦 人為 陶器 SI444，SK344 →
本跡

344 B５f2 Ｎ－ 67° －Ｅ 長方形 1.03 × 0.66 56 ほぼ直立 平坦 人為 SI444，SD48 →
本跡→ SK343

345 B５e2 － － （0.94）×（0.46） － 外傾 平坦 人為 SI444 →本跡
→ SK346

346 B５e2 Ｎ－ 61° －Ｅ 楕円形 2.20 ×（1.27） 80 外傾 平坦 人為 SK345，SD48 →
本跡

347 B１g7 Ｎ－ 73° －Ｅ 不整楕円形 2.59 × 1.26 39 外傾 凹凸 不明

348 C１a9 Ｎ－ 89° －Ｅ 隅丸長方形 2.14 × 0.96 53 外傾 U 字状 不明

349 C２f1 Ｎ－ ８° －Ｅ 不整楕円形 2.95 × 1.26 63 外傾 凹凸 不明

350 C２h1 Ｎ－ 87° －Ｅ 楕円形 1.46 × 1.20 30 外傾 平坦 不明

351 C２i1 Ｎ－ 10° －W 楕円形 1.32 × 1.20 33 外傾 U 字状 不明

352 C１i0 Ｎ－ 38° －W 隅丸長方形 1.98 × 0.86 38 外傾 平坦 不明

353 C１i5 Ｎ－ 59° －Ｅ ［楕円形］ （1.21）× 0.91 50 ほぼ直立 平坦 不明

354 C２e7 Ｎ－ 80° －W 隅丸長方形 2.04 × 0.95 60 ほぼ直立 平坦 不明

355 D７i1 Ｎ－ ５° －Ｅ ［楕円形］ 1.58 ×［1.03］ 62 外傾 平坦 不明 須恵器

356 D６h0 Ｎ－ ２° －Ｅ 楕円形 1.73 × 1.39 64 外傾 平坦 不明

357 C６j0 Ｎ－ 74° －Ｅ 長方形 1.94 × 0.89 46 外傾 平坦 不明

358 C５b4 Ｎ－ 15° －Ｅ 楕円形 1.00 × 0.84 ［48］ 外傾 U 字状 人為 SI430 →本跡
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　⑵　柱穴列

　第 10A・10B 号柱穴列（第 168 図）

位置　調査区南東部の C６f4 ～ C６f6 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と構造　北東・南西方向 5.8 ｍの間に並ぶ柱穴 10 か所を確認した。P １～ P ６を柱穴列とする第 10A 号

柱穴列と P ７～ P10 を柱穴列とする第 10B 号柱穴列に分けられ，ともに配列方向はＮ－ 70 ﾟ－ E である。

０ （1:60） ２m
第 168 図　第 10A・10B 号柱穴列実測図

土層解説（各柱穴共通）
１　10YR3/2　黒褐　  ローム粒 C，焼土粒 D
　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
２　10YR3/3　暗褐　ローム小 C，炭化粒 D
　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
３　10YR3/3　暗褐　ローム粒 C／粘 B，締 B
４　10YR3/3　暗褐　ローム小 C，焼土粒 D
　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
５　10YR3/3　暗褐　ローム粒 B／粘 B，締 B
６　10YR3/2　黒褐　ローム粒 C／粘 B，締 B
７　10YR3/2　黒褐　ローム粒 D，焼土粒 D
　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
８　10YR3/1　黒褐　ローム粒 D，焼土粒 C
　　　　　　　　　　／粘 B，締 B
９　10YR3/3　暗褐　ローム粒 D／粘 B，締 B
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　⑶　溝　跡

第 45号溝跡（第 169 図・付図）

位置　調査区南東部の E４c7 ～ E４b7 区，標高 25 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 E４c7 区から北東方向（Ｎ－ 19 ﾟ－ E）に直線状に延びて

いる。長さは 4.90 m で，上幅 0.41 ～ 0.53 m，下幅 0.29 ～ 0.36 m，深さ

22 ㎝である。断面形は U 字状である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれることから，人為堆

積である。

所見　時期は，出土遺物がないため不明である。

　⑷　ピット群

　５か所を確認した。第６号ピット群は平面図（第 170 図）に記載し，その他の平面図は遺構全体図（付

図）に記載する。また，規模は一覧（第 88 ～ 92 表）で記載する。

柱穴　10 か所。第 10A 号柱穴列の平面形は楕円形で，長径 37 ～ 72cm，短径 25 ～ 42cm である。深さは 10

～ 30cm である。第 10B 号柱穴列の平面形は円形または楕円形で，長径 53 ～ 65cm，短径 31 ～ 55cm である。

深さは 23 ～ 38cm である。第 10A・B 号柱穴列ともに，掘方の壁はほぼ直立または外傾して立ち上がっている。

所見　覆土から，第 10A 号柱穴列は P １，P ２，P ３，P ４の順と P ５，P ６の順で建て替えて，P ４と P

６が組になり，第 10B 号柱穴列は P ９，P10 の順で建て替えて，P ７・P ８・P10 が組になったと考えられる。

出土遺物がないため，時期は不明である。

０ （1:60） １m

０ （1:60） ２m

第 169 図　第 45 号溝跡実測図

第 170 図　第６号ピット群実測図

土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　  ローム小 D・粒 C，焼土粒 D，
　　　　　　　　　　炭化粒 D／粘 C，締 B
２　7.5YR4/4　褐　　ローム中 C・粒 C／粘 B，締 B
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ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

１ C ６f4 楕円形 55 45 20
２ C ６f4 円形 39 38 28
３ C ６f4 不整円形 41 40 24
４ C ６f4 円形 34 34 27
５ C ６f4 楕円形 42 28 23
６ C ６f4 楕円形 36 31 32
７ C ６f4 円形 51 49 23
８ C ６g4 円形 23 23 28

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

９ C ６g4 円形 30 30 43
10 C ６g4 円形 28 25 21
11 C ６g4 円形 24 23 14
12 C ６g4 円形 38 37 34
13 C ６g4 円形 30 28 12
14 C ６g4 円形 30 27 19
15 C ６g3 楕円形 36 32 47
16 C ６g3 円形 32 31 45

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

17 C ６g3 楕円形 46 35 40
18 C ６g3 楕円形 46 40 30
19 C ６g3 円形 36 36 56
20 C ６f3 楕円形 39 35 19
21 C ６f3 円形 26 25 20
22 C ６f3 円形 33 33 16
23 C ６f3 円形 29 28 21
24 C ６f4 円形 39 36 25

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

１ C ６g7 不整円形 40 38 30
２ C ６g7 楕円形 62 48 36
３ C ６g6 楕円形 36 30 28
４ C ６g6 楕円形 52 45 24

第 91 表　第９号ピット群一覧

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

１ D ６d3 楕円形 43 37 29
２ D ６d4 円形 28 28 76
３ D ６d4 楕円形 32 22 35

第 92 表　第 10 号ピット群一覧

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

１ C ６f1 楕円形 34 24 42

２ C ６f1 楕円形 31 22 23
３ C ６f1 円形 26 24 22
４ C ６f1 円形 50 50 24
５ C ５g0 円形 30 29 20
６ C ５g0 円形 36 34 48

第 89 表　第７号ピット群一覧

ピット
番号 位　置 形　状

規　模（㎝）
長径 短径 深さ

１ C ５e0 楕円形 46 40 16
２ C ５e0 ［長方形］ 36 (17） 19
３ C ５e0 長方形 40 33 36
４ C ５e0 不整楕円形 42 32 21
５ C ５e0 ［楕円形］ 29 (23） 33
６ C ５e0 ［楕円形］ (35） 30 44
７ C ５e0 円形 30 29 31
８ C ５e0 楕円形 29 25 15
９ C ５e9 楕円形 46 40 32
10 C ５e9 不整楕円形 48 34 35
11 C ５e9 円形 38 37 50

第 90 表　第８号ピット群一覧

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 縄文土器 深鉢 － （5.7） － 長石・石英・雲母 橙 普通 外・内面ナデ　尖底土器 表土 ５％

７ 縄文土器 深鉢 － （7.0） － 長石・石英・雲母 橙 普通 外面隆起帯脇沈線→ RL 縄文→無文部磨き　内
面ナデ 表土 ５％　PL36

８ 縄文土器 深鉢 － （4.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 波状口縁   外面隆帯脇沈線→ RL 縄文→無文部
磨き　内面ナデ 表土 ５％　PL36

９ 縄文土器 深鉢 － （3.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口頸部横位の条線 表土 ５％　PL36

10 縄文土器 深鉢 － （4.0） － 長石・石英・赤色
粒子 明赤褐 普通 外面条線→紐線貼付　内面ナデ SD42 ５％　PL36

11 縄文土器 深鉢 － （4.2） － 長石・石英・角閃
石 にぶい黄橙 普通 外面条線→紐線貼付　内面ナデ 表土 ５％　PL36

12 縄文土器 深鉢 － （5.0） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい赤褐 普通 外面条線→紐線貼付　内面ナデ 表土 ５％　PL36

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 石核 6.1 3.1 1.7 27.05 碧玉 縦長剥離を素材　両側縁を剥離後，打面を転移して剥離 表土 PL36

２ 剥片 3.8 4.5 0.8 9.58 黒曜石 縦長剥片　下部切断　上部欠損　左側縁を背腹両面より調整加工 表土 PL36

３ 剥片 5.0 3.1 0.8 14.74 碧玉 縦長剥片 SD42 PL36

４ 剥片 4.0 2.4 1.0 5.80 頁岩 縦長剥片　左側片を二次加工　上部欠損 表土 PL36

５ 剥片 3.8 1.8 1.6 8.45 碧玉 縦長剥片 表土 PL36

第 88 表　第６号ピット群一覧

第 93 表　遺構外出土遺物一覧

　⑸　遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，出土遺物実測図（第 171・172 図）と出土遺物一

覧（第 93 表）で記載する。
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㎝４（1:2）０

０ （2:3） ４cm

０ （1:3） 10㎝

第 171 図　遺構外出土遺物実測図 ⑴
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

13 石鏃 3.0 1.5 0.5 1.41 チャート 表・裏面押圧剥離調整　平基無茎鏃 SI401 PL36

14 打製石斧 （7.2） 6.0 1.7 （74.44） 頁岩 表面自然面を一部残して剥離痕　上部欠損 SI421 PL36

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

15 土師器 坏 ［18.2］（3.7） － 長石・石英 明褐 普通 外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理 表土 10％
墨書「□」

16 土師器 坏 － （4.7） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理 表土 10％　PL30
墨書「□」

17 土師器 坏 － （3.2） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　
黒色処理 表土 ５％

墨書「□」
18 須恵器 坏 － （2.4） ［9.6］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り 表土 20％

19 土師器 高台付坏 － （1.9） ［6.8］ 長石・石英・赤色
粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼付 表土 10％

墨書「□」
20 灰釉陶器 碗 ［14.8］（4.2） － 長石・石英 灰オリーブ 普通 外面ロクロナデ　内面刷毛塗り施釉 表土 10％　PL32

黒笹 90 号窯式
21 須恵器 盤 － （2.7） 11.1 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼付 表土 40％

22 陶器 擂鉢 － （3.2）［10.0］長石・石英・黒色
粒子 にぶい黄橙 普通 内面５条１単位の擂り目 表土 ５％

23 灰釉陶器 長頸瓶 ［12.5］（5.3） － 長石・石英 黄褐 普通 口縁部，頸部外・内面ロクロナデ　内面刷毛塗
り施釉 表土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

24 砥石 （9.6） 5.9 2.2 （188.37） 流紋岩 砥面２面 表土

25 砥石 5.8 3.4 1.9 45.36 凝灰岩 砥面２面 表土

26 砥石 4.8 2.8 1.4 17.63 凝灰岩 砥面４面 表土

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

27 刀子 （5.3） 2.5 0.3 （24.00） 鉄 刃部両端部欠損　刃部断面三角形 覆土中

28 刀子 （5.2） 1.7 0.2 （4.85） 鉄 刃部両端部欠損　刃部断面三角形 覆土中

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

29 寛永通寶 2.2 0.65 0.1 2.22 銅 1636 新寛永　無背文 表土

０ （1:3） 10㎝０ （1:1） ２cm

第 172 図　遺構外出土遺物実測図 ⑵
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　　　第４節　総　括

　金田西遺跡は，平成 12 年・13 年度にかけて九重東岡廃寺と金田西坪Ｂ遺跡とともに当財団が確認調査を

行い 1），金田西遺跡が官衙地区，九重東岡廃寺が仏教関係施設，金田西坪 B 遺跡が正倉院として国指定を受

けた。平成 27・28 年度に当財団が金田西遺跡，九重東岡廃寺 , 金田西坪Ｂ遺跡の発掘調査を行い， 奈良から

平安時代の集落跡が南北に延びていることを確認した 2）。 平成 29 年度に金田西坪 B 遺跡の発掘調査を行い，

奈良時代の大型竪穴建物跡や四面庇付建物跡を確認した3。今回の調査区は郡庁院区域の北側にあたり，縄

文時代から江戸時代にかけての竪穴建物跡 54 棟， 掘立柱建物跡３棟，陥し穴１基，大型円形土坑 1 基，土

坑 187 基，柱穴列２条，方形区画溝跡１条，溝跡 12 条，ピット群５か所を確認した。

　ここでは，奈良・平安時代について，これまでの当財団文化財調査報告第 209 集における推定河内郡衙変

遷4の調査成果をもとに当調査区の調査成果を加えて概観する。また方形区画溝跡の時期と性格を検討して

総括とする。

１　はじめに　

時期区分は，当財団文化財調査報告第 209 集掲載のⅠ期～Ⅵ期に準じる5。

竪穴建物跡の規模については，一辺の長さ４ｍ未満＝小型，４ｍ以上６ｍ未満＝中型，６ｍ以上８ｍ未満＝

大型，８ｍ以上＝超大型とする。また推定河内郡衙変遷については全体図参照とする。

　建物群の変遷について（第 173 ～ 176 図）

　Ⅰ期（九重東岡廃寺と本格的な河内郡衙関連施設が展開される前段階）７世紀末葉

　平成 12 年・13 年度の確認調査では，館区域推定地と居宅区域推定地から当時期の竪穴建物跡 31 棟が確

認されている6。平成 27・28 年度調査の九重東岡廃寺では，竪穴建物跡１棟，金田西遺跡Ⅰ区では竪穴建

物跡２棟が確認されている 7)。両遺跡とも集落は，館跡推定地と居宅跡推定地の集落を含めると小規模なが

ら河内郡衙の前身集落と推定される。金田西坪 B 遺跡では竪穴建物跡２棟が該当する。小規模な河内郡衙

の前身集落と捉えている8。

　平成 28 年度調査の金田西遺跡Ⅱ区では，この時期の遺構は確認できなかった。このことから河内郡衙関

連施設が展開される前段階では，北側に集落は存在していない時期と考えられる。

　Ⅱ期 a（九重東岡廃寺・郡衙の成立期）　８世紀前葉

　平成 12 年度・13 年度の確認調査では，九重東岡廃寺の指定地に基壇１基と掘立柱建物跡２棟が確認され

ている。館区域では二面庇の掘立柱建物跡（SB71）を中心に東西に一面庇の掘立柱建物跡（SB72・75）が

対峙し，北側に大型竪穴建物跡（SI258）をロの字状に配置されている。

　九重東岡廃寺では，基壇建物や郡衙関連施設では郡庁区域，館区域，居宅区域等が成立する時期である。

このように郡衙関連施設が成立する時期に，平成 27・28 年度の調査では，九重東岡廃寺で，遺構が確認さ

れていない。金田西遺跡Ⅰ区の竪穴建物跡２棟と掘立柱建物跡５棟が該当する。遺物は温石やコップ形土器

が出土している。この時期の集落は，東に隣接する館跡の一部と考えられている 9）。

　金田西坪 B 遺跡では，一辺が 6.8 ｍの大型竪穴建物跡が確認されており，Ⅱ期 a からⅡ期ｂに特別な立場

の人物が第 46 号竪穴建物跡から第 11 号竪穴建物跡に建て替えを行った 10）と考え，第Ⅱ期を 2 時期に分け

ている。金田西遺跡Ⅱ区では出土遺物からこの時期を２時期に分けることは難しいので，今回の調査ではⅡ

期ｂまで時期区分は行っていない。

２　奈良・平安時代　
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第 173 図　金田西遺跡Ⅱ区遺構変遷図 ⑴
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　金田西遺跡Ⅱ区では，竪穴建物跡４棟が該当する。竪穴建物跡の規模は，小型が２棟，中型が１棟，不明

が 1 棟である。主軸方向は北を向いて東に３度から西に６度ほど振れている。集落は南東部に集中している。

平面形は方形で主柱穴の位置も４本としっかりしている。

Ⅱ期 b（九重東岡廃寺・郡衙の成立期）　８世紀前葉

金田西遺跡の郡庁院区域では，四面庇掘立柱建物跡２棟（SB26・27）と一面庇の掘立柱建物跡（SB ４・５）

が直交し，逆 L 字形に配置されている。東側へ館跡が移り，一面庇の掘立柱建物跡（SB53）と二面庇の掘

立柱建物跡（SB54）を北側の中心に配置し，西側に掘立柱建物跡２棟（SB95・73）が逆 L 字形に配置され，

北西部には井戸（SE ２）が位置する。居宅区域は掘立柱建物跡が並んで配置されている。

　金田西坪 B 遺跡では，竪穴建物跡６棟，掘立柱建物跡 10 棟が該当する 11）。そのうち大型竪穴建物跡が１

棟（SI11），同規模で一直線上に並ぶ総柱建物跡が４棟（SB18・19・20・21），側柱の掘立柱建物跡が４棟

確認されている。この規格性のある総柱建物跡は行政的機能を持つと考えられる。

　Ⅲ期（九重東岡廃寺・郡衙の展開期Ⅰ）８世紀中葉

平成 12 年度・13 年度の確認調査では，指定地の群庁院区域は長大な掘立柱建物跡（SB １）が並び，西側

に建物群の中心があると考えられている。館区域は前半に東に移り，掘立柱建物跡（SB13）を中心に西側に

二面庇の掘立柱建物跡（SB12），南側に二面庇の掘立柱建物跡（SB16），竪穴建物跡（SI97）の空閑地となる。

金田西坪 B 遺跡では正倉域が確認されている。郡衙関連施設の機能が整い，充実する展開期を迎える。

　平成 27・28 年度の調査では，九重東岡廃寺で竪穴建物跡１棟，金田西遺跡Ⅰ区で竪穴建物跡２棟が該当

する。当遺跡の竪穴建物跡は一辺が 6.75 ｍあり，大型である。遺物は瓦片が出土している。郡衙関連施設

が充実する展開期に，両遺跡とも調査区内には建物跡は少ない。

　金田西坪Ｂ遺跡では，掘立柱建物跡 13 棟が該当する。掘立柱建物跡（SB28）は桁行５間，梁行３間であ

る身舎の四面に桁行７間，梁行５間の廂が付く四面廂の掘立柱建物跡が有力者の住まいとして機能したと推

測されている 12）。　

　金田西遺跡Ⅱ区ではこの時期の遺構は確認されていない。

　Ⅳ期（九重東岡廃寺・郡衙の展開期Ⅱ）８世紀後葉

平成 12・13 年度の確認調査では，指定地の郡庁院区域が掘立柱建物跡１棟（SB21），館区域が前半期の

掘立柱建物跡（SB ８・10）とその東側に総柱の掘立柱建物跡（SB33・34）が，中央部に空閑を囲むように

配置されている。後半期はその西側に第１号基壇建物跡と掘立柱建物跡３棟（SB45・108・109）が一直線

上に並ぶ。居宅区域は，掘立柱建物跡が２棟，大型竪穴建物跡（SI308）で構成されている。郡衙施設が充

実する時期である。

　平成 27・28 年度の調査では，金田西遺跡Ⅰ区の調査区北部に竪穴建物跡３棟，掘立柱建物跡４棟，中央

部に竪穴建物跡４棟，南部に竪穴建物跡１棟が該当する。遺物は瓦片が４棟の竪穴建物跡から出土してい

る。Ⅰ～Ⅲ期まで少なかった竪穴建物跡と掘立柱建物跡が増え始める。

　九重東岡廃寺では，L 字形に掘立柱建物跡が配置される。

金田西坪Ｂ遺跡では，竪穴建物跡１棟のみで，掘立柱建物跡は廃絶し，有力者は場所を移したと考えられている。

　金田西遺跡Ⅱ区では，南東部に小型の竪穴建物跡４棟が確認されている。主軸方向は北を向いて東に 22 度

から西に３度ほど振れている。集落は南東部に集まっていることから，さらに同方向に広がるものと考えら

れる。平面形が横長の第 421 号竪穴建物跡がみられる。主な遺物として，土師器・須恵器の坏を中心に，須

恵器の高盤２点，盤４点が出土しており，他の時期に比べて多い。墨書土器は３点，「珎」，「大」，「上」と書
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第 174 図　金田西遺跡Ⅱ区遺構変遷図 ⑵
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かれた土器が出土している。第 415 号竪穴建物跡から盤２点と墨書土器２点，第 421 号竪穴建物跡から盤２

点と墨書土器１点が出土しており，郡衙と関連付けできる遺構である。金属製品は刀子１点が出土している。

　Ⅴ期 a（九重東岡廃寺・郡衙の衰退期Ⅰ）９世紀前葉

　郡衙関連施設は，館区域の掘立柱建物跡４棟（SB64・81・82・94），竪穴建物跡４棟（SI24・100・102・

182），居宅域の掘立柱建物跡（SB68・69・96・100・106），井戸１基（SE １）。Ⅲ・Ⅳ期の展開期に比べて

建物が少なく衰退期と考えられる時期である。

　九重東岡廃寺では，西部の竪穴建物跡３棟，北部の掘立柱建物跡４棟で構成されている。遺物は仏教関連

遺物として瓦片や短頸壺が出土している。

　金田西遺跡Ⅰ区では，竪穴建物跡 13 棟，掘立柱建物跡７棟が該当する。集落は北部が竪穴建物跡５棟，

掘立柱建物跡２棟，中央部が竪穴建物跡６棟，掘立柱建物跡５棟，南部が竪穴建物跡２棟である。遺物は則

天文字「天」，その他に「弘」，「武」の墨書土器，灰釉陶器，高盤，短頸壺等で，瓦は３棟の竪穴建物跡か

ら出土している。金田西遺跡の北部・中央部の建物群とともに出土遺物や配置から北部の建物群は東側に隣

接する館区域，中央部は居宅区域に関連する集落である。

　金田西坪 B 遺跡では，竪穴建物跡１棟のみが該当する。この時期をもって集落は消える。

　金田西遺跡Ⅱ区では，南東部に 11 棟の竪穴建物跡が確認されている。規模は，小型が９棟，中型が２棟

である。主軸方向は北を向いて東に 41 度から西に 96 度ほど振れている。集落は南東部に集まっていること

から，さらにⅣ期と同様に同方向に広がるものと考えられる。竪穴建物跡は，竈のつくり替えが３回行われ

たり，竈の右側に棚を持ったりする竪穴建物跡がみられようになる。竈の脇に棚を持つ竪穴建物跡は９世紀

中葉から 10 世紀前葉にかけて類例が見られる 13）。遺物は，土師器・須恵器の坏を中心に，須恵器の盤が２

点出土している。墨書土器は計４点と少ないが，「福」，「部」と書かれた土器が出土している。また須恵器

の蓋を転用した硯や刀子等も出土しており，官衙と関連する遺物が出土している。

　Ⅴ期 b（九重東岡廃寺・郡衙の衰退期Ⅱ） ９世紀中葉

　郡衙関連施設は，居宅域の２棟（SB99・103），九重東岡廃寺では竪穴建物跡８棟が該当する。

　金田西遺跡Ⅰ区では，竪穴建物跡 11 棟が該当する。北部の竪穴建物跡５棟と掘立柱建物跡２棟は東側に

隣接する館区域，中央部の竪穴建物跡５棟は居宅区域に関連する集落と思われる。この時期に金田西遺跡の

竪穴建物跡や掘立柱建物跡が最も増加し，集落はⅣ期よりも大きくなる。

　金田西遺跡Ⅱ区では，竪穴建物跡 14 棟，掘立柱建物跡２棟が該当する。竪穴建物跡は南東部９棟，北東

部３棟が確認されている。竪穴建物跡の規模は，小型が８棟，中型が３棟，不明が１棟である。主軸方向は，

北を向いて東に 75 度から西に 29 度ほど振れている。集落は南東部を中心に北東部に分散している。

　掘立柱建物跡は南東部に桁行２間×梁行２間の側柱の第 131A 号掘立柱建物跡とほぼ同じ場所に建て替え

た桁行４間×梁行２間の側柱の第 131B 号掘立柱建物跡がある。掘立柱建物跡は集落の西側隅に位置し，第

131A 号掘立柱建物跡は小規模な倉と考えられる。その後建て替えが行われ，第 131B 号掘立柱建物跡は側

柱であることから屋として使用された可能性がある。竪穴建物跡は，この時期においても竈の右側に棚を

持つ竪穴建物跡が１棟みられる。第 420 号竪穴建物跡は一辺が 5.15 ｍでこの時期で最大規模を有しており，

出土遺物等に特殊性がある。この建物跡は焼失家屋で，焼失後に官衙関連遺物や工具類・農具等の遺物が投

棄されいる。官衙関連遺物は，銅製の巡方，石製の蛇尾などの腰帯具，墨書土器，足金物などである。銅製

の巡方には黒漆が塗られており烏油腰帯で初位以上六位までの役人が付けたものである。また工具関係も多

く，鑿，けがき針，農具は鉄斧，鍬，鎌先，鎌，工芸具は鉄製紡錘車などがある。さらに，第 420 号竪穴建
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物跡からは小型甕の底部に漆が付着した土器，隣接する第 417 号竪穴建物跡からも高台付坏に漆が付着した

土器が出土している。このような漆付着土器は，下土師東遺跡 14），松原遺跡 15），船窪遺跡 16）等で出土して

いる。松原遺跡では，漆付着の土師器の坏，下土師東遺跡出土の漆付着須恵器坏からは「大同三年」と書か

れた漆紙文書が検出されている。船窪遺跡出土の漆付着土師器坏は漆紙の繊維が検出されている。今回出土

した漆付着の小型甕は，漆が厚く残存しており，漆紙文書が残存する可能性も考えて分析を行ったが，紙の

繊維質は見つからなかった。また漆が付着した高台付坏については漆のパレットとして使用したものと考え

て顔料の分析を行ったが，顔料は確認できなかった（第 175 図）。分析結果から，漆付着小型甕は貯蔵また

は運搬用で底部に漆が固まってしまったものと考えられる。墨書土器は「厨」，「東大」，「東」，「珎」，「七」，

「下」等の計 11 点が出土している。「大」と焼成後刻書された土器も出土している。特に墨書土器「厨」は，

厨家に所属する備品である。厨の墨書土器の出土は，饗饌の場における廃棄場所，またはそれらの饗饌を

弁備する厨施設 17) 等が想定されるが，周囲に井戸も伴わず，厨家らしき建物が確認されないことから，使

用後に投棄されたものと推測している。出土した遺物から第 440 号竪穴建物跡の周辺には厨家に関係する施

設等があることが想定できる。また第 439 号竪穴建物跡から皇朝十二銭の「神功開寳」が出土している。第

420 号竪穴建物の腰帯具や工具類等の一括投棄は，この時期に官衙が機能しなくなり，衰退したと考えられ

る。

　Ⅵ期（九重東岡廃寺・郡衙の終焉　一般集落化）９世紀後葉

　本期は，群庁院区域，館区域，居宅区域の建物が見られなくなり，郡衙関連施設に関わる集落は，終焉を

迎えるものと考えられる。

　九重東岡廃寺は竪穴建物跡４棟，掘立柱建物跡３棟，金田西遺跡Ⅰ区は竪穴建物跡５棟が該当する。金田

西遺跡Ⅰ区の中央部の４棟が居館区域の群をなすものと考えられている。

　金田西遺跡Ⅱ区は南東部 13 棟，北東部に８棟の計 18 棟の竪穴建物跡と掘立柱建物跡は１棟が確認されて

いる。竪穴建物跡の規模は，小型が 17 棟，中型が４棟で，小規模な竪穴建物跡が中心である。主軸方向は

北を向いて東に 36 度から西に 36 度ほど振れている。この時期に金田西遺跡の竪穴建物跡が増え，北東に集

落が広がり，金田西遺跡Ⅱ区で最大規模の集落となる。墨書土器は 34 点出土している。「神」，「井上」，「髙

□子」，「三」，「珎」，「王」，「林寺」，「問」等と判読できた墨書が出土している。墨書はこの時期が他の時期

に比べ多く，金田西遺跡Ⅰ区に比べても非常に多いことが特徴である。金田西遺跡Ⅰ区と共通する文字は見

当たらなかった。灰釉陶器皿と長頸瓶，金属製品の刀子は３点が出土している。Ⅵ期以降の竪穴建物跡は確

認されず，この時期で集落は消滅する。

３　漆付着土器について

金田西遺跡第 417・420 号竪穴建物跡出土土器付着漆の自然科学分析について

⑴　対象資料　

　ア　土器内面に付着した漆（第 417 号竪穴建物跡出土高台付坏）　　  

　イ　土器底部に付着した漆及び漆紙ヵ（第 420 号竪穴建物跡出土小型甕）

⑵　対象資料の状況

　令和３年の金田西遺跡の整理において，平安時代の第 417・420 号竪穴建物跡の遺物を精査したとこ        

ろ，漆付着土器を確認した。第 417 号竪穴建物跡から出土した高台付坏の内面には被膜状に付着した漆を確

認した。目視による観察では，第 420 号竪穴建物跡出土の小型甕の底部片内面に漆が厚く堆積しており，そ

の下部に茶色い和紙のように見える。そこでこの茶色いものが和紙なのかどうかを分析により判断する必要
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４　漆分析

イ　資料２　　漆付着小型甕 - 漆紙ヵ（SI420）　※上から優先順位とする

性が生じた。今回漆付着小型甕が出土した竪穴建物跡は，河内郡衙の推定群庁から約 300 ｍほどの距離にあ

る。この漆付着小型甕は，群庁から反故された文書が壺の蓋として使われていた可能性がある。県内で漆紙

文書が出土している遺跡は，石岡市の常陸国府付属工房の鹿の子Ｃ遺跡などの官衙関連遺跡があり，公的施

設が多い。具体的には鹿の子Ｃ遺跡で検田関係帳簿・計帳戸籍・計帳・租帳・出挙帳等，茨城町下土師東遺

跡の漆紙文書等がある。

⑶　分析方法

　ア　付着物が漆であるか赤外線分光分析により鑑定をする。

　イ　漆紙の分析には断面観察から漆薄片を採取し，マイクロスコープ観察により漆か紙かを鑑定する。

　ウ　漆については，顔料が含まれている可能性があるので，蛍光 X 線分析を行う。

⑷　漆紙と仮定した場合

　漆膜を削り，漆塊を剥離し，赤外線写真を用いて文字の有無を確認する必要がある。

品　　　目 数　量 内　　　　　　容

　１　漆付着高台付坏　(SI417) 1 漆薄片作製鑑定，赤外分光分析，X 線回析（粉末法分析）

　２　漆付着小型甕　（SI420） 1 漆薄片作製鑑定，赤外分光分析，電子顕微鏡による鑑定

　筑波大学保存科学研究室の御協力により分析していただいた漆付着土器を文章化した。

⑴　分析資料（２点）

⑵　分析方法

ア　資料１　　漆付着高台付坏 - 漆（SI417）　※上から優先順位とする

①　付着物が漆であることを確認するため，赤外分光分析を行い，既存の漆パターンと分析資料のチ

ャート図を比較し，確認作業を行う。

②　赤色顔料が含まれている時には，X 線回析（粉末法分析）により漆に含まれている顔料を分析する。

①　付着物が漆であることを確認するため，赤外分光分析を行い，既存の漆パターンと分析資料のチ

ャート図を比較し，確認作業を行う。

②　試料を少量採取，薄片を作成し，マイクロスコープで層構造，含有物を検査，紙であればその構造

　を確認する。また塗膜を見ることにより，ベンガラ等の含有物があるか，漆が劣化しているか，鑑定

　を行う。

⑶　分析結果（第 175 図）

ア　赤外分光分析

漆付着高台付坏 - 漆（SI417）

　結果　　漆のパターンと分析資料のチャート図を比較し，漆のデータを検出する。

漆付着小型甕 - 漆紙ヵ（SI420）

　結果　　漆のパターンと分析資料のチャート図を比較し，漆のデータを検出する。
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SI 417- ３ 漆付着高台付坏 SI 420-15 漆付着小型甕

SI 420-15 漆 赤外線分光スペクトル図SI 417- ３ 漆 赤外線分光スペクトル図

SI 420-15 漆塗膜片 SI 420-15 漆塗膜片

第 175 図　漆の自然科学分析



－ 178 －

イ　蛍光 X 線分析

漆付着高台付坏 - 漆 (SI417)

　結果　　他の顔料は検出できなかった。

ウ　マイクロスコープによる観察

漆付着小型甕 - 漆紙ヵ（SI420）

　結果　　漆断面から茶色の部分を採取する。マイクロスコープで検査するが紙の繊維は検知できず。

⑷　まとめ

　漆付着の２点の資料について顔料，紙の繊維は検出できなかった。赤外線分光分析により２点の資料に付

着したものが漆であることは明らかになった。

　金田西遺跡Ⅱ区は方形区画溝跡１条（SD42）と溝跡３条が確認されている。金田西坪 B 遺跡Ⅰ区は，区

画溝を含めて 13 条確認されている。15 世紀中葉から 16 世紀中葉にかけてコの字型や L 字状の区画溝があり，

金田西遺跡Ⅱ区の第 1 号方形区画溝と同じように方形になる可能性もある。

　第１号方形区画溝跡は一辺が 63.80 ～ 78.08 ｍほどの長さがあり，溝の上幅は 100 ～ 192㎝，深さは 15 ～

62㎝ほどである。南辺の中央部に開口部があり，入口と考えられる。入口部に門を想定するようなピットは

確認できず，南辺溝の中央部にピットが２本ずつ左右対称に存在する。このピットを木橋跡と考えれば，方

形区画溝跡の北辺と南辺に対照的に出入口が存在することになる。方形の溝に区画された面積は約 5543.68㎡

となる。方形区画溝の内側からは不明土坑８基のみで，方形区画溝に伴う遺構は不明である。また，溝の覆

土中から出土した遺物は古代の土師器の甕片，須恵器の鉢や甕片で，時期を確定すべき資料はない。方形区

画溝が出現する中世に時代を設定したが，根拠は方形区画溝跡の形態から判断するしかなく，周辺遺跡から

類例を調べてみることにする。

　県内の中世の方形館跡は，つくば市の島名前野東遺跡 18)，つくば市の小泉館跡 19），龍ヶ崎市の屋代 B 遺

跡 20），水戸市の白石遺跡 21）がある（第 177 図参照）。いわゆる「方形館」は島名前野東遺跡だけであるが，

堀の規模に違いがあり，防禦性も高く，中世の単郭の城郭としての機能を有していることから，本跡の性格

を異にする。また他の２遺跡も当初は方形単郭の「方形館」として，その後複郭に発展していることから相

違点がある。ただし白石城跡のⅠ期については，東西 77 ｍ，南北 80 ｍ，深さ 20㎝程の浅い溝で区画され

ており，防禦面の意識は見られず，水田経営等を目的とした農地開発経営型の館として機能していたと考え

られている。本跡の第１号方形区画溝と同規模で浅い溝を有し防禦面の意識がみられないことなど共通点が

みられる。白石遺跡との相違点は，内郭に居宅を構え，その後も造成がなされ城郭へと変遷したことである。

本跡のように内郭に遺構を伴わない方形区画溝の性格と対比する対象にできるか分からないが，県内に他に

類例がない。

　県外では栃木県の下古館遺跡 22）で平面形の北辺を底辺とする台形で，平面規模南辺 57.5 ｍ，東辺 84 ｍ，

西辺 80 ｍ，面積 6,070㎡の溝がある。区画内から確実に溝に伴う遺構は判然としないことなど本跡との共通

点がある。区画内に遺構を伴わないことで非居住的空間として捉え，「市」などの性格を付与することも示

唆している。また溝内からは白磁，青磁，常滑形陶器などが出土しており，中世の遺構として捉えている。

　方形区画溝の共通点から性格を考えてみたが，第１号方形区画溝に全て類似するような遺構はみつからな

かった。このように内郭に遺構を伴わない方形区画溝の時期と性格を特定するには，今後の課題とせざるを

得ない。各遺跡における状況など詳細を検討する必要がある。

５　方形区画溝について　
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第 175 図　金田西遺跡Ⅱ区遺構変遷図 ⑶
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　　  時期
年代 推定河内郡衙変遷 金田西遺跡 金田西遺跡Ⅰ区 金田西遺跡Ⅱ区区分

Ⅰ期 ７世紀末葉 九重東岡廃寺と本
格的な河内郡衙関
連施設が展開され
る前段階

SI ９・10・13・25・26・
27・43・44・79・95・181・
199・223・227・234・242・
243・248・251・264・272・
281・285・296・303・307・
310・312・313・327

SI358・384

Ⅱ期 a ８世紀前葉 九重東岡廃寺・
郡衙の成立期

SI258
SB44・49・50・51・57・
70・71・72・75・86・90

SI377・379
SB115A・115B・117・
124・125

SI394・400・411・422

Ⅱ期 b SB ４・５・26・27・53・
54・73・95

Ⅲ期 ８世紀中葉 九重東岡廃寺・郡
衙の展開期Ⅰ

SI ３・４・97・293
SB １・12・13・16・31・
43・46・48・74・79・85・
87・107

SI362・366

Ⅳ期 ８世紀後葉 九重東岡廃寺・郡
衙の展開期Ⅱ

SI175・243・246・255・
300・308・325
SB ７・８・９・10・11・
14・15・21・33・34・45・
52・83・92・100・105・
108・109
第１号基壇建物跡
SD ３・19・24・25A・
25B・28・33

SI353・361・364・371・
375・376・388
SB110・118・119・122・
130
第１号大型円形土坑

SI393・415・421・423

Ⅴ期 a ９世紀前葉 九重東岡廃寺・郡
衙の衰退期Ⅰ

B 区 SI24・100・102
C 区 SI182
SB64・81・82・94
SD18
D 区 SI177
SB68・69・96・100・106
SE1

SI339・341・342・343A・
343B・351・352・370・
374・378・380・385・391
SB111・114A・114B・
116・126・127・129

SI366・397・406・408・
412・413・414・416・424・
432・442

Ⅴ期 b ９世紀中葉 九重東岡廃寺・郡
衙の衰退期Ⅱ

SI16・96・98・101・180・
184・192・196・201・248・
249・253・256・280・309・
321
SB99・103

SI278・340A・340B・
340C・359・360・363・
369・372・373・386
SB112・128
SE ４

SI396・399・401・403・
405・407・417・420・425・
430・437・439・440・444
SB131A・131B

Ⅵ期 ９世紀後葉 九重東岡廃寺・郡
衙の終焉
一般集落化

SI ２・20・99・176・183・
187・238・239・240・241・
254・294・297・302・305・
315・330

SI350A・350B・355・356・
357

SI395・398・402・404・
409・410・419・426・427・
428・429・434・435・436・
438・443・445・446
SB132
第２号大型円形土坑

第 94 表　金田官衙遺跡遺構変遷 ⑴
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　　  時期 金田西坪 B 遺跡
九重東岡廃寺区分 第１区 第２区 正倉域

Ⅰ期 SI78・94 SD ３ SI61

Ⅱ期 a SI53・57
SB ５・10・11
SD21・23・51

SD19 SI46・63・64・80
SB17・24・29
第２号大型円形土
坑

SI ５・
18

SB ４・５
第１号基壇建物跡

Ⅱ期 b SI11・61・71・
74・77・93
SB16・18・19・
20・21・22・23・
25・26・37
SK190・213

Ⅲ期 SB14・27・28・32・33・
34・36・38・39・40・
41・42
SD ５
SA ９・10

SB １・２・３ SI65

Ⅳ期 SA ６
第１号粘土採掘坑

SI83 SS １・２・３・
４・５・６・ ７
SD １・２

SI59・63・64・74・77・79・80
SB17・18・20・21・23・25・27
SE １

Ⅴ期 a SI60
SK16・134

SD18 SI66・67・70
SB28・29・30・31
SK16・22

SI76
SD12・
15・
17・19
SK18

Ⅴ期 b SI55・56 SI58・62・68・71・72・73・75・
78
SK ５・６

Ⅵ期 SI51・52・58
SB ６
SD10
第１号大型円形土
坑

SI60・69・81・82
SB19・26・27
SD ４・21

第 95 表　金田官衙遺跡遺構変遷 ⑵
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６　おわりに　

　これまで推定河内郡衙変遷に平成 27・28 年度の金田西遺跡Ⅰ区と金田西坪 B 遺跡Ⅰ・Ⅱ区を加えて概観

するとともに，中世方形区画溝の時期と性格を検討してきた。

　金田西遺跡Ⅱ区について時期別傾向を見ると，集落は７世紀末葉から８世紀中葉にかけて小規模な集落が

存在し，８世紀後葉に徐々に大きくなり，９世紀中葉に集落は郡衙の衰退とともに増大し，９世紀後葉に消

滅している。このような状況は金田西遺跡Ⅰ区と同じ傾向を示す。

　本跡からは，９世紀中葉に「厨」と書かれた墨書土器，役人が身に着けていた腰帯具の巡方・丸鞆・蛇尾等，

県内６例目となる神功開寳も出土した。また鉄斧，鑿，けがき針，漆付着小型甕（貯蔵用，運搬用），漆付着高

台坏（塗布用パレット）等の官衙を支える工人の道具等も出土しており，古代の官衙を構成する人々に関連する

遺物が出土してる。今回の調査区では，「厨」の墨書から厨家が周辺に存在したことの裏付け，工具類，漆甕や

漆付着パレットなどの出土遺物から，官衙と関わりのある工人たちの集落も存在したことも明らかになった。また，

官衙の衰退は第 420 号竪穴建物跡の出土遺物から，Ⅴ期ｂ（９世紀中葉）とも推測できそうである。

　金田官衙遺跡群をさらに明確にしていくには，郡衙前身集落と考えられる東岡中原遺跡 23）等を含め周辺

遺跡の詳細資料の分析と新たな資料を加えながら郡庁区域，館区域，居館区域，正倉域の構造について捉え

ていく必要がある。

　中世の第１号方形区画溝については，周辺の遺跡からも共通点を検討はしたが，規模が同じ，溝が浅く防

禦性がない，というような共通点しか見つからなかった。今後の調査類例を待ちたい。

小泉館跡島名前野東遺跡

屋代Ｂ遺跡
（屋代城館跡 •Ⅰ期）

白石遺跡
（白石館跡 •Ⅰ期）

m50０

第 177 図　茨城県の方形館跡
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第 178 図　金田官衙遺跡遺構変遷図
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※　文中の〈 〉内の番号は，第１図及び第１表の当該番号と同じである。
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　・田中幸夫「龍ヶ崎市屋代 B 遺跡」『研究ノート』12 号　財団法人茨城県教育財団　2003 年６月

　・荒蒔克一郎「水戸市白石遺跡」『研究ノート』12 号　財団法人茨城県教育財団） 2003 年６月

　・茨城県考古学協会シンポジウム実行委員会『古代地方官衙周辺における集落の様相－常陸国河内郡を中心として－』茨城県考

　　古学協会　2005 年 2 月

　・茨城県考古学協会『日本考古学協会 1995 年度茨城大会記念講演及びシンポジウム基調報告記録』茨城県考古学協会誌　第 12 号

2005 年５月

　・内山敏行「古代の鉄細柄工具について－鉄細柄片刃状工具，鉄細柄鑿錐状工具と白罫引・けがき針－」『研究紀要第 23 号』公

　　益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター　2015 年３月

　・独藤木海『南相馬に躍動する古代の郡役所　泉官衙遺跡』シリーズ「遺跡を学ぶ」106　新泉社　2016 年２月

　・佐藤信『古代の地方官衙と社会』日本史リブレット８　山川出版社　2017 年２月

　・独立行政法人　国立文化財機構　奈良文化財研究所『第 20 回古代官衙・集落研究会報告書　郡庁域の空間構成　奈良文化財

　　研究所研究報告　第 19 冊』2017 年 12 月

　・野内智一郎「金田官衙遺跡の移り変わり」『研究ノート』18 号　財団法人茨城県教育財団　2021 年８月

　・内山敏行「古代の鉄細柄工具について（２）－鉄細柄片刃状工具，鉄細柄鑿錐状工具と出土事例－」『研究紀要第 29 号』公益

　　財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター　2021 年３月



金田西遺跡出土墨書土器

写　 真　 図　 版



PL1

遺跡全景（南西から）

遺跡全景（鉛直から）



PL2

第400号竪穴建物跡 第411号竪穴建物跡

第393号竪穴建物跡遺物出土状況 第393号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第393号竪穴建物跡 第394号竪穴建物跡竈

第394号竪穴建物跡 第400号竪穴建物跡遺物出土状況



PL3

第422号竪穴建物跡遺物出土状況 第422号竪穴建物跡竈

第415号竪穴建物跡遺物出土状況 第415号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第415号竪穴建物跡 第421号竪穴建物跡遺物出土状況

第421号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第421号竪穴建物跡



PL4

第423号竪穴建物跡

第423号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第423号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第423号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第422号竪穴建物跡

第395号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第395号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第395号竪穴建物跡竈遺物出土状況



PL5

第396号竪穴建物跡竈２遺物出土状況第396号竪穴建物跡竈１

第395号竪穴建物跡 第396号竪穴建物跡遺物出土状況

第396号竪穴建物跡 第397号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第397号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第397号竪穴建物跡遺物出土状況⑶



PL6

第398号竪穴建物跡 第399号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第397号竪穴建物跡 第398号竪穴建物跡遺物出土状況

第399号竪穴建物跡 第401号竪穴建物跡遺物出土状況

第401号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑵第401号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑴



PL7

第402号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第402号竪穴建物跡

第401号竪穴建物跡 第402号竪穴建物跡遺物出土状況

第404号竪穴建物跡竈１遺物出土状況第403号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第404号竪穴建物跡竈２遺物出土状況 第404号竪穴建物跡



PL8

第406号竪穴建物跡 第407号竪穴建物跡遺物出土状況

第406号竪穴建物跡竈第405号竪穴建物跡

第407号竪穴建物跡竈 第407号竪穴建物跡

第408号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第408号竪穴建物跡



PL9

第410号竪穴建物跡竈 第410号竪穴建物跡

第409号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第409号竪穴建物跡

第412号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第412号竪穴建物跡

第413号竪穴建物跡遺物出土状況⑴ 第413号竪穴建物跡遺物出土状況⑵



PL10

第414号竪穴建物跡

第417号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第413号竪穴建物跡 第414号竪穴建物跡竈

第416号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第416号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第416号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第416号竪穴建物跡



PL11

第417号竪穴建物跡竈遺物出土状況第417号竪穴建物跡遺物出土状況⑵

第417号竪穴建物跡 第418号竪穴建物跡竈

第418号竪穴建物跡

第420号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第420号竪穴建物跡

第419号竪穴建物跡



PL12

第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑶

第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑸第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑷

第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑴



PL13

第425号竪穴建物跡遺物出土状況

第425号竪穴建物跡竈 第425号竪穴建物跡

第424号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第424号竪穴建物跡竈

第424号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第424号竪穴建物跡

第420号竪穴建物跡遺物出土状況⑹



PL14

第427号竪穴建物跡 第428号竪穴建物跡遺物出土状況

第426号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第426号竪穴建物跡

第427号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑴ 第427号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑵

第428号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第428号竪穴建物跡



PL15

第429号竪穴建物跡 第430号竪穴建物跡遺物出土状況

第429号竪穴建物跡遺物出土状況 第429号竪穴建物跡竈１遺物出土状況⑴

第429号竪穴建物跡竈１遺物出土状況⑵ 第429号竪穴建物跡竈２

第430号竪穴建物跡竈 第430号竪穴建物跡



PL16

第432号竪穴建物跡 第433号竪穴建物跡遺物出土状況

第431号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第431号竪穴建物跡

第432号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑴ 第432号竪穴建物跡竈遺物出土状況⑵

第433号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第433号竪穴建物跡竈



PL17

第435号竪穴建物跡遺物出土状況 第435号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第433号竪穴建物跡 第434号竪穴建物跡遺物出土状況

第434号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第434号竪穴建物跡

第435号竪穴建物跡 第436号竪穴建物跡遺物出土状況



PL18

第439号竪穴建物跡遺物出土状況⑴ 第439号竪穴建物跡遺物出土状況⑵

第437号竪穴建物跡 第438号竪穴建物跡

第439号竪穴建物跡竈遺物出土状況 第440号竪穴建物跡遺物出土状況⑴

第440号竪穴建物跡遺物出土状況⑵ 第440号竪穴建物跡



PL19

第446号竪穴建物跡竈遺物出土状況

第442号竪穴建物跡 第445号竪穴建物跡

第446号竪穴建物跡

第131A・131B号掘立柱建物跡 第131B号掘立柱建物跡

第132号掘立柱建物跡 第35号溝跡



PL20

第１号方形区画溝跡全景

第１号方形区画溝跡⑴ 第１号方形区画溝跡⑵

第１号方形区画溝跡⑶ 第１号方形区画溝跡⑷



PL21

第167号土坑

第231号土坑

第１号陥し穴 第288号土坑

第２号大型円形土坑 第133号土坑

第145号土坑

第146号土坑



PL22

SI 394-１

SI 415-２

SI 415-８

SI 393-３

SI 394-３

SI 415-４

SI 415-６

SI 393-２

第393・394・415号竪穴建物跡出土土器

SI 393-１ SI 394-５

SI 394-２

SI 415-３

SI 415-７

SI 393-５

SI 394-４



PL23

SI 415-１

SI 421-２

SI 421-１

SI 421-３

SI 400-３

SI 421-４

SI 423-３

SI 415-５

SI 415-10

第400・415・421・423号竪穴建物跡出土土器



PL24

SI 395-１

SI 395-４

SI 396-１

SI 397-２

SI 397-５

SI 397-７

SI 395-３

SI 395-７

SI 397-１

SI 401-１

SI 396-４

第395・396・397・401号竪穴建物跡出土土器

SI 395-２

SI 395-５

SI 396-２

SI 397-４

SI 397-６



PL25

SI 399-２

SI 401-３

SI 402-１

SI 407-１

SI 410-１

SI 403-３

SI 399-５

SI 402-２

SI 403-１

SI 407-３

SI 403-２

第399・401・402・403・404・407・410号竪穴建物跡出土土器

SI 399-３

SI 401-４

SI 402-10

SI 407-２

SI 402-15

SI 404-５



PL26

SI 401-２

SI 401-７

SI 405-１

SI 401-８

SI 402-７

SI 404-２

SI 407-４

SI 402-13

SI 402-11

SI 404-３

SI 409-１

SI 402-14

第401・402・404・405・407・409号竪穴建物跡出土土器

SI 402-６ SI 402-５



PL27

SI 410-６

SI 413-３

SI 417-１

SI 416-４

SI 420-９

SI 420-７

SI 412-１

SI 413-４

SI 412-２

SI 420-１

SI 424-１

SI 417-３

SI 413-２

SI 416-２

SI 420-10

SI 420-２

SI 424-４

SI 420-15

第410・412・413・416・417・420・424号竪穴建物跡出土土器



PL28

SI 420-14

SI 420-17

SI 420-13

SI 420-16

第420号竪穴建物跡出土土器



PL29

SI 424-５

SI 424-７

SI 426-１

SI 429-１

SI 429-４

SI 427-８

SI 425-１

SI 429-２

SI 428-１

SI 429-６

SI 432-４

第424・425・426・427・428・429・430・432号竪穴建物跡出土土器

SI 427-１

SI 429-３

SI 429-５

SI 430-１ SI 430-２



PL30

SI 434-１

SI 433-２

SI 435-１

SI 435-４

SI 435-9

遺構外-16

SI 432-２

SI 434-２

SI 439-１

SI 438-5

第428・432・433・434・435・436・438・439・445号竪穴建物跡，遺構外出土土器

SI 435-６

SI 434-３

SI 436-１

SI 438-１

SI 428-６ SI 434-４

SI 439-２ SI 445-２



PL31

SI 440-４

第２号大型円形土坑-１

第２号大型円形土坑-５

SI 440-５

SK231-1

SK361-１

第２号大型円形土坑-６

第440・445号竪穴建物跡，第231・361号土坑，第２号大型円形土坑出土土器

SI 445-１

SI 440-６

第２号大型円形土坑-２

第２号大型円形土坑-４



PL32

SD37-１

SD41-１

SI 395-６

SK146-１

SI 417-８

SI 410-７

SD35-１ SB132-２

SI 434-６

第395・410・416・417・420・434号竪穴建物跡，第132号掘立柱建物跡，第146号土坑，第35・37・
41・48号溝跡，遺構外出土土器・陶磁器・土製品・瓦

SI 420-18

SD41-２

SD48-１

遺構外-20

SI 416-８



PL33

SI 420-26SI 420-29 SI 420-21SI 440-９

SI 398-３

SI 420-20

SI 420-31

SI 439-７

SI 420-27

SI 440-10

第398・414・420・439・440号竪穴建物跡出土石製品・金属製品

SI 414-１

SI 420-30

SI 420-28



PL34

SI 404-８

SI 446-６SK145-１

SI 406-３

SI 420-23

SI 420-25

SI 413-７

SD41-４・５

SI 413-８

SI 420-24

SI 407-５

SI 395-９

SI 420-22

SI 439-８

SI 435-10

第395・404・406・407・413・420・435・439・446号竪穴建物跡，第41号溝跡，第145号土坑出土
金属製品



PL35

SI 396-５

SI 419-２

SI 439-９

SD46-２

SI 404-６

SI 420-19

SI 446-５

SD46-１

SI 404-７

SI 439-６

SK286-１

第439号竪穴建物跡，第46号溝跡出土金属製品，第396・404・419・420・439・446号竪穴建物跡，
第286号土坑出土石器



PL36

遺構外-10

遺構外-７

遺構外-13

遺構外-１

遺構外-４

遺構外-11

遺構外-８

遺構外-14

遺構外-５

遺構外-12

遺構外-９

遺構外-３

遺構外-２

遺構外出土土器・石器
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ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コ ー ド 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調査面積 調査原因

金
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遺
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県
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あ ざ

明
みょうじん

神西
に し

1845
番
ば ん

地
ち

ほか

08220

－

522

36 度
06 分
04 秒

140 度
07 分
26 秒

24
～

26 ｍ

20160801
～

20170331

30,308 ㎡ 中根・金
田台特定
土地区画
整理事業
に伴う事
前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項
金田西遺跡 狩猟場 縄 文 陥し穴

土　坑
１基
２基

縄文土器（深鉢），石器（凹石） 平安時代
の竪穴建
物跡から
漆が付着
した土師
器の小型
甕と漆が
付着した
須恵器の
高台付坏
が出土し
ている。

集落跡 奈 良 竪穴建物跡 ８棟 土師器（坏・甕・甑），須恵器（坏・
高台付坏・蓋・盤・高盤・鉢・甕），
金属製品（刀子）

平 安 竪穴建物跡
掘立柱建物跡
大型円形土坑
土　坑
溝　跡

46 棟
３棟
１基
14 基
４条

土師器（坏・高台付坏・椀・高
台付椀・蓋・皿・高台付皿・鉢・
甕・小型甕），須恵器（坏・高
台付坏・高台付椀・蓋・皿・高
台付皿・盤・鉢・長頸瓶・甕・甑），
灰釉陶器（皿・長頸瓶），土製品

（紡錘車・羽口），石器（紡錘車・
砥石），石製品（鉈尾），金属製
品（巡方・丸鞆・責金具・足金物・
兵庫鎖・環状鉄製品・刀子・鉄鏃・
鎌・手鎌・斧・鍬先・紡錘車・鑿・
けがき針・鍵・釘），銭貨（神功
開寳），鍛冶関連遺物（椀形滓），
瓦（丸瓦）

中 世 方形区画溝跡
溝　跡

１条
３条

土師質土器（小皿），磁器（皿）

江 戸 土　坑
溝　跡

１基
４条

陶器（小皿・猪口・擂鉢），磁器
（小坏・皿），石器（砥石），金
属製品（釘・煙管雁首），銭貨（寛
永通寳）

その他 時期不明 土　坑
柱穴列
溝　跡
ピット群

170 基
２条
１条

５か所

縄文土器（深鉢），土師器（坏・
高台付坏），須恵器（坏・盤），
灰釉陶器（碗・長頸瓶），陶器（擂
鉢），石器（石核・剥片・石鏃・
打製石斧・砥石），金属製品（刀
子），銭貨（寛永通寳）

要 約 　今回の調査区は，群庁推定域の北側にあたり，奈良・平安時代の集落が中心である。竪穴建
物跡からは「厨」と書かれた墨書土器，役人が身に着けていた腰帯具の巡方・丸鞆・蛇尾等，
県内６例目となる銭貨（神功開寳）が出土した。また鉄斧，鑿，けがき針，漆付着小型甕（貯
蔵用・運搬用），漆付着高台付坏（塗布用パレット）等の官衙を支える工人の道具等も出土し
ている。古代官衙を支えた集落と考えられる。

抄 録
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